
ฤ࠶Պ͔ΒೋֶՊମ੍΁のֶࡾ෦のվ૊ɹֶࡁܦ

学部վ組のഎܠ
学部はࡁܦ 200� 度に࣍のような大学院の組織վฤや現代社会が求める人材ཆ成のม化にॊೈに対Ԡ

して、学科のߏ成をมߋした。199� 年の国際開発研究科の発଍後、1999 年度にはࡁܦ学研究科（म࢜
課程）をഇࢭし、国際社会科学研究科（۠分ੑത࢜課程）΁のվ組を行った。その݁果、大学院でのܦ
ത࢜課）߈専ࡁܦとグローバϧ（ത࢜課程લ期）߈学専ࡁܦ国際、߈学専ࡁܦ系の教ҭは同研究科のࡁ
程後期）に࠶ฤされ、ത࢜課程後期でのࡁܦ学教ҭが֦ॆされた。

さらに、当時は法科大学院の設ஔ計画も進行しており、学部教ҭと大学院教ҭのそれͧれの役割をݟ
௚し、大学院教ҭは社会人、ཹ学生をؚΉߴ度専門৬業人のཆ成を重ࢹすることをめ͟した。これに対
して、ࡁܦ学部はࡁܦに関する基൫教ҭを重ࢹし、民ؒ実業քを中心に行政機関なͲにもࡁܦや法཯関
連の専門知ࣝを有する人材を輩出することをめ͟して、以下のように学科ߏ成をվฤした。

ࢭ法学科のഇࡁܦ
199� 年度の学部վ組以߱、ࡁܦ学部はࡁܦシεテム学科、国際ࡁܦ学科、ࡁܦ法学科のࡾ学科ମ制

で教ҭをఏڙしてきたが、্هのようなपғの状گม化に対Ԡして、ࡁܦ法学科をഇࢭして、ࡁܦシε
テム学科と国際ࡁܦ学科のೋ学科ମ制΁移行する。

19�� 年に発଍したࡁܦ法学科は、法とࡁܦがۃめてີ接な関係にあることを౿まえて、ࡁܦ法、環境・
౎市法、国際取Ҿ法なͲԠ用法を中心にした教ҭを目的に設ஔされ、公共部門や民ؒ企業の法຿部なͲ
に対して法的専門能ྗを持ったࡁܦ人を輩出し、多くの成果をあ͛てきた。
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19�9 年には大学院国際ࡁܦ法学研究科（म࢜課程）が発଍し、ࡁܦ法学科の教員はྗڠ講座として
これに参加し、国際ࡁܦと法分野における専門的な大学院教ҭを開࢝した。その後、ࡁܦのグローバリ
θーションがҰ૚進లし、国際ࡁܦ、ྗڠ౷合なͲの国際ࡁܦと法の関連ྖҬがߴ度専門化したことに
より、同研究科の教ҭの֦ॆをਤってきた。さらに、ࡁܦ法学分野での教ҭध要は、ཹ学生΁の教ҭや
社会人なͲ΁のリΧϨント教ҭなͲにも広がっており、この分野の教ҭは大学院中心にシフトしてきた。
また、当時計画されていた法科大学院は、法૤実຿Ոの人材ཆ成を専門に行う専門৬大学院として創設
され、大学院教ҭのൺ重がߴまることがݟ込まれた。

そこで、それまでࡁܦ法学科が୲ってきたࡁܦの国際化なͲのԠ用法分野にਫ਼通した人材のҭ成という
役割を大学院΁シフトし、同学科を発ల的にղফした。同学科の教員はྗڠ講座をഇࢭし、大学院国際社
会科学研究科に移੶して、国際関係法専߈と法૤実຿専߈における教ҭ研究を重点的に行うことになった。

ɹɹɹɹɹɹ�ɹɹçࡁܦγスςϜֶՊʮ๏ͱࡁܦίースʯͷઃஔ

旧学科体制 新学科体制

経済システム学科
　1年次入学定員　 85名
　3年次編入定員　  5名

経済システム学科
〈経済コース〉
　1年次入学定員　 95名
　3年次編入定員　  4名
〈法と経済コース〉
　1年次入学定員　 20名
　3年次編入定員　  3名
小　計
　1年次入学定員　115名
　3年次編入定員　  7名

国際経済学科
　1年次入学定員　110名
　3年次編入定員　  7名

経済法学科
　1年次入学定員　 55名
　3年次編入定員　  3名

国際経済学科
　1年次入学定員　115名
　3年次編入定員　  8名

1年次入学定員　　250名
3年次編入定員 　  15名

1年次入学定員　　230名
3年次編入定員 　  15名
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この学部վ組にともない্هのようにࡁܦ学部はࡾ学科ମ制からࡁܦシεテム学科と国際ࡁܦ学科の
ೋ学科ମ制に移行した。199� 度の学部վ組以߱、྆学科とも国立大学のࡁܦ学部としてϢχークな教
ҭをఏڙしてきたが、200� 年当時もࡁܦ理論や国಺外のシεテム、ࡁܦ事৘を理ղし、ࡁܦの৘ใ化
や国際化に対Ԡした人材のҭ成が要੥されていた。さらに、ࡁܦ法学科はഇࢭされるが、法や法制度は
学部においてはґવとしてඞ要ࡁܦ、成する市場や制度とີ接に関連しておりߏシεテムの基൫をࡁܦ
な教ҭ分野であった。また、法学教ҭは社会科学の基ૅ的素ཆのҰつとしてもܽくことのできないもの
である。

そこで、基ૅ的な法学とࡁܦ学にਂいಎྗ࡯を持った人材をҭ成し、公຿員ࢤ๬や大学院ࢤ๬（法科
大学院をؚΉ）なͲの社会的χーζにԠえるために、200� 年にࡁܦシεテム学科に「法とࡁܦίーε」
を開設した。このίーεのӡӦにあたっては、大学院国際ࡁܦ法学専߈の教員が݉຿教員としてࡁܦ学
部教त会に出੮し、学部における法学教ҭと「法とࡁܦίーε」に参加することになった。

同ίーεの設ஔにともない、ࡁܦシεテム学科にࡁܦシεテムやࡁܦ実態の分析や理ղにڧく、৘ใ
化に対Ԡしたࡁܦ人のҭ成をめ͟す「ࡁܦίーε」も創設する。学生定員については、当時の֤学科ࢤ
๬ऀ਺の܏向をྀߟして、ࡁܦシεテム学科 11� 名（ࡁܦίーε 9� 名、法とࡁܦίーε 20 名）、国際
学科ࡁܦ 11� 名とした。

法学教ҭのମ制整備
Ӧܦ、学部ࡁܦ、Ӧ学部およͼ全学教ཆ教ҭにおける法学教ҭのମ制をҡ持するためにܦ、学部ࡁܦ

学部、大学院国際社会科学研究科の教員からߏ成される「法学教ҭٞڠ会」を立্ͪ͛、ຖ年の開講計
画と୲当教員のௐ整を行うことになった。

それまでのࡁܦ学部ࡁܦ法学科では、２୯Ґ科目を１科目とすれば、基װ科目܈として 32 科目、ԋ
श科目として 22 科目相当の法学教ҭがఏڙされていた。さらに、ܦӦ学部（னؒओίーε）では基װ
科目として 10 科目相当、全学に向けて教ཆ教ҭ科目として６科目（໷ؒओίーεに２科目）相当の法
学教ҭがఏڙされてきた。また、それまでは民法や商法なͲの科目はࡁܦ学部とܦӦ学部で重ෳして開
講されてきたが、ޮ཰的な法学教ҭを設定するために、そうしたことがないよう有機的に関連した法学
の基װ科目をఏڙすることとした。それによって、྆学部の学生がҰ定਺の୯Ґをࣗ由にཤमできるよ
うに制度มߋを行った。ΧリΩϡラム্の科目਺としては、民法、商法、行政法なͲ基ૅ的な法学ྖҬ
の科目を中心に、2� 科目相当の講義と４科目相当のԋश、教ཆ教ҭとしてはҾきଓき６科目（໷ؒओίー
εに 2 科目）相当がఏڙされることになった。

以্のように、法学教ҭٞڠ会が中心となって、全学に向けた教ཆ教ҭ科目としての法学とݑ法もؚ
めたܦ・ࡁܦӦ྆学部のຖ年の開講計画と୲当教員のௐ整を実施することになった。このମ制整備によっ
て、ࡁܦシεテム学科の「法とࡁܦίーε」の学生に対してे分な教ҭが行われ、ࡁܦ学部全ମやܦӦ
学部の学生に対しても法学の基ૅྖҬに関する教ҭが実施されることとなった。

ΧリΩϡラムのߏ成
人のཆ成をめ͟しࡁܦ実態の分析能ྗを持ったࡁܦ理論の理ղやࡁܦ、学の専門教ҭについてはࡁܦ
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てΧリΩϡラムのվֵを実施した。਺学・౷計学なͲの基ૅ的能ྗ、ࡁܦ理論、ࡁܦ、࢙ࡁܦ事৘や法
学なͲのࡁܦ社会の発లや現状に関する幅広い社会科学的素ཆを਎にணけたうえで、ࡁܦ学の専門ྖҬ
をཤमできるようにत業科目が഑ஔされている。

・専門基ૅ科目
֤学科の共通科目としては、１年࣍からཤमՄ能なポリティΧϧ・Τίノϛーೖ門、ϛクロࡁܦ学ೖ

門、マクロࡁܦ学ೖ門、グローバϧ・Τίノϛーೖ門、࢙ࡁܦೖ門、法学ೖ門からなる専門基ૅ科目が
用意されている。これらの科目では、社会科学に対する幅広いࢹ野を਎に෇け、問題関心をߴめること
により、ࡁܦ学部֤分野の専門科目を学शするための基ૅとなる知ࣝやߟえ方をशಘすることができる。

・学部共通基װ科目
専門基ૅ科目にଓいて、学部共通基װ科目としてݪࡁܦ論、現代ࡁܦシεテム、ϛクロࡁܦ学、マク

ロࡁܦ学、࢙ࡁܦが഑ஔされている。これらの科目は、ࡁܦ学の֤専門ྖҬの基װ的な分野を２年࣍か
らཤमすることをՄ能としている。

ίーεࡁܦ・シεテム学科ࡁܦ・
以্のような学部共通の基װ科目に加えて、֤学科、ίーεの基װ科目が用意されている。まず、ܦ

現ࡁܦで把握し、新たなߟࢥの৘ใ化が進లする社会をॊೈなࡁܦ、ίーεではࡁܦ、シεテム学科ࡁ
象や൙ཞする৘ใをମ系的にղ析するߴ度な৘ใ処理能ྗと合理的な理論に基ͮいて把握する能ྗを݉
Ͷ備えた、シεテム論的ྗߟࢥを持った人材のཆ成をめ͟す。このような人材ҭ成のために、ࡁܦシε
テムやࡁܦ理論に関するൺֱࡁܦシεテム、ࡁܦ政ࡦ、਺理ࡁܦ学、金༥論、ࡒ政学、࿑ಇࡁܦ学なͲ
を基װ科目としている。

ίーεࡁܦシεテム学科・法とࡁܦ・
࣍に、ࡁܦシεテム学科、法とࡁܦίーεでは、法と法制度のࡁܦにٴ΅す影響が大きくなる現代社

会で、ࡨ૰する৘ใをମ系的に分析するߴ度なղ析能ྗと法とࡁܦに関するਂいಎྗ࡯を持った人材の
ཆ成をめ͟す。ΧリΩϡラムとしては、ࡁܦシεテム学科に഑ஔされているࡁܦ理論の基װ的科目や৘
ใ処理ྖҬのत業科目のଞ、民法、行政法、ݑ法、商法、ٴͼࡁܦ法なͲࡁܦと法の関連するྖҬ、法
学系のԋशなͲを重点的にཤमすることをՄ能にしている。

・国際ࡁܦ学科
さらに、国際ࡁܦ学科では、ࡁܦ理論や࢙ࡁܦに関する基本的な知ࣝや理ղྗを備えるとともに、Ϙー

μーϨε化、国際化がஶしいࡁܦ現象や企業活動をグローバϧなࢹ野で把握し、それͧれの஍Ҭಛੑに
関するਂい理ղྗを持つ人材のཆ成をめ͟す。このような目的のために国際ࡁܦ学科の基װ科目として
は、国際金༥、世քࡁܦ論、్্国ࡁܦ、国際ࡁܦ学、国際࢙ࡁܦなͲを഑ஔしている。
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՝୊ϓϩδΣΫτԋशの࣮ࢪ

学部では、2010ࡁܦ 年度から 2012 年度の３年ؒ、文部科学লにより採択された大学教ҭ・学生支援
推進事業ʦテーマ " ʧ大学教ҭ推進プログラムを実施した。採択された事業は、「問題ղܾ能ྗをҭて
る国際的実ફࡁܦ学教ҭ――「実ફ的教ҭプログラム」と「૒方向ܕ学श評価シεテム」」である。当時、
、学部ではগ人਺教ҭとして、１年生用の基ૅԋशと３・４年生用のԋशを実施していた。本事業はࡁܦ
基ૅԋशとԋशをつな͙２・３年生向けに、新たなগ人਺教ҭを実施するものであり、現202）ࡏ� 年度）
までܧଓして実施されている。

本事業のಛ৭は、事業名にࣔされている。߲̓目の評価シεテムによる実ફ的教ҭプログラムと、教
員・学生による૒方向ܕ学श評価シεテムをಋೖし、ӳ語能ྗをؚめて問題ղܾ能ྗをҭてる国際的実
ફࡁܦ学教ҭの推進をਤるものͩった。国際౎市横浜で実ફੑ・国際ੑを͛ܝてきた横浜国立大学では、
国際的ࢹ野のもとで問題ղܾ能ྗをもつ人材のҭ成をਤってきた。そのもとでࡁܦ学部では、講義とθ
ϛφーϧからなるそれまでの学࢜課程教ҭに、２・３年࣍のগ人਺教ҭによる２୯Ґの課題プロジΣク
トԋशをಋೖし、国際的ࢹ野をもった問題ղܾ能ྗの֮ࣗ的ҭ成を目指した。

課題プロジΣクトԋशでは、̓ ߲目からなる問題ղܾ能ྗを設定する。「テーマの理ղ」「資ྉ・分析・
整理」「論理ߏ成ྗ」「プϨθンテーション」「σィεΧッション」「ίϛϡχέーション」「マωージメント」
の � ߲目であり、この評価を教員と学生の૒方向で実施するとこΖにಛ௃があった。このシεテムを進
めるために、त業支援シεテムをՔಇさͤ、学生は、ࣗݾ目ඪやࣗݾ評価を設定したり、教員からのΞ
υバイεを確認したりすることができる。教員のみが評価を行うのではなく、教員と学生の૒方向で評
価を行い、問題ղܾ能ྗの向্をਤる試みである。

ॳ年度 の 課題 プ ロ ジΣク ト ԋश は、લ期 に４科目、後期 に̓科目 の 計 11 科目開講 さ れ た。そ
の な か の લ期 の 開講科目「日本ࡁܦ」と「ӳ語 に よ る 学」を、『大学教ҭ推進ࡁܦ プ ロ グ ラ ム　
NE8SLETTER 』（第１߸、2010 年６月 1� 日）から঺հしてみたい。「日本ࡁܦ」を୲当するのは、
環境ࡁܦ学と஍方ࡒ政が専門のਗ਼ਫխوである。このԋशでは、環境問題のղܾと市民の役割をテーマ
に、講義は࠷খ限にとͲめ、参加ऀ全員での討ٞを中心に進めている。学生には、ύιίンを 1 台ずつ
ି与し、ޮ 果的なプϨθンテーションができる環境を整え、ޮ ཰的な৘ใ共有もあわͤて実शしている。
ԋशにあたりಛผ講ࢣのটᡈを༧定しているが、そのためには、学生が事લに学श会や討論会を実施し
て४備し、講ࢣ任ͤにならないようにཹ意している。
「ӳ語によるࡁܦ学」を୲当するのは、S"7T$)EN,O LIOU%MIL" である。ӳ語を用いてϛクロ・

マクロなͲࡁܦ学の基ૅ理論を学शするこの課題プロジΣクトԋशでは、ຖि取り্͛るトϐックに関
するӳ語のه事を教員がબͼ、લもって学生にಡんできてもらう。त業ではこのه事をもとに理論をઆ
໌し、ٞ 論を行う。その目的は、いま起きているࡁܦ事象を学生に知ってもらうͩけでなく、σィεΧッ
ションをするうえで共通の࿩題をఏڙすることにある。

課題プロジΣクトԋशに対する評価はͲうであったか。2011 年５月にプϨθンテーションをした受
講生のࣗݾ評価を঺հしておきたい。ある学生は、「Կճかಡみ通しをしていたおか͛で、時ؒ഑分も
きっͪりできてಛに٧まるということもなく、割と大きな੠で発දできたとࢥう。ଞの人にൺべてૣޱ
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ͩったかなとࢥうとこΖもあるが、ݸ人的にはあの଎さでないと఻えたいことをすべてݴうことができ
なかったのでྑしとしている」というように、४備をしてྟんͩ成果を受けとめている。また、以下の
2 人の学生は、൓ল点をड़べているが、いずれも問題ղܾ能ྗの߲目を֮ࣗして、今後のプϨθンテー
ションの課題をड़べていることがわかる。「まずなにより、࠷後までઆ໌できなかったことがҰ൪の心
りͩった。今ৼりฦってみれば、発දする಺༰にしてももうগしίンύクトにまとめられたのではと࢒
っていたので完全にݴでޱした。その্大分ૣײう「マωージメント」ྗෆ଍を௧ݴう。評価߲目でࢥ
成ϛεͩった。生活実態をより把握しやすいようにΧラーࣸਅの資ྉなͲを用意しておいたのͩが時ߏ
ؒ഑分を完全にؒҧえてしまった」。「発දのߏ成・಺༰ともに割とےは通り、論理的なプϨθンにはそ
こそこなったのではないかとࢥう。たͩしテーマと಺༰が完全にリンクしなかったかとগしࢥった。ま
た、全ମ的にগし಺༰がബかった、۩ମ的にݴうとओுのࠜ拠やそのσータが෺଍りないؾがした」。

課題プロジΣクトԋशは、2012 年度の外部評価でߴい評価をಘており、同年度後期開講のある科目
の受講生Ξンέートでは、講義全ମٴͼ૒方向ܕ学श評価シεテムのຬ଍度は、全員が「大いにຬ଍」
をબんでいた。

以্のような、問題ղܾ能ྗの向্をめ͟し、１年生の基ૅԋशと３・４年生のԋशをつな͙新たな
গ人਺教ҭ「課題プロジΣクトԋश」は、開講以来 1� 年がܦաし、ࡁܦ学部で定ணして成果をࣔして
いるということができる。
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(MPCBM�SUVEJFT�JO�EDPOPNJDT�	(SE
�のऔΓ૊Έ

命としており、学生にւ外ཹ学の機会を与えることはその中࢖学部はグローバϧ人材のҭ成をࡁܦ
心的な役割を୲っている。200� 年以来、ࡁܦ学部は༷ʑな国際ަྲྀプログラムを (loCal Studies in 
Economics（(SE）というแׅ的な用語のもとに౷合してきた。(SE は、学生が学部４年ؒのそれͧれ
において、ւ外の学生との本֨的なҟ文化ަྲྀをମݧする機会を持つ段階にまで発లしている。

(SE で想定される理想的なྲྀれは以下の通りである。１年࣍には、είットランυのΤσィンバラ
大学で４िؒのՆقӳ語ू中講座を受ける。このαマーεクーϧでは、イΪリεࡁܦに関するトϐック
を �0 時ؒかけて学Ϳことができ、世քҰྲྀの大学でԠ用ࡁܦ学をू中的に学Ϳことで、学生はグロー
バϧなࡁܦ学生としての学शとॱԠを加଎さͤることがՄ能となっている。さらに、Τσィンバラ市で
はຖ年８月に世ք࠷大のܳ術ࡇ「 EdinCurgh 'estiWal and 'ringe 」が開催され、そのため学生は世ք
有਺のΩϟンύεで学Ϳͩけでなく、世քߴ࠷のԋܶ、Իָ、ίメσィ、μンεなͲをת能することが
できる。

本学の学生は２年生になると、本学がఏܞしている世քのڠ定大学΁൒年または１年ؒの೿ཹݣ学に
参加することが঑ྭされている。ۙ年では、ΦーεトラリΞ国立大学（Ωϟンベラ）、αンσィΤΰभ
立大学、イーεト・ΞングリΞ大学（ӳ国）、ύリ౦大学クϨテイϢߍなͲが人ؾをूめている。１年
ؒのཹ学に出かける日本人大学生は大学全ମの 1ˋにもຬたないことになっているが、ࡁܦ学部はৗに
1ˋを௒えており、ฏۉ以্の実੷を࢒している。ௐࠪによると、学生がཹ学するओなোนのͻとつは
資金の೧出である。ࡁܦ的に༨༟のない学生には、ཹ学プログラム΁の参加をՄ能にする঑学金制度が
あり、ཹ学のເを実現するために月ʑ໿８ສԁを受け取ることができる。

３年࣍と４年࣍には、学生が参加できる３つの「討論会」がある： Ԥभӳ語討論会、ΞジΞ討論会、
そして (loCal "pplied Economics 'orum（("E'）である。学生がւ外の大学を๚問し、ࡁܦトϐッ
クについてプϨθンテーションを行ったり、σィεΧッションを行ったりする１िؒのプログラムであ
る。討論会では、Τσィンバラ大学のαマーεクーϧやւ外ཹ学でഓったҟ文化ίϛϡχέーションε
Ωϧをベーεに、学಺のत業で学んͩࡁܦ学の知ࣝを活用することができる。200� 年以来、Ԥभӳ語
討論会は 1� Χ国、2� バϒϧなͲの࢈ෆ動、ྗࢠݪ、ݍのϤーロッύの大学を๚問し、移民、Ϣーロߍ
トϐックについてٞ論してきた。企業や公的機関΁の๚問は、討論会のෆՄܽな要素であり、学生たͪ
はこれまでに、εトラεϒーϧのԤभٞ会、είットランυのウィεΩーৠཹ所、クラクフのΞウシϡ
ビッπ、ヒϡーεトンの N"S"、ワシントン %.$. の連๜ٞ会ٞ事ಊ、χϡーϤークの国連なͲを๚れ
た。トεΧーφのϐα大学では、ϛέランジΣロが大理ੴをௐୡしたΧララの大理ੴ採ੴ場を企業๚問
した。また、日本大ؗ࢖を๚問し、日本の๵қ・ࡁܦ関係ऀの外ަ活動について࿩をฉくことができた
こともある。 これらの活動はすべて、ΞΧσϛックな場でのӳ語ྗの向্、ҟ文化ؒίϛϡχέーショ
ン能ྗのଅ進、グローバϧࡁܦに関するॾ問題の理ղなͲ、討論会の目的ୡ成に役立ってきた。

グローバϧ人材ҭ成のための国際教ҭのもうҰつのଆ໘は、Ωϟンύε಺でのҟ文化ަྲྀの機会であ
る。ւ外学生との討論会では、ւ外の学生が本学ࡁܦ学部を๚れ、ࡁܦ問題について発දしたり討論し
たりする機会を設けている。本学の学生をւ外΁೿ݣすることにメリットはあるが、本学のΩϟンύε
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でւ外の学生と教৬員をܴえることも意義のある国際ަྲྀの場となっている。ۙ࠷では、2023 年にベ
トφム外ަΞΧσϛー大学の学生が持ଓՄ能ੑのมֵの問題についてٞ論するために本学を๚問した。

もうͻとつの取り組みは、ւ外の٬員教तによるत業である。201� 年以来、米国フϧϒライトަྲྀ
事業を通じてΞメリΧ人٬員教तが本学で 1 学期をա͝し、多くの学生にとってཹ学΁のՍけڮとなる
ΞメリΧンεタイϧのत業をӳ語でఏڙしている。

(loCal Studies in Economics プログラムは、グローバϧ人材ҭ成という学部ϛッションのபである。
଎にม化するグローバϧ化社会のχーζにԠえるため、プログラムのվળをଓけٸ、学部教৬員はࡁܦ
ており、21 世لの課題に対Ԡできる学生をҭ成していると確৴している。
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μϒϧσΟάϦʔɾϓϩάϥϜ（՚౦ൣࢣେ）の開設

定を有しڠݣ与؅理学部とのؒでμϒϧσィグリー相互೿ࡁܦ大学ൣࢣ学部は中国্ւ市の՚౦ࡁܦ
ている。これは、֤年度೿ݣ・受けೖれそれͧれ２名を্限とし、語学教ҭ期ؒ１学期ٴͼ３、４年࣍
を೿ݣઌでम学することにより྆学部のଔ業資֨֫ಘをՄ能とするものである。本プログラムをબ択す
る学生はଔ業までに４年൒を要することになる。

本ڠ定の今日までのาみは࣍の通りである。本݅は 201� 年に本学部と՚౦ൣࢣ大学商学院とのؒで
検討が開࢝された。本学部ଆでは長୩部༐Ұを中心とするワーΩンググϧープ਺名によりక݁಺༰なら
ͼに学部಺対Ԡについてৄࡉな検討が進められた。その্で、学生બൈの方法、学Ґ取ಘ৚݅、ΧリΩϡ
ラム಺༰、୯Ґ相互認定方法をはじめとした多਺の߲目に関わる਺࣍にわたる૒方ٞڠをܦ、同年 12
月５日、本学部にઌ方学部長Ұ行をটいてのڠ定・֮ॻ文ॻௐҹにࢸった。さらにཌ 201� 年３月、ৄ
がઌ方を๚問しての場で行われた。また、本学部಺にٞڠなࣥ行಺༰についてのࡉ 201� 年度よりμϒ
ϧσィグリーӡӦ委員会が組織されŊ 今日にࢸっている。

同委員会では同年 10 月に１年࣍生に向け本プログラムについてのॳの広ใを行った。その݁果、同
年度ೖ学ऀから１名、さらにその後ཌ年度ೖ学ऀから１名のプログラムબ択ر๬があった。また、ཌ
201� 年度には本プログラムબ択の場合の୯Ґ互׵方法そのଞについて本学教຿課とのؒでৄࡉな検討
が進められた。

Ұ方このؒにઌ方大学では組織վฤが行われ、本ڠ定のక݁相手方であった商学院はղফとなり、同
学にて新しく組織されたࡁܦ与؅理学部により本ڠ定はҾきܧがれることとなった。なお、্２ه名の
೿رݣ๬についてはંѱしくઌ方ଆ্هվฤ期にૺ۰しઌ方に受けೖれମ制がະ成立であったことから
実施断೦にࢸった。

その後は 201� 年にઌ方新学部とのؒでվめて新規ڠ定をక݁、2020 年に第２期、2022 年に第３期ڠ
定にௐҹしている。現行の第３期ڠ定・֮ॻは 202� 年８月までを対象期ؒとしており、本学部 202� 年
度ೖ学生の೿ݣまでを規定している。

その後্ه委員会ではຖ年य़学期、ळ学期の֤１度、１年࣍生向け広ใ活動を行っている。しかし、
本プログラムによる本学部からの೿ݣについては検討にࢸったέーεはあったが実際の೿ݣ実੷はな
い。Ұ方、ઌ方からの೿ݣについては 2019 年 10 月より１名の受けೖれを行った。たͩし、ཌ年３月の
語学教ҭ期ؒऴྃ期にંѱしく coWid19 ྲྀ行発生にૺ۰し、プログラム中断・ؼ国にࢸった。その後の
受けೖれ実੷はない。

なお本プログラムは、当ॳの立্ͪ͛からڠ定վ定、その後のӡӦにࢸるまで、国際ઓུ推進機ߏঃ
。をಘて実現されているものであるྗڠの多大なるݯߒ
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ߋՊ（ҰֶՊ΁）ɿΧϦΩϡϥϜのมֶࡁܦ

のグローバϧࡁܦ、学科のೋ学科ମ制をとってきた。しかしࡁܦシεテム学科と国際ࡁܦ学部はࡁܦ
化の進లなͲ、新たな時代のχーζに対Ԡして、学科౷合によるҰ学科ମ制΁のվ組を目指し、201�
年य़に文部科学লに学部վ組のਃ੥を行なった。同ਃ੥が文部科学লからঝ認され、201� 年４月より、
Ұ学科ମ制としてࡁܦ学部の新ΧリΩϡラムをεタートした。ೖ学定員については、ै来の 230 名にࢲ
අཹ学生定員 � 名を加えて 23� 名となった。また、第３年࣍ฤೖ学の 1� 名もҡ持することとなった。

１ɽվ組のഎܠ
ഒ཰をҡ持してきた。学部վ組ਃ੥લの５年ؒ（2011ئࢤいߴ学部はೖ試においてࡁܦ ʙ 201� 年）

のئࢤഒ཰はલ期日程で֓Ͷ４ഒを௒えており、後期日程では 10 ഒを௒えていた。ئࢤഒ཰の௿下な
Ͳが理由で学部վ組を目指したわけではない。վ組のഎܠとなったのは、新しい時代のχーζにԠじる
学部教ҭߴ度化のඞ要ੑであった。

Ұ学科΁の౷合
的にల開してۃのグローバϧ化が進లし、日本企業はΞジΞを中心としたւ外での事業活動をੵࡁܦ

きた。これまでࡁܦシεテム学科と国際ࡁܦ学科のೋ学科ମ制をとっていたが、もはやࡁܦ学を学Ϳ্
で、国಺、国際と஍理的ൣғを分けるඞ要ੑは΄とんͲなくなった。日本国಺のࡁܦ問題も国際的なࢹ
点から分析することがෆՄܽとなった。

、学部が目指したのは、Ұ学科ମ制の新しいΧリΩϡラムのもとで、グローバϧ化のਂ化に対Ԡしࡁܦ
ߴ学のࡁܦ化である。（１）ڧ社会のイノベーションをもたらす人材をҭ成するための教ҭମ制のࡁܦ
度な専門ੑをमಘし、（２）国際的なࢹ野を持った人材をҭ成する教ҭମ制を目指すこととなった。

度な専門ੑߴ
業、そしݥ学部のଔ業生の業種ผब৬ઌをみると、グローバϧల開する੡造業以外に、金༥・อࡁܦ

て公຿員が大きなシΣΞを઎めていた。これらの企業、金༥機関、行政機関でࡁܦ学部ଔ業生が活༂で
きるよう、Ұ学科ମ制のもとでࡁܦ学の専門知ࣝをमಘするΧリΩϡラム΁と発లさͤるとともに、৘
ใ਺理リテラシーの基本的素ཆをमಘさͤるようなत業科目の設定がඞ要であった。

۩ମ的には、金༥機関（ۜ行・ূ݊・อݥ౳）で活༂できる人材を輩出するために、金༥、フΝイφ
ンε、国際金༥、国際๵қ౳の専門知ࣝをमಘし、౷計的・਺理的分析能ྗを਎につけることで、国際
的な M�"（企業の合ซ・ങऩ）やリεク؅理分析なͲを専門的に行う人材ҭ成に取り組Ήこととした。
また、中ԝ・஍方の公຿員として、国や஍Ҭが๊えるࡁܦ社会問題をࡁܦ学の知ࣝをもとに౷計的・਺
理的方法で分析し、イノベーティϒなղܾࡦをఏࣔできる人材のҭ成を目指した。
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グローバϧ教ҭ
学部がҭ成することを目指したのは、ビジωεのグローバϧ化に対Ԡし、国際的な事業ల開をすࡁܦ

る日本企業で活༂できる人材であった。۩ମ的には、ΞジΞなͲ世ք֤国の多༷な社会・ࡁܦ・制度・
ྺ࢙についてバランεのとれた知ࣝと、国際ࡁܦについてのߴい専門知ࣝを備えた人材の輩出である。

実際に、企業においてもグローバϧな事業ల開に対Ԡできる人材がҰ段と求められていた。ྫえば、
201� 年３月公දのஂܦ連のΞンέートௐࠪ݁果によると、グローバϧ事業で活༂する人材に求められ
る素࣭、知ࣝ・能ྗとして、「ւ外との社会・文化、価஋観のࠩにڵຯ・関心を持ͪ、ॊೈに対Ԡする
姿勢」、「ӳ語をはじめ外国語によるίϛϡχέーション能ྗを有する」が্ҐにҐஔしていた。

国際的なࢹ野を持つ人材のҭ成のために、ӳ語による専門科目を通じて学生のӳ語能ྗをڧ化するこ
とに加えて、学生がւ外でのదԠ能ྗを਎につけるためのグローバϧ科目もఏڙすることがඞ要ͩとߟ
えた。

２ɽࡁܦ学部ࡁܦ学科のಛ৭
新しい「ࡁܦ学科」では、（１）౷計的・਺理的手法に基ͮくࡁܦ分析を重ࢹしたࡁܦシεテム学科

のಛ৭を活かし、学部全ମで౷計的・਺理的分析能ྗをڧ化した。また、（２）グローバϧࡁܦの学म
を重ࢹした国際ࡁܦ学科のಛ৭も活かし、学部全ମでグローバϧࡁܦを学Ϳମ制を整えた。

さらに、学部લ൒では基ૅ的な科目とॳڃの専門科目を幅広く学ͼ、学部後൒からはࣗらの関心のあ
る専門分野をબ択し、中ڃϨベϧの専門科目をਂく学Ϳ「Ϩイトεϖシϟライθーション」をಋೖした。

１ʙ２年࣍：基ૅからॳڃ専門教ҭ΁
ೖ学後のॳ年度教ҭとして、全学教ҭ科目によるҰൠ教ཆを਎につけるとともに、「専門基ૅ科目」

を通じてࡁܦ学の基ૅを学मする。また、গ人਺・૒方向ܕの「基ૅԋश」によってඞमリテラシーを
਎につけるとともに、৘ใリテラシーの基ૅを学Ϳ。また、「ίンϐϡーター・リテラシー」と「σー
タղ析」を受講して৘ใ処理能ྗ・਺஋ղ析のඪ४的手法をमಘする。

また、ೋ学科からҰ学科ମ制にվฤするのにともない、専門教ҭをॳڃϨベϧと中ڃϨベϧの２つに
分けた。ॳڃϨベϧの「専門基װ科目」と「専門Ԡ用科目 I 」では、グローバϧ化時代のࡁܦ学を֤国
֤஍Ҭのྺ࢙・制度・政治的എܠをؚめバランεよく学मする。

１ʙ２年࣍の学म಺༰としてಛにྗをೖれているのは࣍の 2 つである。

ㅡ౷計的・਺理的分析能ྗ：ೖ学ॳ年度はඞम科目の「基ૅԋश」で৘ใリテラシーの基ૅを学Ϳ。ま
た、「ίンϐϡーター・リテラシー」と「σータղ析」を開講し、৘ใ処理能ྗ・਺஋ղ析のඪ४的
手法をमಘする。２年࣍以߱も専門基װ科目や専門Ԡ用科目 I において਺理౷計、計ྔࡁܦ学の専門
的な಺༰をମ系的に学मする。

ㅡグローバϧࡁܦの学म：ॳڃϨベϧの「専門基װ科目」と「専門Ԡ用科目 I 」を通じて、グローバϧ
化時代のࡁܦ学を֤国֤஍Ҭのྺ࢙・制度・政治的എܠをؚめバランεよく学मする。また、ӳ語に
よるグローバϧ関連科目（「 (loCal Economy 」と「 International Economics 」）、日本語およͼӳ語
による「課題プロジΣクトԋश」、「ӳ語討論」を受講することでグローバϧ化に対Ԡした実ફྗ、۩
ମ的にはྺ࢙、制度、政治的എܠもؚΉ外国ࡁܦ事৘の理ղとւ外でのదԠ能ྗ、ίϛϡχέーショ

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 6 1

ߋՊʢҰֶՊ΁ʣɿΧリΩϡϥϜͷมֶࡁܦ

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 59



ンྗをؚΉ実ફ的なӳ語ྗを਎につける。

3 年࣍ʙଔ業まで：中ڃϨベϧの専門教ҭとθϛφーϧ
３年࣍以߱は中ڃϨベϧの専門科目（「専門Ԡ用科目 II 」）をཤमする。所定の５分野から２分野を

બ択し、より専門的な಺༰をਂく学Ϳことができる。また、中ڃ専門科目の理ղをさらにਂめるための「分
野ผԋश」を用意し、講義୲当教員から௚接の指ಋを受けながら、タームϖーύー࡞成౳のҰา進んͩ
学मができる。このように２年࣍に専門Ԡ用科目 I を広く学ͼ、３年࣍から中ڃϨベϧの専門Ԡ用科目
II を分野બ択的に学मするという「Ϩイトεϖシϟライθーション」のಛ௃を持つ教ҭମ制を用意した。

中ڃϨベϧの「専門Ԡ用科目 II 」では、「グローバϧࡁܦ」、「金༥๵қ分析」、「ࡁܦ਺ྔ分析」、「現
代日本ࡁܦ」、「法とࡁܦ社会」の５つの専門分野を設定した。学生はこの５つの分野の中から、ओ分野、
෭分野の計 2 つの分野をબ択する。この中ڃϨベϧにおける分野બ択は、ࡁܦ学の基ૅを幅広く学んͩ
うえでࣗらに合った分野をબ択するϨイトεϖシϟライθーションをՄ能にし、知ࣝの༥合・၆ᛌが重
要化している時代の教ҭプログラムにద合している。加えて、֤ 学生がࡁܦ学の専門能ྗ向্に能動的・
ओମ的に取り組Ή意ࣝをᔻཆし、ࣗらのΩϟリΞ・ύεをߟえ、計画する機会を与えるものである。

より۩ମ的には、中ڃϨベϧでओ分野、෭分野を組み合わͤて学मすることにより、ै来の学科の枠
にとらわれない多༷な人材をڅڙすることがՄ能となる。（１）「グローバϧࡁܦ」分野と「金༥๵қ分
析」分野をબ択することで、日本の্場企業のւ外部門で活༂できる人材をҭ成することができる。（２）

「金༥๵қ分析」分野と「ࡁܦ਺ྔ分析」分野を学मして、金༥イノベーションを推進する人材をۜ行・
ূ݊・อݥ業քに輩出することができる。（３）「現代日本ࡁܦ」分野もしくは「法とࡁܦ社会」分野と「ܦ
、を਺ྔ的に分析しࡁܦ਺ྔ分析」分野を学मすることで、஍方ࣗ治ମのビッグσータを活用して஍Ҭࡁ
実ફ的ղܾࡦをσβインできる人材を஍方公຿部門に送り出すことができる。なお、ै来のೋ学科ମ制
では、ࡁܦシεテム学科の中に法཯系教員が୲当する「法とࡁܦίーε」があったが、Ұ学科ମ制΁の
վ組後は、同ίーεを「法とࡁܦ社会」分野としてҐஔͮけることとなった。

もうҰつのಛ௃として、ॳڃから中ڃϨベϧにかけて、グローバϧ社会で通用する実ફྗを਎につけ
るための科目をఏڙした。（ᾜ）２年࣍から「課題プロジΣクトԋश」を日本語とӳ語の྆方で開講し
た。日本語科目として「్্国ࡁܦ」、「現代ΞジΞ࢙ࡁܦ」、「஍Ҭࡁܦ」という、グローバϧとローΧ
ϧ（஍Ҭ）に関するバランεのとれたテーマを設定し、Ξクティϒ・ラーχング、課題ղܾܕ学म、૒
方向学मを取りೖれることで、ίϛϡχέーション能ྗ、組織能ྗを向্さͤることを目指した。さらに、

「 Economic Theory 」、「 "pplied Economics 」、「 International Economic Policy 」、「 The Japanese 
and International Economies 」、「 PuClic Policy 」、「 Speech and %eCate on Economic Issues 」 な
Ͳのӳ語科目を開講することで、ࡁܦ学の理論、国際ࡁܦ、公共政ࡦに関するӳ語での実ફ的な課題
ղܾ能ྗをमಘさͤた。（ᾝ）ॳڃϨベϧの専門基װ科目で「 (loCal Economy 」と「 International 
Economics 」を開講し、グローバϧࡁܦの基ૅをӳ語で学ばͤた。さらに、（ᾞ）中ڃϨベϧの専門Ԡ
用科目 II において֤専門分野にӳ語によるत業科目を設定し、ӳ語でࡁܦ学を段階的に学मするとと
もに日ৗ的にӡ用する機会を用意した。また、（ᾟ）ै 来から進めてきた長期・୹期ཹ学のҰ૚の֦大と、
Ԥभ・ΞジΞの大学とのӳ語討論を通じて、学生の実ફ的ӳ語ӡ用能ྗをҾき্͛る相৐ޮ果をૂった
ものである。

３年࣍から࢝まるθϛφーϧでは、それまでにमಘした知ࣝ・能ྗ・技能に基ͮき、指ಋ教員のもと
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で専門ੑをਂ化さͤるとともに、σィベート能ྗをߴめることがՄ能となる。ଔ業論文研究もθϛφー
ϧで進めて、４年ؒの研究成果をଔ業論文として完成さͤる。

３ɽࡁܦ学部・ܦӦ学部 Joint 教ҭプログラムの開設
Ӧ学部は共同でܦ学部とࡁܦ (loCal Business and Economics 教ҭプログラム（(BEEP）を新設した。

同教ҭプログラムはࡁܦ学とܦӦ学の྆方の専門ੑと、ߴいӳ語ӡ用能ྗを持った人材のҭ成を目指す
ものである。

(BEEP では、グローバϧ企業で活༂するビジωε・ύーιンを目指す学生に対して、グローバϧ企
業でෆՄܽなࡁܦ学とܦӦ学の྆方の専門的知ࣝをमಘし、ӳ語によるߴ度かつ実ફ的なίϛϡχέー
ション能ྗを਎につける教ҭを行う。

(BEEP のಠࣗの教ҭମ系は࣍の３つである。
Ӧの２つの専門ੑをमܦとࡁܦ、としてબ択し߈ଞを෭専、߈Ӧ学のいずれかをओ専ܦ学とࡁܦ（１）
ಘする。

（２）ӳ語による専門科目をඞम化する。ࡁܦ学とܦӦ学のそれͧれでӳ語による専門科目を開講する。
ӳ語によるत業を通じて専門的なӳ語でのߟࢥ能ྗを਎につける。また、ӳ語による課題プロジΣクト
ԋश（課題ղܾܕ、૒方向ܕ学म）を通じて、ӳ語でのίϛϡχέーション能ྗ、組織的取組みなͲの
実ફ的能ྗを向্さͤる。

（３）ւ外学मをඞम化し、実ફ的な国際ަྲྀ教ҭを行う。ւ外学मは࣍の３つのいずれかを行うこと
を想定している。第Ұは、ւ外ڠ定ߍとのަཹ׵学である。現஍での大学生活を通じてӳ語ྗのඈ༂的
な向্がՄ能となる。第ೋは、Ԥभ・ΞジΞのւ外ڠ定ߍとのӳ語討論会に参加することである。共通
のテーマで、ւ外ڠ定ߍの学生とӳ語によるσィベートを行うために、実ફ的ӳ語ӡ用能ྗをڧ化する。
第ࡾは、「 "pplied Economics IntensiWe（ւ外の大学でのαマーεクーϧ）」なͲ、ւ外ӳ語ू中Ωϟ
ンプに参加する。਺िؒの୹期଺ࡏによって、実ફ的なӳ語ίϛϡχέーション能ྗの向্を目指す。

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 6 3

ߋՊʢҰֶՊ΁ʣɿΧリΩϡϥϜͷมֶࡁܦ

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 61



EDPO�3065E

Econ-ROUTE とは、Economics Research Opportunities Gor UndergraduaTEs のུশであり、意ཉ
のߴい学部生に対して、2 年࣍࢝めから発ల的な学मと研究に取り組Ή機会をఏڙし、研究活動΁のૣ
期参加をՄ能とするプログラムのことである。本学理޻学部でઌ行して実施されていた「出るߌを৳ば
す」プロジΣクトである ROUTE を参ߟに、ࡁܦ学部でもૣい段階から学部生に研究の໘നさを知っ
てもらうとともに、ߴ度な学ͼを求めて大学院進学を進࿏બ択のͻとつとして検討してもらうための

「ϧート」を੾り開くことを目的としていた。
۩ମ的には、࣍のような制度設計を進めた。第１に、学部１年࣍ळ学期からࡁܦ学部の専門基װ科目

を、２年࣍から専門Ԡ用科目ᶘをཤमՄ能とする。第２に、２年࣍からθϛφーϧ所属をՄ能とし、ૣ
期に専門的な学ͼをల開するとともに、֤分野での研究活動に取り組Ή。第３に、３年࣍から４年࣍に
かけて大学院共通科目をཤमՄ能とし、大学院ത࢜課程લ期のमྃ୯Ґの多くをमಘして、５年Ұ؏で
म࢜の学Ґを取ಘできる࢓組みをఏڙする。通ৗ、学部生は３年࣍にब৬活動を開࢝し、進࿏બ択が
およそܾまったうえで、４年࣍のଔ論研究に取り組Ήため、ଔ論研究を通じて「ࡁܦ学研究の໘നさ」
に৮れたとしても、そこからさらなる研究を目指した大学院進学を検討することは೉しい。この Econ-
ROUTE によるおよそҰ年࣍分のલ౗しཤमを通じて、進࿏બ択をऴえるલに学部生がૣ期に࠷ઌ୺の
研究を学Ϳ機会をಘて、大学院進学をࢹ野にいれる学部生が૿えるという௚接的なޮ果に加え、そうし
た意ཉのߴい学部生が૿えることで学部教ҭそのものの活ੑ化がਤられ、ࡁܦ学部の学生全ମのఈ্͛
につながることが期଴されている。

2022 年度からの第４期中期目ඪ・中期計画の開࢝に൐い、この Econ-ROUTE を通じた「学部্ڃϨ
ベϧのૣ期学मと大学院Ϩベϧのࡁܦ学研究」はࡁܦ学部のઓུ的取組みのҰつとҐஔͮけられ、その
後、ຖ年、学長ઓུܦඅのਃ੥とあわͤて、その実現にΉけて取組みがଓけられている。５年Ұ؏教ҭ
でのम࢜学Ґ取ಘは、2021 年度開設された %SEP と LBEEP を೦಄に設計されたものの、この %SEP
と LBEEP の学生ͩけでなく、Ұൠプログラムのポテンシϟϧのߴい学部生も対象にしている点にಛ௃
がある。

社会人の学ͼ௚し（リεΩリング）にΉけて大学院国際社会科学෎ࡁܦ学専߈でも対Ԡを進めてきて
いるが、ࡁܦ学部は Econ-ROUTE を通じて、学生を社会に送り出す段階ですでにम࢜の学Ґを取ಘさ
。度な専門ੑを持って社会で活༂する人材輩出を目指すઓུをとっているߴ、ͤ

また、Econ-ROUTE では、ΧリΩϡラムௐ整に関する制度設計以外にも、学部教ҭの活ੑ化にΉけ
て取組みを重Ͷてきた。たとえば、そのうͪのͻとつに、θϛ঺հの機会がある。２年࣍からθϛφー
ϧに所属するためには、１年࣍の時点でر๬するθϛφーϧをબ択し、બߟを受けるඞ要がある。しか
し、１年࣍のうͪに、ࡁܦ学部で開講されているθϛの಺༰や֤専門分野のৄࡉ৘ใをద੾に把握する
ことも೉しいとߟえられた。そのため、１年࣍でもθϛબ択をԁ׈に行えるよう、θϛબ択ΦリΤンテー
ションとして、֤教員・θϛのಛ৭を঺հする機会を創出している。֤θϛではポεターを用意すると
ともに、教員・θϛ生が֤θϛのಛ௃を来場ऀに঺հしている。２年࣍でのθϛબߟ時に加え、１年࣍
の Econ-ROUTE ਃ੥学生にΉけたθϛબߟ時に、それͧれ実施している。
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さらには、学部生の研究活動を支える環境ͮくりも重要である。ࡁܦ学部では、学長ઓུܦඅを活用
して、ワークεϖーεやίϛϡχέーションεϖーεを整備し、学生がࣗ由にଧͪ合わͤ、ௐࠪ分析、
成果発දを行う場をఏڙしてきた。それまでは、いわΏる学部生の「ډ場所」となるεϖーεが学部಺
にはे分なかったこともあり、学生の研究活動΁の意ཉをߴめるための環境整備を進めたが、ྫえば、
ࡁܦ 111 教ࣨલに整備したεϖーεは学生によるར用ස度がߴく、ݸ人やグϧープでそれͧれに学शや
共同࡞業を進めている姿がݟられる。

2022 年度にεタートした Econ-ROUTE において、その年度に参加が認められた学生਺は 10 名、
2023 年度は 1� 名、202� 年度は 11 名となっている。202� 年度現ࡏ、Econ-ROUTE1 期生となる 10 名
が４年࣍になり、今後、ଔ業もしくは大学院進学がݟ込まれている。

この Econ-ROUTE は、本学の第４期中期目ඪ・中期計画ͩけでなく、文科ল中ԝ教ҭ৹ٞ会౴ਃ「զ
が国の「知の総࿨」向্のະ来૾ ʙߴ౳教ҭシεテムのߏ࠶ஙʙ」（202� 年２月）がࣔす「人文・社
会系における学࢜・म࢜の５年Ұ؏教ҭの推進」にも合கしており、同じく５年Ұ؏教ҭをՄ能とする
%SEP と LBEEP をؚめ、その成果が期଴されている。
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อऀޢ෋ٰ会 ԉ会ޙҭڭ ԉ会ޙҭڭ෦ֶࡁܦ6/:

YNU の組織として、2003ऀޢ学部生อࡁܦ、学部教ҭ後援会はࡁܦ 年に「横浜国立大学ࡁܦ学部อ
෋ٰ会」の名শで立্ͪ͛られ、対外的なॾ事৘を受けてऀޢ 200� 年に「横浜国立大学ࡁܦ学部教ҭ
後援会」、2009 年に「 YNU 学部生΁の支ࡁܦ学部教ҭ後援会」と名শをมえながらも、Ұ؏してࡁܦ
援活動を行ってきた。ಛに、ࡁܦ学部とอؒऀޢの৘ใ・意׵ަݟを進め、学生のษ学、෱རް生、ब
৬、国際ަྲྀ活動΁の支援をੵみ重Ͷている。

本会は、ࡁܦ学部にࡏ੶する学生のอऀޢຢはอূ人をਖ਼会員とし、ਖ਼会員とࡁܦ学部教員౳で役員
会をஔき、総会およͼ理事会での৹ٞのもと、以下の事業を会ଇに定めている。

（１）学生の෱རް生の支援に関する事業 
（２）学生のब৬活動౳の支援に関する事業 
（３）学生の国際ަྲྀの支援に関する事業 
（４）学生の঑学援ॿに関する事業 
（５）Ұൠஂࡒ法人෋ٰ会と会員との連བྷに関する事業 
（６）横浜国立大学ࡁܦ学部と会員との連བྷのԁ׈化に資する事業 
（̓）ϗームϖージの開設とӡӦに関する事業 
（８）そのଞ、ඞ要と認める事業

本会は年ؒを通じて学生の活動をαポートしており、ຖ年のओな活動として、อऀޢ会員΁のΞンέー
ト、ަཹ׵学（೿ݣ）およͼࡁܦ学部が国際教ҭ΁のಠࣗの取り組みとして行っているΤσィンバラ大
学αマーεクーϧやԤभ・ΞジΞӳ語討論会౳΁の参加ऀ（อऀޢが会員である学生）΁のཱྀඅ支援、
さらには、ࡁܦ学部ΩϟリΞ教ҭ推進委員会とྗڠして学生のΩϟリΞ教ҭに関するリーフϨット ࡞
成なͲを行っている。また、ίロφՒ以લはࡁܦ学部ଔ業ॕլ会΁のิॿも行っていたが、現ࡏはଔ業
೦඼のଃఄを行っている。2023ه 年度からは横浜国立大学ࡁܦ学部発଍以来のྺ࢙を持つ横浜ࡁܦ学
会による学生会員を対象としたݒ৆論文である横浜ࡁܦ学会৆ʤ本行৆ʥ受৆ऀ΁の৆金支څを࢝めた。

害時の঑学援ॿがある。2011ࡂのಛචすべき事߲としてۙ࠷ 年の౦日本大਒ࡂにおいて、௡೾によ
りՈ԰Ոࡒすべてをࣦった学生や、ॅډ஍が計画的ආ೉۠ҬにแઁされたためՈ業をࣦった学生に਒ࡂ
ඃऀࡂ援ॿ金を支څしたことに࢝まり、現ࡏではຖ年の事業計画に「ෆଌのࡂ害౳により本学学生のब
学に支োをきたした会員に対してٸۓ援ॿ金を支څする」とある。2020 年度には新ܕίロφウィϧε
�を行った。202څછによるඃ害に対する঑学支援金の支ײ 年の能ొ൒ౡ஍਒ではඃࡂした会員はなかっ
たものの、関係するΤリΞの会員΁の問い合わͤを行うなͲ、ࡁܦ学部と会員をつな͙関係として本会
が機能した。
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๵қจࢿݙྉηϯλʔ͔ΒΞδΞࣾࡁܦ会研究ηϯλʔ΁

資ྉセンター（以下、資ྉセンター）は、1999ݙ学部ෟ属๵қ文ࡁܦ 年度から資ྉセンターӡӦ委
員会を中心に、資ྉセンターのվֵにண手した。資ྉࣨ機能のみを有する資ྉセンターに研究機能を持
たͤることを目指し、2000 年９月 11 日ࡁܦ学部教त会において、「ࡁܦ学部ෟ属๵қ文ݙ資ྉセンター
ओ任人事大ߝ」およͼ「ࡁܦ学部ෟ属๵қ文ݙ資ྉセンター共同研究プロジΣクト推進大ߝ」がఏҊさ
れ、ঝ認された。以後、「ΞジΞを࣠とする、グローバリθーションの下でのࡁܦ社会のม༰と国際関
係の分析およͼ政ߏࡦ想」を資ྉセンターの中長期的重点分野とし、資ྉセンターの研究機能ڧ化の取
り組みが࢝まった。

2002 年９月よりࠤ౻ਗ਼ོが資ྉセンター専任教員（ॿ教त）として採用され、学಺競争的資金や科
学研究අ基൫研究（B）なͲの支援を受けながら、200� 年には共同研究の成果をӳ文の Impact 'actor
෇き国際ジϟーφϧ The World Economy の Special Issue 	7ol.29, No.12, %ecemCer 200�
 として出൛す
るなͲ、研究成果をண実にੵみ্͛た。

また、資ྉセンターの資ྉࣨ機能もൈ本的にվֵした。200� 年に採用した岡߳ࢁॿ手によって、資
ྉセンターの「電ࢠ৘ใ化と৘ใ発৴機能のڧ化」、ಛに「研究教ҭ資ྉのσータベーε化の֦ॆ」を
進めた。岡ࢁॿ手は資ྉセンターに手෇かずでอ؅されていたະ整理資ྉのσータベーε化も進め、セ
ンター಺の഑Ս方ࣜもൈ本的にݟ௚すことで、資ྉࣨ機能のߴ度化を果たした。

2011 年度より、資ྉセンターをΞジΞ研究の拠点となる研究センター΁と発లさͤるために、2012
年度֓ࢉ要求ಛผܦඅ（国際的に୎ӽした教ҭ研究拠点機能のॆ実）にਃ੥し、ਃ੥ֹのຬֹでಛผܦ
අに採択された（2012 年度ӡӦඅަ෇金 1,�12 ສԁ、以後 201� 年度までܧଓ）。このಛผܦඅ採択を受
けて、資ྉセンターは 2012 年４月１日より「ࡁܦ学部ෟ属ΞジΞࡁܦ社会研究センター（$enter Gor 
Economic and Social Studies in "sia: $ESS"）」΁組織վฤされた（ུশは「ΞジΞ研究センター」）。
また、2012 年度より、ΞジΞ研究センターの国際共同研究が、横浜国立大学の YNU 研究拠点として
認められた。研究拠点名は「ΞジΞࡁܦ社会౷計研究拠点（Research $enter Gor Economic and Social 
Statistics in "sia: Re$ESS"）」とした。Re$ESS" はΞジΞ研究センターの研究活動の中心である「Ξ
ジΞࡁܦ社会౷計σータベーε」をߏங・公開し、さらにΞジΞのࡁܦ社会問題に関する国際共同研
究を推進する拠点としての活動をଓけている。202� 年度時点で、国際共同研究の成果をӳ文の Impact 
'actor ෇き国際ジϟーφϧの Special Issue に６度発දするなͲ、多くの研究成果をあ͛ている。

ΞジΞ研究センターは 2021 年度からࢠ࡭ମ資ྉのߪಡを中ࢭし、電ࢠഔମの資ྉのみのߪಡ΁と੾
りସえた。さらに 2023 年度には資ྉӾཡαービεをऴྃし、Φンラインσータベーεの公開のみを行
うことをܾ定した。202� 年度現ࡏ、ΞジΞ研究センターは Re$ESS" を中心とした国際共同研究の推
進、Φンラインσータベーεのߏங・公開、ߴچ商資ྉに代දされるو重資ྉのσータベーε化と公開
に取り組んでいる。
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ɺߦӦֶ෦のվ૊ɹҰֶՊମ੍΁のҠܦ

໷ؒओίʔεの׬શഇࢭ

１ɽ1991 年վ組までのܦҢ
19�� 年にܦӦ学部がࡁܦ学部から分཭ಠ立した際は、ܦӦ学科のみでのεタートであった。また、

。こととなった͙ܧӦ学部がҾきܦ、は（Ӧ学科ܦ）学部に設けられていた第ೋ部ࡁܦ
その後、19�3 年にはܦӦを਺理的に分析できる人材のҭ成を目的として؅理科学科が、さらに 19��

年には会計の専門Ոのҭ成を目的として会計学科が新設された。以߱、1991 年の大規໛なվ組までは、
このࡾ学科ମ制がҡ持されてきた。

２ɽ1991 年վ組の֓要
1991 年のվ組の要点は、࣍のとおりである。これにより、ܦӦ学部は࢛学科ମ制となったが、ै来

の会計学科と؅理科学科は、それͧれ会計・৘ใ学科、ܦӦシεテム科学科と名শのมߋがなされた。
ᶃçグローバϧに活༂できる人材のҭ成を目的として国際ܦӦ学科を設けたこと。
ᶄç第ೋ部をืूఀࢭ（ഇࢭ）し、ன໷ؒ開講制΁と移行したこと。

ᶃについては、࢛学科ମ制に移行することには教त会でも合意がಘられていたが、いかなる学科を設
けるのかは２つの意ݟが対立した。それは、「国際」にかかわる学科と「৘ใ」にかかわる学科の対立
であった。いずれも、当時の状گを౿まえた社会からの要求に合கした学科であったため、教त会での
ٞ論はฆڄした。࠷ऴ的なܾ定は、教त会ではۃめてまれなことではあったが、ڍ手による多਺ܾに委
Ͷられることとなり、「国際」が採用されることとなった。これを受けて、新しい学科は、国際ܦӦ学
科にܾ定された。

もうҰつ、教त会でのڍ手による多਺ܾに委Ͷられた事߲があった。それは、専門科目に学部ඞम科
目を設けるか否かである。それまで学部ඞम科目とされていたのは、基ૅ教ҭ科目としてのܦӦ学֓論
のみであった。վ組後に、学部ඞम科目を設けるか否か、設けるとすればいかなる科目とするかについて、
教त会ではܹしいٞ論がަわされた。多਺ܾの݁果、ᷮࠩではあったが、学部ඞम科目は設けないこと
とされた。たͩし、学科ඞम科目は、それͧれの学科の൑断により設けられることとなった。࢛学科か
ら指定された学科ඞम科目の中に、࢛学科全てが指定した科目として「฽ݪه理」があった。฽ݪه理
は、会計・৘ใ学科の科目であり、当֘学科が学科ඞम科目とするのはࣗવなことであったが、ଞのࡾ
学科がࣗらの学科の科目以外を指定したのはҟྫのこととࢥわれた。฽ݪه理は、本来は࢛学科の学科
ඞम科目であったものの、学生に対しては学部ඞम科目としてఏࣔされることとなり、これは 201� 年
のվ組までଓいた。

ᶄについては、教ҭ組織としてはผݸであったܦӦ学部と第ೋ部を、ܦӦ学部ͻとつにまとめたもの
とݴえる。ன໷ؒ開講制では、ओにனの時ؒଳに受講するனؒओίーεと、ओに໷の時ؒଳに受講する
໷ؒओίーεとに分けられるが、྆ίーεとも同Ұの学科ମ制およͼ同ҰのΧリΩϡラムߏ成がఏڙさ
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れる。म業年਺は、第ೋ部は５年であり、໷ؒओίーεはனؒओίーεと同༷に４年である。
ன໷ؒ開講制をಋೖした際には、５限目を相互৐りೖれの時ؒଳとし（னؒओίーεの学生にとって

はனの時ؒଳ、໷ؒओίーεの学生にとっては໷の時ؒଳ、としてѻう）、学生のཤमのศٓをਤると
ともに、त業の開講をॊೈに行う޻෉がなされた。

1991 年վ組の時点では、໷ؒओίーεの定員に઎めるۈ࿑学生（社会人）の割合は൒਺ۙかったため、
第ೋ部の設ஔ目的であった、ۈ࿑学生΁の学शの場のఏڙは、໷ؒओίーεでܧଓされることとなった。
なお、第ೋ部に所属する学生がθロとなり、第ೋ部がਖ਼ࣜにഇࢭされたのは 2000 年のことである。

３ɽ200� 年のಠ法化以߱の状گ
200� 年に国立大学は法人化された。文部科学লは、国立大学法人に対し、社会の要੥を受けてվֵ

しようとする法人を支援する方向をࣔしていた。既存のମ制にࢭまっていては、支援を受けられないと
。うことであるݴ

Ӧ学部は、2011ܦ 年に、ᶃۈ࿑学生のݮগをؑみ、໷ؒओίーεをืूఀࢭ（ഇࢭ）とする、ᶄ社
会的χーζにԠえるために、ビジωεεクーϧ（大学院म࢜課程）の定員を૿やす、といった２つの要
๬について、文部科学লと਺ճにわたるަবを行った。྆要๬は、それͧれผݸの理由によるものでは
あったが、໷ؒओίーεおよͼビジωεεクーϧともに໷ؒの時ؒଳで開講していたため、時ؒ割や教
員のෛ୲౳をྀߟするとҰମとなった（セットとしての）要๬であった。文部科学লからは、ᶄについ
てはྃղをಘられたものの、ᶃについては当時の社会状گ（౦日本大਒ࡂの௚後）を഑ྀしてҡ持する
ようにとのݟղがࣔされた。ܦӦ学部としては、２つの要๬をセットでߟえていたため、この時点では
これらの要๬を断೦することとなった。ᶃについては後ड़するように 201� 年のվ組の際にୡ成され、
ᶄについては 202� 年から定員を૿やす༧定である。

ઌにࣔしたような状گの下、学಺においてもଞ部ہが༷ʑなվֵ（վ組）を推進しており、社会科学
系（ܦ、ࡁܦӦ、法཯）としてもԿらかの対Ԡが求められていた。そこで、ܦӦ学部とࡁܦ学部がྗڠ
し、ܦӦ学とࡁܦ学の྆方を学ͼ、グローバϧな企業で活༂できる人材のҭ成を目的としたプログラム
の検討が開࢝された（これは、後ड़する (BEEP となる）。しかし、このようなプログラムの新設は学
಺ાஔでՄ能であることもあり、より大規໛なվֵを求めて 201� 年のվ組΁とܨがる。

４ɽ201� 年վ組
それまでの学科の新設は、時代の要੥を൓өし、それͧれの分野で活༂できる人材（εϖシϟリεト）

をҭ成することを目的として行われてきたとݴえる。とりわけ、1991 年վ組の際、学部ඞम科目は設
けず学科ඞम科目のみを設けるといった൑断のഎܠには、それͧれの学科でそれͧれの分野のମ系的な
教ҭを行うことを目指していたことの現れであったとߟえられる。

しかし、グローバϧ化の進ల、価஋観の多༷化౳をഎܠとして、ܹ動するࡁܦ社会において求められ
る人材は、多֯的なࢹ点から状گを၆ᛌできるθωラリεトであるという認ࣝのもと、201� 年のվ組
では、ै来の࢛学科ମ制からҰ学科（ܦӦ学科）ମ制΁と移行した。これは、それまでのεϖシϟリε
トҭ成からθωラリεトҭ成΁という教ҭ目ඪの大幅なస׵であったとݴえる。このような大規໛なվ
組であったが、ઌの 1991 年のվ組のときとはҟなり、教त会でܹしいٞ論がަわされることもなく、
ൺֱ的ԁ׈に࡞業は進められた。これは、ઌのվ組から࢛൒世لがͪܦ、教त会のߏ成員もมわり、時
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代の要੥に対する共通の認ࣝがあったためかとࢥわれる。このվ組の要点は、࣍のとおりである（それ
ͧれの಺༰については、後ड़する）。

ᶃçܦӦ学科のみのҰ学科ମ制としたこと。
ᶄçࡁܦ学部と連ܞしたվ組であったこと。
ᶅç໷ؒओίーεのืूఀࢭ（ഇࢭ）をしたこと。
ᶆç社会人教ҭプログラムをಋೖしたこと。

Ұ学科ମ制となったが、ै来の࢛学科は、以下のように「分野」と名শをมえてҡ持された。
Ӧ学科　　　　　　　ˠ　マωジメント分野ܦ
会計・৘ใ学科　　　　ˠ　ΞΧウンティング分野
Ӧシεテム科学科　　ˠ　マωジメント・αイΤンε分野ܦ
国際ܦӦ学科　　　　　ˠ　グローバϧビジωε分野
この分野は、学生に対しては、学部がఏڙする専門科目の科目܈としてఏࣔされ、教員組織に関して

は、採用やঢ任の人事౳の検討を行う୯Ґとして機能している。

ᶃçܦӦ学科のみのҰ学科ମ制
ै来の࢛学科ମ制のもとでは、それͧれの学科に学科ඞम科目を設け、それらを中心に֤学科に設け

られた専門科目をཤमするΧリΩϡラムをఏࣔし、ಛ定の分野の専門知ࣝをఏڙしていた。また、学生
はೖ学時に所属学科がܾまり、所属する学科の専門科目を中心にཤमするඞ要があった。

それに対して、Ұ学科ମ制のもとでは、学生の全員が、１年࣍にマωジメント分野、ΞΧウンティン
グ分野、マωジメント・αイΤンε分野に関するܦӦ学֓論、会計学֓論、ܦӦ科学֓論という専門基
ૅ科目をඞम科目として学ͼ、ܦӦ学に関する幅広い知ࣝをमಘできるようにした。さらに、１年࣍に
֤分野のಋೖとなるような科目を専門基װ科目（બ択ඞम）として഑ஔした。

学生はそれらを౔台として、ࣗらのڵຯ・関心のある分野をݟつけ、２年࣍以߱に専門Ԡ用科目をબ
択してよりਂい学शを行えるようになることを目指した（Ϩイト・εϖシϟライθーション）。࠷後に、
３・４年࣍に学शの総まとめとなるグローバϧビジωε分野の科目をબ択できるように設けた。このよ
うに、学生が１年࣍から段階的に学शすることがՄ能となるようなΧリΩϡラムのฤ成を行った。

また、ܦӦ学がओな研究対象としている企業を理ղするには、企業活動にਂく係わる法཯の知ࣝはෆ
Մܽであるとの認ࣝのもと、法཯科目（６୯Ґ）はඞमとされた。

加えて、大学で学Ϳための基ૅ的な知ࣝ౳をशಘできるように、１年࣍に �0 名程度のクラεのܦӦ
学リテラシーという科目をඞमとした。これは、２年࣍のळ学期に設けられている基ૅԋश（θϛ）お
よͼ３年࣍以߱のԋशのಋೖ科目としてもҐஔ෇けられる。

վ組された 201� 年度の学部教ҭ科目（専門科目）のཤम基४දおよͼ۩ମ的な科目は以下のとおり
である（Ұൠプログラム学生）。

ʲཤम基४දʳ
　専門基ૅ科目（ඞम）　　　　ܦӦ学֓論、会計学֓論、ܦӦ科学֓論、֤２୯Ґ
　専門基װ科目（બ択ඞम）　　12 ୯Ґ以্

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史7 0

ࢭશഇ׬ɺ໷ؒओίーεͷߦӦֶ෦ͷվ૊　ҰֶՊମ੍΁ͷҠܦ

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 68



　専門Ԡ用科目　　　　　　　　・グローバϧビジωε分野　　８୯Ґ以্
　　　　　　　　　　　　　　　・法཯科目　　　　　　　　　６୯Ґ以্
　ԋश科目　　　　　　　　　　・ܦӦ学リテラシー（ඞम）　４୯Ґ

　　　　　　　　　　　　　　・基ૅθϛφーϧ　　　　　　２୯Ґ
　　　　　　　　　　　　　　・θϛφーϧᶗ、θϛφーϧᶘ、֤４୯Ґ

　ࣗ由બ択科目　　　　　　　　ܦӦ学部で開講している学部教ҭ科目、インターンシップ
　　　　　　　　　　　　　　౳からબ択

　合計　　　　　　　　　　　　90 ୯Ґ以্

ʲ学部教ҭ科目ʳˎ全て２୯Ґ、ཤम学年はཤमできる࠷௿年࣍をࣔしている。
ʪ専門基ૅ科目ʫ（ཤम学年１年）
Ӧ科学֓論ܦ、Ӧ学֓論、会計学֓論ܦ　　

ʪ専門基װ科目ʫ（ཤम学年１年）
、論ᶘه論ᶗ、฽هӦ組織論、ΩϟリΞ・マωジメント、฽ܦ、Ӧઓུ論ܦ　　
、Ӧ৘ใ論、マーέティング論ܦ、価会計論、ビジωε・Τίノϛクεݪ　　
　　ίーポϨート・フΝイφンε、ݴ語ίϛϡχέーション論

ʪ専門Ԡ用科目：マωジメント分野ʫ
　　組織ؒ関係論、現代ίϛϡχέーション論、人的資؅ݯ理論、ܦӦ؅理論、
、Ӧ論ܦӦ行動科学、技術ܦ、業社会論、企業環境マωジメント論࢈、用社会論ޏ　　
　　金༥シεテム論ᶗ、金༥シεテム論ᶘ、ൺֱܦӦ࢙  （以্は、ཤम学年２年）
業分析࢈、Ӧ࢙、஍Ҭ環境マωジメント論、イノベーション・マωジメント論ܦ　　
　　（以্は、ཤम学年３年）

ʪ専門Ԡ用科目：ΞΧウンティング分野ʫ
、؂ࠪ制度論、؂ࠪ論、؅理会計論ᶘ、؅理会計論ᶗ、຿会計論ᶘࡒ、຿会計論ᶗࡒ　　
　　政෎・ඇӦར会計論、੫຿会計論、生態会計論、マクロ会計論　（以্は、ཤम学年
　　２年）
຿分析論、ઓུ会計論　（以্は、ཤम学年３年）ࡒ　  

ʪ専門Ԡ用科目：マωジメント・αイΤンε分野ʫ
　　意ܾࢥ定論、ΦϖϨーションζ・リαーチ、ফඅऀ行動論、
　　マーέッティング・αイΤンε、ྲྀ通論、ܦӦ਺学、
　　フΝイφンシϟϧ・リεク・マωジメント　（以্は、ཤम学年２年）
　　ビジωεゲーム、৘ใシεテムとイノベーション、Operations Management　（以্は、

　ཤम学年３年）
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ʪ専門Ԡ用科目：グローバϧビジωε分野ʫ（ཤम学年３年）
　　国際ܦӦ論ᶗ、国際ܦӦ論ᶘ、国際人的資؅ݯ理論、
　　国際イノベーション・マωジメント、国際会計制度論、国際市場ઓུ論、国際ܦӦ࢙、
　　Business Reading、International Business、English Gor Business、

　$ity Marketing and Tourism

վ組から̓年がܦաした。３つの֓論科目を１年࣍のඞम科目としたことについて、学生からは「ܦ
Ӧ学の全ମを知ることができ、ࣗら学ͼたい分野をબͿのに役立った」、教員からは「֤教員の専門分
野を学生が把握でき、θϛのબ択がదਖ਼に行われているとࢥう」といった੠がある。また、ܦӦ学リテ
ラシーをඞम科目としたことにより、学生からは「企業（組織）に関心がもてた」や「グϧープワーク
の໘നさを知った」という੠もฉかれる。

加えて、１年࣍にෳ਺のඞम科目を設けることにより、大学に来て学शするश׳がಘられたためか、
以લは成੷ෆྑऀが２割程度いたのが１割程度にݮগしたというσータもある。これらは、վ組による
๬ましい教ҭޮ果の現れとݴえるかもしれない。

ᶄçࡁܦ学部と連ܞしたվ組
201� 年のվ組は、ܦӦ学部が୯ಠで行ったものではなく、ࡁܦ学部と連ܞしたվ組であった。྆学

部ともෳ਺あった学科をҰ学科にした点は、共通している。਺ճにわたる文部科学লとのަবも、྆学
部の関係ऀが同੮のもとで行われた。

また、このվ組に関わり、ܦӦ学とࡁܦ学の྆方を学शし、グローバϧ企業で活༂できる人材をҭ成
することを目的として、ܦӦ学部とࡁܦ学部は共同で (loCal Business and Economics 教ҭプログラム

（(BEEP）を新設した。(BEEP は、ܦӦ学とࡁܦ学の྆方を学Ϳඞ要があり、ւ外での学मもඞमと
され、Ұൠの学生よりもଔ業要݅としてのඞ要୯Ґは多く設定されていた。この (BEEP をر๬する学
生については、Ұൠೖ試とはҟなる方法でબൈを行ったが、本学が๬ΉϨベϧの学生の確อはࠔ೉であっ
た。さらに、2021 年にܦӦ学部、ࡁܦ学部が連ܞして、֤ 学部にσータαイΤンε教ҭプログラム（%ata 
Science EP：%SEP）を新設した。これは、本学の第４期中期計画の中にσータαイΤンε教ҭのҰつ
としても͛ܝられている。なお、この %SEP は、５年Ұ؏教ҭプログラム（成੷の༏लな学生に対し、
学部時代に大学院科目もཤमさͤることにより、学部４年・म࢜１年でमྃさͤるプログラム）とも連
動して、推進されている。

そのような影響を受け、(BEEP は、現ࡏでは学生がೖ学後にબ択できる෭専߈プログラムとしてҐ
ஔ෇けられることとなった。

ᶅç໷ؒओίーεのืूఀࢭ（ഇࢭ）
19�� 年にܦӦ学部がࡁܦ学部から分཭ಠ立した際、第ೋ部（ܦӦ学科）はܦӦ学部がҾきܧいͩ。

第ೋ部は、ۈ࿑学生（社会人）に学शの機会をఏڙするために໷ؒの時ؒଳに設けられた学部であった。
1991 年のվ組により、第ೋ部はഇࢭされ໷ؒओίーεとなったが、その目的はܧଓされていた。

໷ؒओίーεが設ஔされた当ॳは、学生に઎める社会人の割合も多かったが、大学΁の進学཰の্ঢ
もあり、社会人の割合はݮগ܏向にあった。社会人を確อするために社会人ೖ試をಋೖしたり、推નೖ
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試ではೖ学後にब業することを৚݅としたものの、ݮগ܏向にはࢭࣃめがかからなかった。
当時、ܦӦ学部がҰ部্場企業を対象に「社会人が大学において求める教ҭϨベϧ」をΞンέートし

た݁果、８割以্が「大学院（म࢜）Ϩベϧ」とのճ౴をಘていた。また、1990 年代から文部ল（現
Ӧ学部はܦ、の文部科学ল）が推進していたリΧϨント教ҭに関してはࡏ 1993 年からܧଓして取り組み、
そのԠืऀが多かったため、社会人のܦӦ学΁の関心のߴさを把握し、大学院での社会人教ҭのඞ要ੑ
をײじていた。それらを౿まえ、200� 年には大学院にビジωεεクーϧを新設したこともあり、社会
人教ҭは学部から大学院΁と移りつつあった。なお、この 200� 年には、໷ؒओίーεの定員を 32 名に
Ӧ学科のみのҰ学科ମ制に移行するとܦ、員し、࢛学科ମ制をҡ持することも೉しくなっていたためݮ
ともに、ΧリΩϡラムの࠶ฤ成が行われた。

社会人に学शの機会をఏڙするという学部での役割はऴᖼをܴえたという認ࣝのもと、201� 年のվ
組にあたって、໷ؒओίーεをืूఀࢭとするという൑断がなされた。なお、໷ؒओίーε所属の学生
がθロになったのは 2023 年のことであり、この時点で໷ؒओίーεはਖ਼ࣜにഇࢭとなった。

ᶆç社会人教ҭプログラム
໷ؒओίーεはืूఀࢭとしたが、ै来の社会人ೖ試に出ئしてきていた受ݧ生は全くθロという状گ

ではなかった。そういった受ݧ生に഑ྀして、社会人ೖ試をܧଓするとともに、னの時ؒଳに社会人教ҭ
プログラムを新設することにした。そのओなಛ௃は࣍のとおりである。第Ұに、ཤमのศٓをྀߟして、
Ұൠ学生にはඞम科目としたࡾつの専門基ૅ科目をඞम科目とはしない、第ೋに、それをิうために、１
年࣍からԋश（θϛ）科目を設けてඞम科目とし、１・２年࣍では４つの分野の教員がަ代で୲当し、֤
分野の基ૅ的な知ࣝをఏڙする、第ࡾに、実຿ݧܦを活用できるように実ફ科目（フィーϧυワーク、έー
εεタσィ、ワークショップ）を設定、第࢛に、໷ؒの時ؒଳでのत業のఏڙもܧଓして行う。

なお、2020 年からίロφウイϧεײછの影響を受け、大学での対໘のत業はࢭېされΦンラインで
のत業が行われることとなった。Φンラインでのत業は、教える教員ଆにとっても、教わる学生ଆにとっ
てもॳめてのݧܦでށ࿭いもあったとࢥわれるが、࣍第に׳れて行ったとともに、Φンラインのར用の
ศརさも認ࣝできた。現ࡏでも、໷ؒの時ؒଳの社会人（およͼビジωεεクーϧ）΁のत業のఏڙに
はΦンラインが活用されている。

しかし、社会人ೖ試でೖ学した学生であっても、னの時ؒଳにब業しているऀは΄とんͲいない状گ
をؑみ、202� 年度ೖ試をもって社会人ೖ試はഇࢭする༧定である。

５ɽܦӦ学部の学生のม化
Ӧ学部ܦ、Ӧ学部創設時の学生定員はܦ 120 名、第ೋ部 �0 名であった。202� 年現ࡏでは、ܦӦ学部

29� 名となっている。このؒ、学生定員にはさま͟まなม動はあったが、学生のߏ成に関して࠷もಛ௃
的なことは、ঁࢠ学生の૿加といえる。ܦӦ学部創設時にۙい 19�1 年、࢛学科ମ制΁վ組の 1991 年、
現ࡏである 202� 年、それͧれのೖ学ऀ਺のஉঁผのߏ成は、以下のとおりである（第ೋ部およͼ໷ؒ
ओίーεをআく。୯Ґ：名）。
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　　　　　உࢠঁ　　ࢠ　　合計
19�1 年　　11�　ç　　1　　ç11�
1991 年　　2��　　　��　　ç332
202� 年　　212　　ç11�　　ç32�

19�0 年代൒ばまでは、ঁࢠ学生の਺は૿加܏向ではあったものの 10 名લ後であった。その後も૿加
も大ܠでは定員の３分の１以্を઎めるまでになった。これにより、学部でのत業風ࡏ向はଓき、現܏
きく༷มわりした。
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(#EE1（(MPCBM�#VTJOFTT�BOE�EDPOPNJDT�EEVDBUJPO�1SPHSBN）設ஔ

201� 年 � 月ࡁܦ学部・ܦӦ学部は、共同教ҭプログラムとして、(BEEP を "O ೖ試（定員は֤学部
それͧれ 1� 名）を実施することによって開࢝した。(BEEP では、ࡁܦ学・ܦӦ学の྆方を学Ϳと同時に、
実ફ的なӳ語教ҭを通してグローバϧに活༂するビジωεύーιンをҭ成することを目的としている。

１ɽ本プログラムの３つのಛ৭
ᶃçࡁܦ学とܦӦ学の２つの専門ੑ

マクロ・ϛクロࡁܦ学的な分析能ྗと౷計・計ྔࡁܦ学的σータ処理分析能ྗといったࡁܦ学の能ྗ、
組織・ઓུマωジメント能ྗや会計・ࡒ຿分析能ྗといったܦӦ学の能ྗの２つの専門ੑをमಘさͤる。
２つの専門ྖҬを学Ϳため、ଔ業にඞ要な୯Ґ਺は 132 ୯Ґ以্で、通ৗのプログラム（12� ୯Ґ以্）
よりも多く設定されている。

と߈学を෭専ࡁܦとした場合は߈Ӧ学をओ専ܦ、とし߈Ӧ学を෭専ܦとした場合は߈学をओ専ࡁܦ˞
する。

ᶄçӳ語による専門教ҭ
(BE（(loCal Business and Economics）科目としてӳ語による専門科目をॆ実さͤている。ࡁܦ学・

Ӧ学のそれͧれでܦ (BE 科目をཤमし、ビジωεの場で࢖えるӳ語ྗを਎につけさͤる。また、ӳ語
での実ફ的な課題ղܾ能ྗをҭ成する課題プロジΣクトԋशも設けられている。

ᶅç実ફ的な国際ަྲྀ教ҭ
ւ外学म科目をଔ業にඞ要な୯ҐとするなͲ、実ફ的な国際ަྲྀ教ҭが用意されている。ւ外のڠ定

大学౳΁のཹ学、ԤभやΞジΞでの現஍学生とのӳ語討論会、ւ外の大学でのαマーεクーϧ΁の参加
を通じて、ӳ語によるίϛϡχέーション能ྗのඈ༂的な向্をめ͟す。

２ɽ(BEEP―４年ؒの学ͼのプロセε
ᶃç１年࣍：ࡁܦ学部ೖ学ऀはࡁܦ学ओ専ܦ、߈Ӧ学部ೖ学ऀはܦӦ学ओ専߈。྆ऀともにࡁܦ学と

。Ӧ学の基ૅを学Ϳ。学部ಋೖ科目をཤमして、大学の学ͼでඞ要となるリテラシーを਎につけるܦ
ᶄç２年࣍：ओ専߈・෭専߈のそれͧれの基װとなる科目をཤमし、基ૅをݻめる。また、(BE 	(loCal 

Business and Economics） 科目をཤमし、実ફ的ӳ語能ྗを਎につける。
ᶅç３年࣍・４年࣍：ओ専߈に重きをおきながら、ࡁܦ学・ܦӦ学のԠ用科目を学मし、専門知ࣝを

めていく。2ߴ 年࣍にҾきଓき、(BE 科目を通して、ӳ語のίϛϡχέーション能ྗをߴめる。ر๬
ऀはθϛφーϧに所属し専門ੑをߴめることができる。
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３ɽビジωεに通用するグローバϧ֮ײをཆ成する科目
ᶃç課題プロジΣクトԋश：গ人਺制のत業を通して、「テーマの理ղ」「資ྉ・分析・整理」「論理ߏ

成ྗ」「プϨθンテーション」「σィεΧッション」「ίϛϡχέーション」「マωジメント」の߲̓目の
「問題ղܾ能ྗ」֫ಘをめ͟す。֤学生による目ඪ設定、学生と教員による中ؒ評価、࠷ऴ評価を行う。
त業の多くはӳ語で行われる。

ᶄçΞジΞグローバϧܦӦ基ૅ：世քで活༂しているビジωεύーιンからӳ語でϨクチϟーを受け
る。ΞジΞにࠜ͟したグローバϧܦӦに求められる国際理ղとӳ語ίϛϡχέーション能ྗに加えて、
マωジメント֓೦についての基ૅ的な専門知ࣝ・能ྗを֫ಘできる。

４ɽւ外学म
定大学౳΁のཹ学、Ԥभ・ΞジΞӳ語討論会、ւ外の大学でのαマーεクーϧڠ

ʪओなڠ定大学ߍʫ　米国：αンσィΤΰभ立大学、Ϣタभ立大学／ӳ国：Τσィンバラ大学、Χーσィ
フ大学、イーεトΞングリΞ大学／フランε：ύリ౦大学クϨテイϢߍ／ΦーεトラリΞ：Φーεトラ
リΞ国立大学、シυχー޻科大学／中国：対外ࡁܦ๵қ大学、՚౦ൣࢣ大学／ベトφム：ベトφム国Ո
大学ϋノイܦࡁܦߍӦ大学、μφン大学

５ɽืूఀࢭ、プログラムのܧଓ
(BEEP の "O ೖ試は 2023 年度ืूఀࢭ。(BEEP はプログラムೖ学後の಺部બߟによりܧଓ中。
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%SE1ɺL#EE1 設ஔ

201� 年ࠒから、新ฉ౳のメσィΞで「国立大学の文系学部ഇࢭ」に関するใಓが਺多くݟられるよ
うになった。また全国的には、201� 年４月に࣎լ大学σータαイΤンε学部が発଍し、৘ใ学と౷計
学を中心にਾえた文理༥合的な教ҭが大きな஫目をूめるようになった。

Ұ方、本学では 2019 年度から法૤実຿専߈（法科大学院）がืूఀࢭとなり、国際社会科学෎の教
ҭプログラムのҰつがऴྃすることになった。国際社会科学෎の定員が法科大学院の定員分ݮগするた
め、学෎全ମの教ҭମ制の立て௚しがඞ要な状گであった。また、本学ଞ部ہでは、教ҭ学研究科の教
৬大学院΁の重点化、さらには教ҭ学部のೖ学定員のదਖ਼化にも取り組んでいた。大学全ମとしてもೖ
学定員がݮগする事態が想定され、ೖ学定員枠のݮগを৯いࢭめるための、新しい教ҭプログラムのඞ
要ੑが検討されていた。

この状گ下で、長୩部༐Ұ学長、大門ਖ਼ࠀ෭学長の指ࣔにより、国際社会科学෎を中心として、学Ґ
プログラムを活用した新しい大学院教ҭίーεを新設すること、またࡁܦ学部、ܦӦ学部が中心となっ
て教ҭ学部のೖ学定員ݮ分に対Ԡする新しい教ҭプログラム設ஔのՄ能ੑについて検討にೖった。その
後、2019 年度からこれら新教ҭプログラムਃ੥を୲当された্ࠜ生໵෭学長の下で本֨的な大学院学
Ґプログラムの検討にೖるとともに、国際社会科学෎・研究院のࡁܦ系、ܦӦ系、法཯系教員がྗڠし
て、σータαイΤンεをπーϧとした教ҭプログラムを新設し、新しい時代の社会χーζにଈした人材
ཆ成を行うことを目指した。

ऴ的に、2020࠷ 年度に文部科学লに設ஔਃ੥を行なったのは、全部ہ横断的に組織する大学院学Ґ
プログラム「ઌ進実ફ学環」と、ࡁܦ学部とܦӦ学部に新設する教ҭプログラム「 %ata Science EP 
	%SEP
 」と「 LaXcal Business Economics EP 	LBEEP
 」である。なお、「 LaXcal 」は「 LaX 	 法 
 」
と「 Local 	 ஍Ҭ 
 」をֻけ合わͤた造語である。

%SEP と LBEEP は 2021 年度に࠷ॳのೖ学ऀをܴえることができた。ࡁܦ学部とܦӦ学部は合計で
30 名の新規定員૿が認められた。ࡁܦ学部 %SEP が 10 名、ܦӦ学部 %SEP が 10 名、そしてࡁܦ学部
LBEEP が 10 名である。当時は文系学部ෆ要論がڣばれている時期であったことを౿まえると、本学
。Ӧ学部の新規定員૿は全国的にもҟྫのܾ定であったܦ学部とࡁܦ

%SEP と LBEEP のಛ௃
%SEP と LBEEP のಛ௃は࣍のࡾつである。第Ұに、ܦ・ࡁܦӦの専門ੑと৘ใ処理・౷計分析能ྗ

の༥合による新たな価஋創造ができる人材をҭ成する %SEP をࡁܦ学部とܦӦ学部の྆方に新設する
ことにした。また、法学・政治学とࡁܦ学・ܦӦ学を学ͼ、EBPM（Τビσンεに基ͮく政ࡦ立Ҋ）に
基ͮく஍Ҭ社会の課題ղܾを୲う人材をҭ成する LBEEP をࡁܦ学部に新設することにした。ࡁܦ学
部にはաڈに「ࡁܦ法学科」があり、法科大学院設ஔ後は「法とࡁܦίーε」を設けて法学の教ҭを
Ңがあることから、LBEEPܦ学部は法཯系の学部教ҭを支えてきたࡁܦଓしてきた。このようにܧ の
設ஔ学部もࡁܦ学部とした。なお、2023 年度ೖ学ऀから、ࡁܦ学部 %SEP は定員 10 名から 20 名に、
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LBEEP は定員 10 名から 1� 名に૿やし、教ҭプログラムの活ੑ化をਤった。
第ೋに、５年Ұ؏で学࢜とम࢜の྆方の学Ґを取ಘできるプログラムとした。通ৗの学部４年ؒのΧ

リΩϡラムでは、ࡁܦ学やܦӦ学の専門ੑをै来通りに学ͼ、さらに理系的な৘ใ処理・౷計分析の手
法まで学Ϳことは೉しい。ଞ方で通ৗのようにम࢜の学Ґ取ಘに２年を要する場合は、Ұൠに大学院進
学をܟԕする܏向があるࡁܦ学部・ܦӦ学部の学生が大学院に進学するインセンティϒは生まれない。
そこで学部４年、大学院म࢜課程１年の「４ʴ１」制を採用し、� 年Ұ؏で྆方の学Ґを取ಘできる࢓
組みを設けることで、大学院進学΁のϋーυϧを下͛ることを試みた。۩ମ的には学部４年ؒのࡏ੶と
することで学࢜߸を取ಘできるようにしながら、学部３年࣍と４年࣍に大学院共通科目をઌ取り的にཤ
मする࢓組みを整えた。学部ࡏ学時にཤमした大学院共通科目を学部ଔ業୯Ґにؚめず、大学院のमಘ
୯Ґに持ͪӽすことで、大学院मྃ୯Ґにࢉೖすることを認めた。この࢓組みによって、大学院を１年
ؒでૣ期मྃすることをՄ能にした。

第ࡾに、大学院の進学ઌとして、国際社会科学෎の֤専߈をબͿことができるͩけでなく、ઌ進実ફ
学環に進学することをબ択できる࢓組みとした。国際社会科学෎のࡁܦ学専ܦ、߈Ӧ学専߈でも౷計処
理やσータ分析の手法を学Ϳことができるが、ઌ進実ફ学環の研究テーマ「Ԡ用 "I 」や「社会σータ
αイΤンε」に進学することで、よりߴ度な "I やσータαイΤンεの技能をमಘすることがՄ能にな
る。設ஔਃ੥のために文部科学লにઆ໌した際にも、ܦ・ࡁܦӦ྆学部の %SEP と LBEEP からઌ進実
ફ学環の大学院ത࢜課程લ期΁と進学（連ܞ）する࢓組みを整えたことが評価された。

以্のように、%SEP ではܦ・ࡁܦӦの専門ੑと৘ใ処理・౷計分析能ྗの༥合による新たな価஋創
造ができる人材をҭ成すること、LBEEP では法学・政治学とࡁܦ学、ܦӦ学を学ͼɼEBPM によって
஍Ҭ社会の課題ղܾを୲う人材をҭ成することを目指している。

学部ではࡁܦ 2021 年度ೖ学ऀが࠷ॳの %SEP 学生、LBEEP 学生となった。ೖ試においては、理系
のษڧをしてきたߍߴ生も受ݧしやすくなるように、大学ೖ学共通テεトの社会や理科のඞम科目をվ
めるなͲの対Ԡを行なった。理系の素ཆを持ͪながら、ࡁܦ学、法学なͲの社会系分野に関心を持つ受
。生をूめることをૂっているݧ

202� 年度に %SEP と LBEEP のҰ期生が学部４年生となった。この中で %SEP の４名の学生が಺部
進学試ݧに合֨し、５年Ұ؏でのम࢜の学Ґ取ಘを目指して、202� 年度に大学院ത࢜課程લ期に進学
することがܾ定している。
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େֶӃࣾࡍࠃ会Պֶ研究Ӄ͓Αͼࣾࡍࠃ会Պֶ෎の૑設

国際社会科学研究院・国際社会科学෎の組織ߏ成
2013 年には大学院国際社会科学研究科をվ組し、大学院設ஔ基४第̓৚の３に基ͮく研究科以外の

教ҭ研究組織（学෎・研究院制度）を採用して、組織のӡӦや研究を行う国際社会科学研究院と教ҭの
場である国際社会科学෎を創設した。社会科学系の教員は全員が国際社会科学研究院に所属し、国際社
会科学෎に設ஔしたࡁܦ学専ܦ、߈Ӧ学専߈、国際ࡁܦ法学専߈、法૤実຿専߈の֤専ࡁܦ、߈学部、
のܾ定機関とߴ࠷Ӧ学部の教ҭにあたることとなった。ӡӦについては、全教員が参加する教त会をܦ
し、日ৗ的なܾ定事߲はຖ月開催の代ٞ員会で৹ٞされる代ٞ員制がܧଓされた。そのલఏとなる֤専
。との会ٞで行われるମ制もҡ持されている͝߈は専ࠂでの৹ٞ、ใ߈

研究໘では、国際社会科学研究院においてࡁܦ学、ܦӦ学、法学、֤分野の専門研究を実施すること
になった。そこでは、中規໛大学の社会科学系大学院Ұ組織のಛ৭を生かし、社会科学系３分野横断で
成する研究プロジΣクトを組織して、機能的・機動的に研究活動を推進し、学಺の学෎・研究院や国ߏ
಺外の大学、ࡁܦքとの連ܞをڧ化することが想定された。その際の研究プロジΣクトについては、ྫ
えば社会科学系３分野の専門ੑを༥合さͤた౦ΞジΞ・౦ೆΞジΞの環境問題研究をテーマとして取り
্͛る。そこで環境ࡁܦの国際࢈業連関分析、環境法制・環境政ࡦの֤国ൺֱ分析を基ૅに、企業組織
の環境ύフォーマンεをൺֱ評価し、総合的環境政ࡦをղ໌するなͲの༥合的研究をల開することなͲ
がߟえられる。このようなグローバϧ新時代において求められる新しい༥合的研究プロジΣクトの推進
により、これらの研究成果を国際社会科学෎の教ҭにも൓өすることができる。

国際社会科学෎創設の目的
21 世لにೖり多༷にల開するグローバϧ新時代をղ໌するため、社会科学の役割はますます重要に

なっている。日本ではԤ米ॾ国から౦ΞジΞ・౦ೆΞジΞに企業のւ外ల開ઌがシフトし、ಛに中国を
中心としたൢച市場΁のґ存が֦大された。市場制度の整備やࡁܦ活動の法的枠組みなͲがある程度共
通するԤ米ॾ国とはҟなり、౦ΞジΞ、౦ೆΞジΞॾ国では、商श׳、市場と政෎の関係、法཯制度な
Ͳがҟなっている。そうした社会ࡁܦ環境にదԠできる社会科学的な知ݟを有するߴ度専門実຿Ոの人
材ҭ成がٸ຿となっていた。本学が立஍するਆಸ઒ݝやྡ接するژ浜޻業஍ଳでも、౦ΞジΞ・౦ೆΞ
ジΞ΁のల開にඞ要な社会系専門実຿Ոのध要がますます૿加することが༧想された。このようにٸ଎
にల開するグローバϧ化新時代にదԠした人材ध要が૿大し、大学院Ϩベϧのࡁܦௐࠪやマーέティン
グ、ࡒ຿・会計、企業法຿なͲのߴ度専門実຿Ոのҭ成がٸ຿となっていた。そのため、国際社会科学
෎は実ફ的学術の国際拠点をめ͟し、このような時代に対Ԡしたグローバϧなࢹ野を持ͪ、社会科学分
野のߴ度な専門知ࣝと問題ղܾ能ྗを有する人材ҭ成を教ҭ目ඪとした。以্のような人材ҭ成に対Ԡ
するため、社会科学系総合大学院として専߈を࠶ฤし、༥合ੑと国際ੑを備えた教ҭをڧ化し、大学院
の教ҭվֵを実施した。
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国際社会科学෎のߏ成と教ҭのಛ௃
以্のような目的で、چ来の研究科、専߈をഇࢭし、国際社会科学෎の֤専߈を創設した。それによっ

て、国際開発専߈をղফするとともに、ܦ、ࡁܦӦ、法཯の３分野の専߈を３専߈にまとめ、ത࢜課程
લ期とത࢜課程後期とでよりҰ؏的な教ҭをՄ能にした。۩ମ的には、それまでの国際社会科学研究科、
ത࢜課程લ期のࡁܦ学専߈（ೖ学定員 19 名）、国際ࡁܦ学専߈（ೖ学定員 1� 名）、ܦӦ学専߈（ೖ学定
員 3� 名）、会計・ܦӦシεテム専߈（ೖ学定員 12 名）、国際関係法専߈（ೖ学定員 2� 名）、専門৬学Ґ
課程の法૤実຿専߈（ೖ学定員 �0 名）、ത࢜課程後期の国際開発専߈（ೖ学定員̓名）、グローバϧܦ
ೖ学定員）߈企業シεテム専、（ೖ学定員９名）߈専ࡁ 12 名）、国際ࡁܦ法学専߈（ೖ学定員̓名）を
ഇࢭして、国際社会科学෎、ࡁܦ学専߈（ത࢜課程લ期・ೖ学定員 3� 名、ത࢜課程後期・ೖ学定員 10
名）、ܦӦ学専߈（ത࢜課程લ期・ೖ学定員 �0 名、ത࢜課程後期・ೖ学定員 12 名）、国際ࡁܦ法学専߈（ത
࢜課程લ期・ೖ学定員 2� 名、ത࢜課程後期・ೖ学定員８名）、法૤実຿専߈（専門৬学Ґ課程・ೖ学定
員 2� 名）を新設した。

ത࢜課程લ期ではࡁܦ学、ܦӦ学、法学の֤分野においてグローバϧ新時代に対Ԡして専門ੑをߴ度
化するため、以下のような科目ମ系を整備した。まず、֤専߈にίΞ科目を設ஔしてίーεワークを整
備し、専門分野の基ૅ的ならͼに専門的能ྗをߴめることをՄ能にした。あわͤて֤専߈に共通の学෎
共通科目を設ஔすることで、༥合ੑと国際ੑを備えた実ફ的能ྗをᔻཆし、系౷的な指ಋମ制で社会科
学系のߴ度専門実຿Ոをཆ成することをめ͟した。

また、ത࢜課程લ期の֤専߈に「ത࢜論文研究基ૅྗࠪߟίーε」を഑ஔし、ത࢜課程のલ期・後期
の課程を通じてҰ؏した人材ཆ成を目的とするത࢜論文研究基ૅྗ৹ࠪ制度（2E）をಋೖした。たͩし、
専門৬学Ґ課程法૤実຿専߈（法科大学院）にはద用していない。いわΏるੵみ্͛۠ܕ分制ത࢜課程
によりલ期・後期のҰ؏ੑをߴめるため、֤専߈におけるΧリΩϡラムのମ系化も実施した。

ത࢜課程後期でもത࢜課程લ期とҰ؏的なվֵを進め、ࡁܦ学、ܦӦ学、法学の֤分野において、グロー
バϧ新時代に対Ԡして専門ੑをҰ૚ߴ度化した講義を഑ஔした。それとともに、ෳ਺専߈の教員が指ಋ
する専߈横断ܕの教ҭプログラム（EP）を設ஔし、日本語プログラムとして「国際公共政ࡦ」、「ે੫法・
会計」を開࢝した。さらに、ӳ語プログラムの「国際ࡁܦ」、「日本的ܦӦ」、「トランεφショφϧ法政
׭࢈、を഑ஔして、༥合ੑと国際ੑを備えた教ҭ΁のध要にద੾に対Ԡした。また、国際共同研究「ࡦ
学共同研究౳のプロジΣクトに院生を参画さͤるリαーチ・プラクティΧムやワークショップ౳を通じ
て、国಺外での研究発ද、国際研究ަྲྀの場を広ൣに確อし、実ફ的研究ྗをཆ成するとともに、多༷
なΩϟリΞύεを実現することをめ͟した。さらに、ത࢜論文ࣥචにいたる系౷的指ಋମ制のߏஙによ
り、きめࡉかくஸೡな指ಋとグローバϧなࢹ野を備えたߴ度専門実຿Ոと研究ऀのҭ成を実施すること
とした。

֤専߈でཆ成する人材૾
、ߴ社会現象についてࡁܦにおいては、ᶃグローバϧ化した現代の߈学専ࡁܦ 度で専門的なࡁܦ分析・

研究を行える人材、ᶄ国際的に広く通用するࡁܦ学のߴ度な専門能ྗを備え、ᶅ಺外の大学や研究機関、
シンクタンク、公຿員、金༥機関をؚΉҰൠ企業΁ब৬する人材をཆ成する。
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Ӧ事象のܦ、度な専門知ࣝのशಘによりߴӦ学ないしはその関連ྖҬに関するܦでは、ᶃ߈Ӧ学専ܦ
研究をめ͟す人材や実際にܦӦ実຿にܞわる人材、ᶄグローバϧにల開するܦӦの実ફにࠜ෇いた、現
実ద合ੑのߴい࡯ߟ能ྗを備え、ᶅ಺外の大学教員、シンクタンク、্ڃ公຿員、会計専門৬にबく人
材をཆ成する。

国際ࡁܦ法学専߈では、グローバϧ化した現代社会の法現象について、ᶃ法学・政治学౳の分野で、
度ߴઌ୺で࠷度専門৬業人、ᶄ国際的にも広く通用し、活༂できるߴ度な専門知ࣝ・分析ྗを有するߴ
な法学・政治学౳の研究能ྗを備えた、ᶅ大学教員、そのଞの研究員、国際ྗڠ機関や国際 N(O の৬員、
公຿員の৬にबく人材をཆ成する。

法૤実຿専߈では、ᶃે੫法຿、国際企業法຿にڧい法૤、市民の法的ध要に的確にԠずることので
きる法૤、ᶄ౦ΞジΞ、౦ೆΞジΞ౳の商श׳や法制度のҟなる社会ࡁܦ環境にదԠできる専門ੑと国
際ੑを備えた࣭のߴい法૤、ᶅ企業や日ۜ、国੫ி、会計検ࠪ院౳の企業・׭ிห࢜ޢをཆ成する。
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ઌਐ࣮ફֶ؀の૑設（ࣾ会σʔλαΠΤϯεɺ

（Ψόφϯεɺ੒ख़ࣾ会ࡍࠃ

本学は長୩部༐Ұ学長による「学長ビジョン 201� 」のもとで、文系・理系の部ہが１つのΩϟンύ
εにあるというڧみを生かした文理༥合教ҭの実ફに取り組んできた。すでに 2001 年には文理༥合の
ઌۦ的な試みである環境৘ใ学෎・研究院が設ஔされ、2011 年にはより実社会にݙߩする教ҭ研究を
実ફするものとして౎市イノベーション学෎・研究院が設ஔされていた。これら２つの学෎の教ҭ研究
の実੷を学部にؐݩすることを目指し、201� 年に౎市科学部が設ஔされた。

当時は、਺理・σータαイΤンεの理系的な素ཆを਎にணけ、社会科学的な知ࣝと専門ੑをमಘした
人材΁のχーζもߴまっていた。そのχーζにԠえるためには、ࡁܦ学部およͼܦӦ学部も参画したܗ
で、文理༥合、ҟ分野༥合教ҭを推進していくඞ要があった。もͪΖん通ৗの学部４年ؒのΧリΩϡラ
ムの中では、ै来通りにࡁܦ学やܦӦ学の専門ੑを学Ϳことに加えて、理系的な素ཆまでमಘさͤるこ
とは೉しい。୯に既設の大学院をվฤするͩけではなく、֤分野の専門的な教ҭ研究の実੷とڧみをอ
ͪつつ、全学的な文理༥合教ҭを実現する手法を໛ࡧした。その݁果、「学部、研究科౳の組織の枠を
ӽえた学Ґプログラム」を活用することがޮ果的であるとߟえるにࢸった。

当時は法૤実຿専߈（法科大学院）のืूఀ2019）ࢭ 年４月１日）、教ҭ学研究科の教৬大学院΁の
重点化、教ҭ学部のೖ学定員のదਖ਼化なͲが進んでおり、それらに代ସする教ҭ・研究分野を用意する
ことが課題であった。その時代の社会χーζにԠえるために、全学的な横断ܕ文理༥合教ҭを実現する
学Ґプログラムの新設をܾ断した。

本学が新設したのは、म࢜（学術）の学Ґを取ಘできる「ઌ進実ફ学環」学Ґプログラムである。こ
こでཆ成するのは、਺理・σータαイΤンεなͲに関する理系的な素ཆを਎にணけるとともに、社会科
学的な知ࣝをମಘし、Society �.0 のߏஙやීٴの༷ʑな場໘で活༂する人材である。

ઌ進実ફ学環では、学生の研究テーマに合わͤてཤम分野をॊೈにબべるように、࣍ の̓つの研究テー
マが設定された。教員はその能ྗのҭ成に資する研究テーマを学生͝とに設定し、研究指ಋを行うこと
になった。

ㅡ「Ԡ用 "I 」：ઌ୺的な "I 技術について幅広い知ࣝをもͪ、企業でのԠ用をఏҊできる能ྗ をमಘ
する。

ㅡ「社会σータαイΤンε」：σータαイΤンεの技法をशಘし、企業のܦӦに活かすことができる能
ྗをमಘする。

ㅡ「リεク共生学」：環境や౎市ɼ࢈業にજΉݥةを理ղし、幅広くリεクマωジメントできる能ྗを
मಘする。

ㅡ「国際Ψバφンε」：グローバϧ化したࡁܦ社会の中で課題発ݟ・ղܾできる能ྗをमಘする。
ㅡ「成ख़社会」：法学の素ཆをベーεに、企業や社会のίンプライΞンεに഑ྀできる能ྗをमಘする。
ㅡ「人ؒྗ創生」：ྺ࢙や文化についてࣝݟを持ͪ、社会における課題を分析できる能ྗをमಘする。
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ㅡ「横浜Ξーバχεト」：౎市のあり༷を၆ᛌして、まͪͮくりや౎市計画をマωジメントできる能ྗ
をमಘする。

このようにઌ進実ફ学環は � つの研究テーマからߏ成されている。ච಄の「Ԡ用 "I 」から࠷後の「横
浜Ξーバχεト」にࢸるテーマのฒͼはɼҰൠ的にඞ要とされる理޻系技術にۙいとこΖでの学ͼから、
社会や人ؒに対するҰൠ的な理ղに৮れ、「横浜」という۩ମ的な場所での活動にࢸるグラσーション
をなしている。テーマは学生のࢤ向に合わͤて਱行される研究テーマを大くくりにしたものであり、テー
マに分断して学生を指ಋするものではない。なお、社会科学系（国際社会科学෎）が中心的に参画して
いる研究テーマは「社会σータαイΤンε」、「国際Ψバφンε」、そして「成ख़社会」である。

ઌ進実ફ学環に専任教員として参画する教員の大൒は既設専߈のത࢜課程後期も୲当しており、より
専門ੑのߴい研究指ಋを行っているが、ઌ進実ફ学環では文理༥合・ҟ分野༥合を意ਤした幅広い研究
指ಋを行う。こうした横断的な指ಋを受けた学生が既設専߈のത࢜課程後期に進学することが期଴され
る。それは本学の研究全ମにおいて文理༥合・ҟ分野༥合をଅ進し、研究のߴ度化・広Ҭ化が大きく進
లすることにつながる。

また、ઌ進実ફ学環は、Ұൠ的に大学院進学をܟԕしがͪなࡁܦ学部・ܦӦ学部の学生を大学院に༠
うֻ࢓けとして、５年Ұ؏教ҭもࢹ野にೖれた新たな教ҭプログラムを学部に新設することとซͤてߏ
想された。ࡁܦ学部とܦӦ学部で同時期に新設された教ҭプログラムである %ata Science Education 
Program 	%SEP
 と LaXcal Business Economics Education Program 	LBEEP
� についてはผのϖー
ジでৄしくड़べるが、ઌ進実ફ学環は୯なる学Ґプログラムの新設にとͲまらず、全学的な学部・大学
院のվ組の計画のҰ環として進められたものである（஫：� の LaXcal とは、஍Ҭ（local）と法（laX）
を組み合わͤた造語）。

ઌ進実ફ学環はืू人員 �2 名でεタートした。2022 年４月ೖ学ऀは 3� 名、2023 年４月ೖ学ऀは 3�
名となり、ืू人員を下ճるೖ学ऀ਺であったが、202� 年４月ೖ学ऀは �2 名まで૿えた。３年目に定
員ॆ଍をୡ成し、ઌ進実ફ学環の教ҭがॱௐに進んでいることをࣔしている。
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੒௕ઓུڭҭ研究ηϯλʔ

成長ઓུ教ҭ研究センターは以下にのべるྺ࢙をたͲり現ࡏにいたっている。2011 年成長ઓུ研究
センターという名લにて２つの組織が౷合され஀生した。それは 2000 年以લに設立されӡӦされてき
た全学施設ベンチϟー・ビジωε・ラϘラトリー（7BL）と社会科学系教員による企業成長ઓུ研究
センターである。౷合の目的は文理༥合を実ફする教ҭ研究組織としての֤分野の教員のྗڠであり、
それによりイノベーション創出の場、企業Ϩベϧ、マクロࡁܦϨベϧ֤Ϩベϧでの成長ઓུͮくりの場
をఏڙすることが目ඪとなった。౷合当時のۓ٤の課題は、গྸߴࢠ化の進行、金༥ة機や౦日本大਒
౳がそのྫである。ത࢜߸取ಘ後のमྃ生の参加もՄ能とし、ベンチϟー企業のεタートڵからの෮ࡂ
Ξップ、既存企業の成長ઓུ、マクロࡁܦ成長なͲの༷ʑな研究プロジΣクトが推進された。Ұ方教ҭ
にも目を഑り、大学院ϨベϧでのプロジΣクトベーε教ҭ、ベンチϟー企業と連ܞしたインターンシッ
プ、３つの෭専߈プログラムなͲ多࠼な活動が行われている。

2020 年には当センターは現ࡏの名শにมߋし஍Ҭ連ܞ推進機ߏの下部組織となった。ै来の活動に
ついてのબ択とू中の݁果、イノベーション人材のҭ成をओたるϛッションとし下３ه点の事業を行う
こととなり現ࡏにいたっている。１つは起業Ոܕ人材のҭ成を目指した教ҭで、「ΞントϨプϨφーೖ
門」「実ફ新商඼企画」といった学部講義、また「イノベーションと課題発ݟ」「ത࢜学生のためのΩϟ
リΞσβイン」といった大学院講義が実຿ऀݧܦでもある専任教員やটᡈされたߴ度専門Ոによりఏڙ
されてきている。

２つ目は、ポευクΞントϨプϨφー支援制度を基൫とした学生のベンチϟーߏ想࡞りの支援である。
学部からത࢜課程मྃऀにいたるまでベンチϟーマインυԢ੝なऀを対象とし、ビジωεプラン開発支
援を行ってきている。֤ࣗのビジωεプランを公ืし、対象ऀに対して指ಋ、Ұ部ܦඅを支援している。
্ड़のΞントϨプϨφーೖ門౳の講義をཤमした学生が参加するなͲ１つ目の教ҭ事業とのつながりも
実現している。またベンチϟーܕ஍Ҭ活ੑ化に向けた新しいビジωεモσϧҊも学生から൸࿐され஍Ҭ
連ܞにもつながっている。

３つ目は 201� 年度までの文部科学ল委ୗ事業「ポεトυクター・ΩϟリΞ開発事業」のࣗ立化後ܧ
事業である。後期ത࢜課程ࡏ੶ऀやポεトυクター研究ऀを対象に、多༷なΩϟリΞύεを確อし、社
会で活༂できる人材の輩出を行ってきている。ྫえばത࢜と企業・研究機関とのަྲྀイベント「Ωϟリ
Ξύεフォーラム」をຖ年開催し、本学ത࢜課程の学生と企業౳組織が対໘する場がఏڙされている。
このような場の存ࡏによりത࢜課程मྃऀがΩϟリΞσβインをඳくことを༰қにするため、ത࢜課程
。੶ऀのみならずത࢜課程進学を検討するम࢜課程の学生にとっても重要なものとなっているࡏ
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の設ஔ߈ઐֶࡁܦ会Պֶ෎ɾࣾࡍࠃ

１ɽ国際社会科学෎・研究院の設ஔझࢫと人材ཆ成目的
1999 年４月に設ஔされた横浜国立大学大学院国際社会科学研究科は、2013 年４月より教ҭ組織とし

ての国際社会科学෎と研究組織としての国際社会科学研究院に࠶ฤ成された。
ઌ進ॾ国でのࡁܦෆگやࡒ政ة機、'T"、EP"、TPP なͲ国際ࡁܦடংの໛ࡧなͲグローバϧ新時

代が౸来し、日本でもԤ米ॾ国から౦ΞジΞ・౦ೆΞジΞの新ڵ国に企業のւ外ల開ઌがシフトし、グ
ローバϧ化にదԠした大学院Ϩベϧのࡁܦௐࠪやマーέティング、ࡒ຿・会計、企業法຿なͲߴ度専門
実຿Ոのҭ成がٸ຿となった。また、市場制度の整備やࡁܦ活動の法的枠組みなͲがある程度共通する
Ԥ米ॾ国とはҟなり、౦ΞジΞ・౦ೆΞジΞॾ国では、商श׳、市場と政෎の関係、法཯制度なͲがҟ
なり、そうした社会ࡁܦ環境においてదԠできる社会科学的な知ݟを有するߴ度専門実຿Ոの人材ҭ成
もٸ຿であった。౦ΞジΞ・౦ೆΞジΞを࢝めとしてグローバϧ化した社会で活༂できるߴ度専門実຿
Ոの人材ध要に対Ԡするため、国際社会科学෎・研究院では社会科学系総合大学院として専߈を࠶ฤし、
༥合ੑと国際ੑを備えた教ҭをڧ化し大学院վֵを行った。さらに研究໘ではࡁܦ学、ܦӦ学、法学の
֤分野（専߈）の専門ੑと、社会科学系の༥合ੑを発شし、グローバϧ新時代に求められるߴ度な研究
を਱行することを目的とした。

２ɽ国際社会科学෎・研究院のಛ৭
ത࢜課程લ期は、５専߈（ࡁܦ学、国際ࡁܦ学、ܦӦ学、会計・ܦӦシεテム、国際関係法）を３専ܦ）߈

法ࡁܦӦ学、法学、国際ܦ、学ࡁܦฤ౷合、त与するम࢜の学Ґは࠶法学）にࡁܦӦ学、国際ܦ、学ࡁ
学ຢは学術とした。ത࢜課程後期は、国際開発専߈を発ల的にղࡁし、４専߈（国際開発、グローバϧ
ฤ౷合、त与࠶に（法学ࡁܦӦ学、国際ܦ、学ࡁܦ）߈法学）から３専ࡁܦ企業シεテム、国際、ࡁܦ
するത࢜の学Ґはࡁܦ学、ܦӦ学、法学、国際ࡁܦ法学ຢは学術とした。専門৬学Ґ課程として法૤実
຿専߈（法科大学院）を設ஔし、त与する専門৬の学Ґは、法຿ത࢜（専門৬）とした。

また、社会χーζに対Ԡして専門ੑをڧ化し、いわΏるੵみ্͛۠ܕ分制ത࢜課程によりલ期・後期
のҰ؏ੑをߴめ、֤専߈においてΧリΩϡラムのମ系化とલ期・後期を連ଓしたҰ؏したཤमモσϧを
。を設ஔし、ത࢜論文研究基ૅྗ৹ࠪ制度（2E）をಋೖした「ίーεࠪߟത࢜論文研究基ૅྗ」、成し࡞

ᶃç融合性・国際性の特色強化／博士課程前期・後期の同時開設
ത࢜課程લ期・後期では、学෎共通科目܈を設ஔし、ത࢜課程後期では、日本語とӳ語による専߈

横断ܕ教ҭプログラム（EP）を設ஔした。日本語 EP は、ෳ਺専߈の教員指ಋによる༥合的ཤमプロ
グラムであり、「国際公共政ࡦ EP 」「ે੫法・会計 EP 」の２教ҭプログラム（EP）を設ஔした。ӳ語
EP は、ӳ語のみでのത࢜課程後期मྃをՄ能とするཤमプログラムであり、ࡁܦ学専߈に「国際ࡁܦ
分野」、ܦӦ学専߈に「日本的ܦӦ分野」、国際ࡁܦ法学専߈に「トランεφショφϧ法政ࡦ分野」の 3
分野を設ஔした。
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ᶄç学෎（教ҭ組織）と研究院（研究組織）分཭による教ҭ研究ମ制をߏங　
時代のม化や社会χーζに機能的、機動的に対Ԡする教ҭ研究ମ制をߏஙするため、国際社会科学෎

／研究院を設ஔし、学෎（教ҭ組織）では専門ੑのߴ度化を基࣠に༥合ੑ・国際ੑを組合わͤた方向で
教ҭをల開し、研究院（研究組織）では༥合ੑを基࣠に専門ੑを組合わͤた方向で研究をల開すること
とした。

３ɽࡁܦ学専߈の設ஔझࢫと人材ཆ成目的
଎な発ల、౦ΞジΞから౦ೆΞジΞにٸのࡁܦ国ڵ社会のグローバϧ化は、中国を࢝めとした新ࡁܦ

広がる஍Ҭࡁܦ౷合、多くのઌ進国でਂࠁ化したࡒ政੺ࣈの下でのߴ度な金༥޻学の活用による国際資
本移動の֦大・加଎とҝସϨートのෆ安定化なͲにݟられる新たな段階をܴえていた。これらࡁܦ社会
のม化での日本企業のグローバϧల開、ಛに生࢈拠点のみならず多༷な機能を౦ΞジΞ、౦ೆΞジΞ΁
移సさͤる動きが加଎・ਂ化してきた。ത࢜課程લ期ではこうしたグローバϧ化する企業౳のχーζに
対Ԡした専門৬業人ҭ成のॆ実が要੥され、ത࢜課程後期ではෳࡶな状گを分析できるߴ度専門৬業人・
研究ऀをཆ成する教ҭのॆ実が要੥された。

ᶃçത࢜課程લ期のಛ৭と人材ཆ成૾
国際ࡁܦ学専߈をࡁܦ学専߈に౷合して、グローバϧ化した現代のࡁܦ社会をࡁܦ学によって分析す

る大学院教ҭを実施するため、ࡁܦ学に共通した基ૅとなるίΞ科目をબ択ඞमとし、幅広い専門知ࣝ
の教ҭをਤる。ത࢜課程のલ期・後期の課程を通じてҰ؏した人材ཆ成目的を定めた「ത࢜論文研究基
ίーε」を設ஔし、ത࢜論文研究基ૅྗ৹ࠪ制度（2E）をಋೖ。ӳ語のみでम࢜学Ґが取ಘࠪߟྗૅ
できるӳ語教ҭプログラムを設ஔしグローバϧ人材をཆ成する。मྃऀは本学のത࢜課程後期΁の進学
の΄か、シンクタンク、公共部門、金༥機関、౦ೆΞジΞにల開するҰൠ企業౳΁ब৬して活༂するこ
とが期଴される。

ᶄçത࢜課程後期のಛ৭と人材ཆ成૾
国際的に広く通用するࡁܦ学の࠷ઌ୺でߴ度な専門的能ྗをमಘさͤ、グローバϧ化した現代ࡁܦ社

会の現象について、ࡁܦ学に基ͮいて分析を行う国際的に通用するߴ度な能ྗを有した専門Ոをཆ成す
る。ത࢜課程後期は、グローバϧࡁܦ専߈と国際開発専߈（国際開発とࡁܦ講座）を౷合してࡁܦ学専
。度な専門教ҭを実施するߴ学によって分析するࡁܦ社会をࡁܦを設ஔし、グローバϧ化した現代の߈
また、リαーチ・プラクティΧム（国際共同研究、׭࢈学共同研究౳のプロジΣクトに院生を参画さͤ
る教ҭ）、ワークショップ౳を通じ実ફ的研究ྗをཆ成する。さらに、ӳ語のみでത࢜学Ґが取ಘでき
る国際ࡁܦ教ҭプログラムによりグローバϧ人材をཆ成する。

４ɽ日本語による専߈横断ܕ教ҭプログラム（EP）
� 国際公共政ࡦ教ҭプログラム（EP）ʼ
ශࠔ問題や持ଓՄ能な発ల、֤国ॅ民のέイύビリティ֦大なͲ、21 世لのグローバϧ・イシϡー

に対する国際的な公共政ࡦのܗ成や政ڠࡦௐについて学術的研究の重要ੑが૿大し、్্国の開発政ࡦ
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に加え、新ڵ国・ઌ進国をؚΉ国際的な公共政ࡦや政ڠࡦௐに研究ൣғを֦大して国際環境のม化に対
Ԡするඞ要があった。ࡁܦ学専ܦ、߈Ӧ学専ٴ߈ͼ国際ࡁܦ法学専߈の関連ྖҬの専門ੑを活かした多
༷な学際的ΞプローチをՄ能とする༥合的・学際的に౷合された教ҭプログラム、３専߈によるूஂ指
ಋମ制である「リαーチ・ίロΩΞム」を実現した。国際的な公共政ࡦや政ڠࡦௐに関する研究を༥合
的・学際的Ξプローチから指ಋを行い、国連大学ߴ౳研究所との連ܞによるワークショップ、JI$" ւ
外事຿所やւ外ڠ定ߍ౳との連ܞによるフィーϧυワークを঑ྭする。責任指ಋ教員１名をؚΉ教員３
名でߏ成する指ಋ委員会を組織し、専߈分野のത࢜（ࡁܦ学、ܦӦ学、法学、国際ࡁܦ法学）の研究指
ಋ、または༥合的な研究分野ではത࢜（学術）の研究指ಋを行う。
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ϦεΩϦϯάڭҭの開࢝

リεΩリング対Ԡの新ίーε開設
大学院国際社会科学෎ࡁܦ学専߈では、社会人の学ͼ௚しにয点を合わͤた「リεΩリング教ҭ」と

して、ࡁܦ学分野のσータαイΤンε（%S）教ҭを࣠とした新ίーεを、2023 年４月からത࢜課程લ期、
202� 年４月からത࢜課程後期において開࢝し、લ期・後期ともに「ࡁܦ %S ίーε」と「஍Ҭ政ࡦ %S ίー
ε」を開設している。それに合わͤて、社会人受ೖれのためのಛผબൈ制度をಋೖした΄か、社会人が
ೖ学後にඞ要な基ૅ教ҭを学ͼ௚すリεΩリング基ૅ教ҭのಋೖやίーε新設にԠじた新規ΧリΩϡラ
ムの設計を進めている。また、社会人学生がۈ຿をଓけながら学Ґを取ಘできる࢓組みとするために、
ϋイフϨックε方ࣜによる科目受講や研究指ಋをՄ能としている。

ίーε設ஔのഎܠとల๬
全学、国立大学全ମにおける大学、ہには、部ܠにおいてリεΩリング教ҭを開࢝したഎ߈学専ࡁܦ

院教ҭのվฤをめ͙る状گが関連しているとݴえる。まず、国際社会科学෎全ମとして、ത࢜課程લ期
と後期で定員割れがଓいているという状گがあり、定員ॆ଍が部ہ全ମにとってのۓ٤の課題となって
きた。また、定員ॆ଍をཹ学生にґ存している状گをվળするため、大学院ೖ学ऀに઎める日本人学生
の割合をߴめるૂいから、学部における５年Ұ؏教ҭによる大学院進学のଅ進とซͤて、リεΩリング
対Ԡの新ίーεによるೖ学ऀの૿加を目ඪとしているとݴえる。

࣍に、全学的な観点でݟれば、本学の第４期中期目ඪ・中期計画（2022 ʙ 202� 年度）においてもࣔ
されているように、σータαイΤンε教ҭを活用して、多༷な学मূ໌プログラムの開設やΦンライン
講義の実施౳により社会人の学ͼ௚しを支援するという目ඪが͛ܝられている。本ίーεは、このよう
な全学的な目ඪに対Ԡしながら、社会人学生に対してより専門ੑのߴいσータαイΤンε教ҭによる知
ࣝやεΩϧをఏڙし、஍ݩ企業やࣗ治ମなͲに対して༏लな実ફ的人材を輩出することで、本学の஍Ҭ
連ܞに関するઓུ推進にݙߩすることが期଴されている。

さらに、これからの国立大学のあり方という全国的な観点として、中ԝ教ҭ৹ٞ会や国立大学ڠ会
が発දする౴ਃにࣔされるように、今後の大学院教ҭվֵにおいては、࣭のߴい大学院教ҭの推進と
ซͤて、幅広いΩϟリΞύεの開୓推進が重要な方向ੑとなっている。とくに国立大学ڠ会が 202� 年
度຤に発දした「わが国の将来を୲う国立大学の新たな将来૾」（202� 年３月 31 日）によれば、国立
大学が将来に向けてඞ要になる「知の総࿨」のҡ持・向্のための取組みとして、ཹ学生の受ೖれ૿
加、ത࢜取ಘऀの૿加、大学院進学཰の向্、研究ྗの向্、஍方創生΁のݙߩが͛ڍられており、そ
の中でリΧϨント・リεΩリング教ҭの֦ॆは֤取組みの中で重要なҐஔͮけとなっている。そのた
め、部ہや全学的なઓུとの関わりから進められてきたࡁܦ学専߈におけるリεΩリング教ҭは、今
後は国立大学の取組みの重要なபの 1 つとして発లさͤていくことが期଴されているとݴえるͩΖう。
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ίーεの಺༰
、学の専門ੑとࡁܦ、຿しながら学Ϳ社会人学生がۈのリεΩリング教ҭでは、企業౳で߈学専ࡁܦ

σータαイΤンεにඞ要な৘ใ処理・౷計分析能ྗを਎につけるためのΧリΩϡラムのఏڙをૂいとし
ている。

ʲࡁܦ %S ίーεʳ
・ത࢜課程લ期では、企業のௐࠪ研究৬や׭公ிの政ࡦ୲当౳で活用できる専門ੑのߴいεΩϧをຏく
ため、σータ分析のための基ૅであるࡁܦ਺学、਺理౷計、計ྔࡁܦ学を学Ϳとともに、専門科目（ܦ
する科目ڙ学෎がఏ޻౷計、਺理౷計学、ϛクロσータαイΤンε、マクロσータαイΤンε）や理ࡁ
も学मすることができる。
・ത࢜課程後期では、ߴ度なσータ分析εΩϧを用いた研究能ྗをҭ成し、企業のௐࠪ研究৬や׭公ி
の政ࡦ୲当౳で活༂できるߴ度な専門的৬業人を輩出するため、ߴ度なσータ分析を取りѻう専門科目

（౷計シεテム論研究、਺理౷計学研究、計ྔࡁܦ学研究、Ԡ用ϛクロ理論・౷計研究、マクロσータ
αイΤンε研究）の΄か、ࡁܦ %S ίーεのみに開講される科目（ࡁܦ分析とσータαイΤンε）も学
मすることができる。

ʲ஍Ҭ政ࡦ %S ίーεʳ
・ത࢜課程લ期では、஍Ҭ課題の実態分析やղܾࡦఏҊεΩϧをຏき、ࣗ治ମ実຿୲当ऀ、׭公ிの政
୲当౳で今後求められる஍Ҭ課題の分析ྗ・課題ղܾのためのఏҊྗを਎につけるため、σータ分析ࡦ
のための基ૅ教ҭを学Ϳとともに、஍方ࡒ政学、೶業政ࡦ、஍Ҭࡁܦ政ࡦ、社会෱ࢱ政ࡦ、国際環境ࡁܦ、
ࡦする専門科目を学मすることができる。また、஍Ҭ政ࢹ౷計なͲの஍Ҭの実態を重ࡁܦ %S ίーεに
おいてのみ、総合ԋश科目がಋೖされ、社会人同࢜による৘ใ共有機会をؚめた஍Ҭ政ࡦワークショッ
プをཤमすることができる。
・ത࢜課程後期では、σータ分析εΩϧやフィーϧυௐࠪεΩϧを݉Ͷ備えた研究能ྗをҭ成し、ࣗ治
ମ実຿୲当ऀ、׭公ிの政ࡦ୲当౳のߴ度な政ܗࡦ成能ྗのある人材を輩出するため、σータ分析のた
めのԠ用科目を学Ϳとともに、ൺֱࡒ政分析研究、現代೶業政ࡦ研究、現代஍Ҭࡁܦ政ࡦ研究、社会෱
ࡦする専門科目を学मする΄か、஍Ҭ政ࢹ研究なͲの஍Ҭの実態を重ࡁܦ研究、環境ࡦ政ࢱ %S ίーε
のみに開講される科目（஍Ҭ分析とσータαイΤンε）も学मすることができる。

以্の಺༰に加えて、社会人学生のॊೈな学ͼをอূする࢓組みとして、ϋイフϨックε方ࣜのत業
をಋೖしている。ϋイフϨックε方ࣜのत業は、ίロφՒのݧܦをܦて教ҭ現場に広まったत業方ࣜͩ
が、対໘方ࣜのत業を基本としながらも、受講生のر๬にԠじて ;oom や Teams なͲのΦンラインπー
ϧを活用した受講をՄ能としている。また、科目によってはत業಺༰をΞーΧイϒ動画౳でࢹௌする方
法も取りೖれている。社会人向けのリεΩリング教ҭを開࢝するに際して、໷ؒやٳ日にत業をఏڙす
ることも想定されたものの、教৬員や受講生のワークライフバランεもྀߟし、Φンラインπーϧのੵ
的な活用に支えられながら、ฏ日னؒ時ؒଳでのत業開講をܾ断した。多༷なಇき方が૿えてきていۃ
る今日、実際に、னؒ時ؒଳのत業に対໘で参加する社会人学生も、リΞϧタイム഑৴を通じて参加す
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る社会人学生もおり、多༷な学ͼ方が確認されている。
そのଞ、ೖ学後の 1 年࣍य़学期にΦンσマンυࣜܗで受講がՄ能な「リεΩリング基ૅ教ҭ」科目を

ෳ਺用意しており、大学院の学ͼ௚しを࢝めるにあたってはඞ要となるࡁܦ学で用いられるσータ分析
の基ૅ的な಺༰を学मすることができるΧリΩϡラムとしている。

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史9 0

リεΩリングڭҭͷ։࢝

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 88



େֶӃ.1EϓϩάϥϜʹ͍ͭͯ

MPE とは、ࡁܦ学専߈の Master`s Program conducted in English（ӳ語によるम࢜課程プログラム）
を指しており、以下ॱにઆ໌する PPT、I(S、ILP、"EBI、8$O の５つのプログラムと、I%B ঑学生
の受ೖれをแׅしていた。創設以来 MPE 委員会がこれら全ݸผプログラムの教຿、ް生、ೖ試、広ใ、
ব外、研मཱྀ行（'ield Trip）、ܦ理౳に責任をもって、本事業をӡӦした。֤プログラムຖにӡӦ委
員長が഑ஔされたが、１人の教員が݉任し、MPE 委員長とশされた。なお教ҭ಺༰について、MPE の
全プログラムは、参加ऀの΄とんͲが中ԝ政෎や஍方政෎のװ部ީิ生なので、専門的文ॻ࡞成能ྗの
向্を重ࢹして、म࢜論文をࣥචするύεのみをબ択Մ能としていた。

１ɽPPT（公共政ࡦとે੫）プログラム創設のܦҢ
199� 年に、ࡁܦ学研究科は、ӳ語によるम࢜課程の創設の検討ґཔを日本国大ଂল（当時）より受けた。

国੫ி੫຿大学ߍ（以下「੫大」とུす）での実຿研मの参加ऀを対象とする、ӳ語による２年ؒのम
࢜課程プログラムの設ஔが要๬され、「国੫ி・国際ે੫ཹ学制度」とশされた。当ॳは੫大の外国人
研म生を受けೖれる಺༰であったが、੫大と本研究科のؒの४備的な連བྷがଓく中で、世քۜ行（以下

「世ۜ」とུす）の঑学金制度に参加するܗをとることになった。すなわͪ、大ଂলが資金ఏऀڙとな
る「 JJ/8B(SP（Joint Japan/8orld Bank (raduate Scholarship Program、日本／世քۜ行共同大学
院঑学金制度）」を受けೖれるҊ΁とௐ整された。同制度は 19�� 年に創設され、Ԥ米や日本の大学なͲ
をϗεトߍとするम࢜課程教ҭが、ઌ行実施されていた。本学でも、すでに同年４月に、「インフラε
トラクチϟー؅理学ίーε」が JJ/8B(SP のम࢜課程として開࢝されていた。これは全学ମ制による
教ҭ事業であった（学生の所属は当ॳは国際ࡁܦ法学研究科）。ࡁܦ学研究科の教員も 93 年 10 月に発
଍した全学の४備委員会に参加していた。しかしながらࡁܦ学研究科୯ಠによるӳ語のम࢜課程の創設
とӡӦは、ଞ大学にྨྫࣅがগないとߟえられ、਺ϲ月にわたり、৻重に検討が進められた。

199� 年９月 2� 日のޕલにྟ時の研究科委員会がটूされた。ࢍ否྆論がଓいて、ਖ਼ࠒޕになっても
݁論にୡしなかった。࠷ऴ的にদ޺ݩ研究科長は、౤ථでੋඇを確定すべきと൑断した。౤ථの݁果ࢍ
成多਺となり、ӳ語によるम࢜課程の創設がܾ定された。੫大での実຿研मをؚΉ点から、プログラム
名は「PPT（PuClic Policy and TaYation、公共政ࡦとે੫）」と定められた。10 月２日の研究科委員会で、
ా代༸Ұ、若ਿོฏ、金ᖒ࢙உが、関係ॾ機関とのަব委員として任命された。ਝ଎に४備を進め、ื
ू、ೖ試બߟなͲをܦて、本学で２つ目となる JJ/8B(SP のम࢜課程が 199� 年度４月より開࢝された。

ಋೖをڧく推進した加ೲޛは、ॳ代の MPE 委員長（PPT 委員長）として、ӡӦにਚྗした。ೖ学し
た院生は、世ۜ঑学生（8orld Bank Scholars）とশされた。त業ͩけでなく、ӡӦ全ମがӳ語による
ため（঑学生との学຿Χウンター業຿や世ۜとのॾ連བྷをؚΉ）、ӳ語にת能なಛ任৬員やඇৗۈ৬員
を採用し（ωイティϒ・εϐーΧー１名をؚΉ時期がある）、「 MPE Φフィε」（通শ）をࡁܦ学部学
຿係のྡりに設ஔした。
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2ɽܖ໿ߋ新とఏڙ科目
第１࣍ܖ໿期ؒ（199� 年ʙ 2001 年）の３つのίーϗートについては、ຖճ 10 人を受けೖれる方ࣜの、

いわば完全ೖସえ制であったが、第２࣍ܖ໿（2002 年ʙ 0� 年）以߱、ຖ年５名の新ೖ生を受けೖれる
方ࣜとなった。このมߋを実現するため、ఏڙ講義਺は 2002 年度から大幅に૿加された。その後ܖ໿
໿（13ܖ後の第５࣍࠷。ଓしたܧりฦして本事業を܁新をߋ 年ʙ 21 年）では 10 月ೖ学に੾りସわった。

ఏڙ科目は、2019 年度ʙ 21 年度については、࣍の通りであった。「 Non-%egree $ompulsory $ourses 」
（ଔ業要݅ではないが、受講が義຿ͮけられたत業）として、Mathematics Gor Economists、$omputing Gor 
Economists、Basic Japanese 1、Basic Japanese 2、Special Topic Lectures が、「 ElectiWe $ourses 」（બ択科
目）として、Macroeconomics I、Microeconomics I、"pplied Microeconomics、Japanese $ulture and Society、
Economic Systems、PuClic 'inance、PuClic Economics 2、Statistics I、"pplied Econometrics、8orld 
Economy、"sian and "Grican Economies、International 'inance、International Economics and PuClic Policy、
"pplied International Trade、EnWironment and %eWelopment、TaY LaX oG Japan 1、TaY LaX oG Japan 2、
Economic %eWelopment、Economic Policy、Regional Strategies oG Economic %eWelopment、(loCal Economy 
and Multinational $orporations が、それͧれఏڙされた（全学ମ制の世ۜ IMP にఏڙする科目をؚΉ）。ま
た੫大での実຿研मとして Practicum Internship 1、同２があり、म࢜論文指ಋとして Thesis Instruction 1 と
同２がؚめられた（以্の全科目について୯Ґ਺は 2）。

मྃにඞ要な୯Ґ਺は、ࡁܦ学専߈಺のଞの EP と同༷の 32 ୯Ґで、ߏ成は、બ択科目から 2� ୯Ґ、
੫大での実຿研मが４୯Ґ、म࢜論文指ಋが４୯Ґであった。੫大の実຿研म―「国際研म」とশされ
る―は、通ৗは、࡛ݝۄ࿨光市の੫大本ࣷߍではなく、政ࡦ研究大学院大学（(RIPS、౦ژ౎۠ߓ）で
ఏڙされた。঑学生は、国際研मには、１年࣍の 10 月ʙཌ年３月まで໿６ϲ月ؒにわたりຖि月༵日
に通い、６月ࠒにリαーチ・ϖーύーの発ද会がࡒ຿ল本ল５階の国੫ி会ٞࣨで、੫大ଆの論文指ಋ
教員と本学ଆ教員（PPT 委員長΄か）が参加するܗで、開催された。これら以外に、３ധ４日ないし
２ധ３日の研मཱྀ行（'ield Trip）が、๺ւಓからԭೄまでຖ年多༷な஍Ҭで実施された（学生はࡏ੶
中に２ճ参加）。஍方ࣗ治ମのࡒ政課΁のヒΞリング、޻場ݟ学、஍Ҭの NPO 活動の取材、世քҨ ：ྫ）࢈
広ౡݪരυーム）のݟ学といった、課外ܕ教ҭが実施された。

３ɽPPT のԠืऀ਺およͼೖ学ऀ਺
創設時から࠷後のืूとなった 2019 年までのؒに、全世քから 1,��� 人のԠืがあり、ΞフリΧか

ら 91� 人（໿ �2ˋ）、ೆΞジΞから 3�1 人（໿ 20ˋ）、౦ΞジΞ・ଠฏ༸から 321 人（໿ 1�ˋ）という
を通じてߟによるೖ試બൈと世ۜによる঑学金対象ऀબ߈成ൺであった。本専ߏ 119 名がೖ学し、පؾ
なͲのわずかなྫ外をআいて、΄΅全員がमྃした。ೖ学ऀのߏ成ൺは、౦ΞジΞ・ଠฏ༸から �� 人

（໿ 3�ˋ）、ΞフリΧから 39 人（໿ 33ˋ）、ೆΞジΞから 2� 人（໿ 21ˋ）であった。PPT の 23 年ؒの
ೖ学ऀを国ผでみると、࠷も多いのはインυωシΞ（1� 人）で、その後フィリϐン（８人）、中国（̓人）、
ωύーϧ（̓人）、έχΞ（６人）、ジンバϒΤ（６人）、モンΰϧ（５人）、マラウイ（５人）とଓき、
合計 39 の国からೖ学ऀをܴえた。

ೖ学ऀの多くは、世ۜ加ໍ国で੫຿行政にܞわる若手・中ݎの׭྅であり、ે੫৚໿ަবなͲにおけ
る日本の国੫ிのΧウンターύートとしての活༂が期଴される。なお研究分野に進んͩमྃ生としては、
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インυࡒ຿ল出਎の঑学生が、世ۜのシχΞ・Τίノϛεトとして、202� 年現ࡏ活༂中である。

�ɽI(S、ILP、"EBI、8$O およͼ I%B　
世ۜ PPT プログラムを中֩として、ଞの外部資金系のम࢜課程プログラムが新設された。I(S（イ

ンυωシΞ政෎೿ཹݣ学生プログラム）、ILP（インυωシΞ・リンέージ・プログラム）、"EBI（"BE
イχシϟティϒの受ೖれプログラム）、8$O ঑学金プログラムである。これら以外に I%B ঑学金受څ
ऀを PPT で受けೖれた実੷がある。

事業である׺ॳの２つは、日本とインυωシΞの政෎ؒでక݁されたԁआ࠷ P)R%P（ProGessional 
)uman Resource %eWelopment Project、インυωシΞߴ౳人材開発プロジΣクト）によるもので、本
学とインυωシΞ政෎ B"PPEN"S（国Ո開発ল）のؒで資金受ೖれに関わる MOU（֮ॻ）をక݁し
た。このうͪ I(S は P)R%P- ᶘの下で 1999 年に開࢝したが、インυωシΞのે੫当ہのװ部ީิ生を
対象とし、੫大実຿研मをؚめた PPT の教ҭプログラムで対Ԡしたので、PPT と I(S は΄΅同じ教ҭ
಺༰であった。

ILP は 200� 年に開࢝した（本学΁の౸ணは院生の２年࣍にあたる 0� 年の９月）。インυωシΞ大
学ܦࡁܦӦ学部（研究科）およͼΨジϟマμ大学ܦࡁܦӦ学部（研究科）とのリンέージ・プログラ
ムであり、１年目はઌ方で講義を受講し、２年目は本ࡁܦ学専߈でत業の受講およͼम࢜論文のࣥච
を行うという಺༰である。大学ؒでは学術ڠ定（MOU）をక݁し、国際社会科学෎とインυωシΞ
B"PPEN"S とのؒで技術ڠྗڠ定（T$"）をక݁した্で、同学෎とઌ方の大学院研究科とのؒで、
ผのݸ MOU およͼ୯Ґ移సのϧーϧをؚΉ T""（Technical "cademic "greement）をక݁して、
事業を開࢝した。受ೖれ対象ऀはओに஍方政෎৬員であった。したがって੫大の国際研मには参加しな
いが、त業は PPT 科目からબ択ཤमした。

インυωシΞの国੫ிにあたる %(T（インυωシΞ語）の本ிでは、I(S と PPT のमྃ生਺े名が
。成しているܗのमྃ生として、１つのグϧープを߈学専ࡁܦ

"BE イ χ シϟティϒ（"Grican Business Education InitiatiWe Gor Youth）も JI$" 所؅事業 の１つ
で、日本政෎の TI$"%-7（ΞフリΧ支援計画の第５フΣーζ）のҰ環として 201� 年に創設された。
横浜国立大学のෳ਺の部ہが同঑学生を受けいれているが、ࡁܦ学専߈では受ೖれプログラムとして、

「"EBI："Grican Economics and Business InitiatiWe」を同年に新設した（੫大実຿研मはなし）。έχΞ、
ΤチΦϐΞ、φイジΣリΞから３人がೖ学し、ແ事मྃした。

8$O プログラムは、֤国関੫当ہのװ部ީิ生が対象であった。日本のࡒ຿ল関੫ہがఏڙする実
຿研मがプログラムに組み込まれ、঑学生はि１ճ参加した。

I%B ঑学金制度については、ϖϧーの国੫ிから１名を世ۜのྃղをಘて PPT で受けೖれ、੫大国
際研मに参加し、ແ事मྃした。同मྃ生は 2023 年８月に、日ൿؒの౤資ଅ進ϛッションでϖϧー政
෎の開発機関を代දして来日し、྆国ࡁܦの「Սけڮ」としても活༂している。
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ද̍ɹ.1&֤ϓϩάϥϜͷमྃੜ਺

プログラム名 開設年 ऴྃ年
受けೖれ

ίーϗート਺
मྃ生਺（人）

PPT 199� 2021 21 11�
I(S 1999 201� 10 ç3�
ILP 200� 2021 12 ç2�

"EBI 201� 2022 ç3 　3
8$O 2002 200� ç3 　�
I%B 2003 200� ç1 　1
合計 ʵ ʵ �0 192

஫：I(S は、国ՈؒϨベϧのԁआܖ׺໿の事৘により、200� 年ʙ 0� 年の � 年
ؒは中断していた。

�ɽまとめ
MPE はද１にࣔしたように、全プログラムで 192 人のमྃ生を輩出した。第２代 MPE 委員長はഡ

Ұ、ύーιンζ・クϨッグがॱに同৬を୲った。ӡӦ委員会やܓ࡚ࢁ、大հߐ࿠で、その後、有࣍৳ݪ
講義・म論指ಋにਚྗした教員はඇৗに多く、全員の名લをهすࢴ਺はないが、名༪教तに限定すれば、
ᅳ෎ాܡҰ、長୩部༐Ұ、খྛਖ਼人、২ଜതګ、໦࡚ਯのݙߩはಛචに஋する。

れ、そのこと׳の多くの教員が講義とम論指ಋを୲当する中で、教員ࣗ਎ӳ語のӡ用に߈学専ࡁܦ
によってւ外でのӳ語による学術発දや国際ジϟーφϧ΁の౤ࡌܝ・ߘに஄みがついたとߟえられる。
MPE は教ҭの国際化のみならず、研究業੷の世ք発৴の向্にもد与したといえよう。なおӳ語त業
のいくつかについては、国際ࡁܦ法学専ܦ、߈Ӧ学専߈、国際教ҭセンター（ཹچ学生センター）なͲ
のଞ部ہおよͼ学外の教員から講義୲当のྗڠをಘたことと、外部資金系プログラムによる事຿ྔの૿
大について、学಺֤関連部ॺの事຿方の理ղと多大なྗڠがಘられたことを໌هしておかͶばならない。
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I."1�I1I% ίʔε（ӳޠ E1ʮࡁܦࡍࠃʯ）

International Ph% Program in Economics（IPh%） に は 2013 年 の 開設以来、 ５つ の Paths（分
野）が設ஔされた。開設時には International Economics、LaCor Economics,　International Political 
Economy、$omparatiWe Economics の４つ の Paths が 設ஔ さ れ た。LaCor Economics は、2013 年 に
大৿義໌とۙ౻Ҁࢠの２名ମ制で開設されたが、ۙ౻Ҁࢠのଞ大学΁のҟ動により、path のܧଓがࠔ
೉となり、2019 年に International Economics ΁と、ߋに、2023 年に %ata "nalytics ΁と౷合された
が、日本語プログラムの講義とԋशもӳ語でఏڙすることにより、１名で学生の受けೖれをܧଓした。
$omparatiWe Economics は୲当教員２名の定年ୀ৬によりܧଓࠔ೉となり、2023 年に International 
Political Economy Path ΁と౷合された。

IPh% はখ規໛プログラムである。ද１は Path ผ・ೖ学年度ผにೖ学ऀ਺をࣔす。ೖ学ऀ਺の࠷も
多かった 201� 年と 202� 年ですら５名にཹまる。後ड़する、国අ঑学金のΦフΝーや߈めの広ใにもか
かわらずである。

IPh% ೖ学ऀ の ��� は International Economics Path に ू中 し て い る。2019―2022 年 の 期ؒ
に International Economics に ౷合 さ れ た LaCor Economics ΁ の ೖ学ऀ਺２名 を ࠩ し Ҿ い て も、
International Economics の学生਺は ��� に্る。開設当ॳの International Economics は ,　研究が国
際的にߴく評価されていた෌ӜӳҰ、ࠤ౻ਗ਼ོ、ύーιンζ・クϨッグらが୲当し、開設以લからӳ語
によるॆ実した教ҭ、研究指ಋମ制を整えていた。෌ӜӳҰのଞ大学΁のҟ動後は、シϡϨεタ・φゲ
ンυラがチームに加わり、今日にࢸる。

ද̍ɹ1BUI ผɾ年度ผ *1I%ೖֶऀ਺
2013 201� 201� 201� 201� 201� 2019 2020 2021 2022 2023 202� 計

" 3 2 2 3 3 1 3 1 � 0 1 � 2�
B 0 2 0 0 0 0 - - - - - - 2
$ - - - - - - - - - - 1 0 1
% 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3
E 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 - - �
計 � � 3 � 3 2 3 1 � 2 2 � 3�

Path ": International Economics
Path B: LaCor Economics （2019-2022 は " ΁౷合、2023-202� は $ ΁౷合）
Path $: %ata "nalytics （2023 に新設）
Path %: International Political Economy 
Path E: $omparatiWe Economics （2023- は % ΁౷合）
International Economics のू٬ྗは、ࠤ౻ਗ਼ོとύーιンζ・クϨッグの２名のݙߩが大きい。ද

２は責任指ಋ教員ຖのྦྷੵ指ಋ学生をࣔす。この２名はそれͧれ計 10 名の学生を指ಋして来ている。
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ද2ɿ੹೚ࢦಋڭһผೖֶऀ਺
責任指ಋ教員˞ 指ಋ学生਺
ਗ਼ོ౻ࠤ 10
ύーιンζ・クϨッグ 10
大৿義໌ �
シϡϨεタ・φゲンυラ �
Ұܓ࡚ࢁ 2
খྛਖ਼人 1
২ଜതګ 1
岡部७Ұ 1
Ԟଜߝ༤ 1
࣍ܙ઒ࢯ 1
ҏूक௚ 1
৓୏ډ 1
੢઒ً 1
計 3�

˞मྃ時、আ੶時の責任指ಋ教員、ࡏ学生については 202� 年 11 月時点の責任指ಋ教員

IPh% は、開設時から国අཹ学生༏ઌ഑ஔプログラムに採択され、ࣗらがબͿ２ʙ４名のೖ学生に対
して国අཹ学生঑学金をΦフΝーできた。当ॳは、これが༏लな学生の֫ಘに役立つとߟえられたが、
現実はݫしかった。༏लな学生は、大ؗ࢖推નの国අ঑学金、ࣗ国政෎、国際機関、಺外の競合大学な
Ͳから঑学金をΦフΝーされており、出ऀئ਺、ೖ学ऀ਺が௿໎する中、国අ঑学金の഑分枠をফ化で
きない事態にසൟにؕった。

IPh% は、開設લ年度からҰ؏して「߈めの広ใ」を行って来た。8eC αイトからの৘ใ発৴はもͪ
Ζんのこと、開設当ॳから਺年ؒは、年ؒ਺ඦສԁを౤じ、಺外のཹ学৘ใαイト、新ฉなͲに広ࠂを
定大学にϒロシϡΞ、ポεターを送෇した。また、国際社会科学研究科मྃ生が教員をしてڠ、しࡌܝ
いるΞジΞݍの֤大学や、教員の国際共同研究の相手がࡏ੶する大学౳に大৿義໌がෝき、進学આ໌会、
໛ٖ講義、大学 7IP との࠙ஊ、学生の出ئや推નのґཔを行った。また、ຖ年、ΞジΞ֤஍で開催さ
れる日本ཹ学フΣΞにも参加し、本学ϒーεを๚れるཹ学ر๬ऀの相ஊに対Ԡし、開催౎市やۙ߫のڠ
定大学、ଞ大学、ϗテϧなͲで YNU %ay を開催し、進学આ໌会、໛ٖ講義、若手教員೿ݣに係る大学
7IP とのަব、ڠ定のఏަܞবなͲを行って来た。౦ೆΞジΞ、౦ΞジΞݍで๚れていないのは、๺ே
઱、台࿷、フィリϐンの３か国のみである。

しかし、Ͳこを๚れてもཹ学生の受けೖれにੵۃ的なւ外の大学や日本のࢲ立大学にৗにઌをӽされ
ているײが否めなかった。༏लな学生に対して国අ঑学金のજࡏ的ΦフΝーの࿩をしても、競合大学の
リクϧーターが現஍でೖ学と঑学金を同時ΦフΝーしており、উつ術がなかった。௿໎する本学の国際
大学ランΩングもো害となった。Ԥभの大学ؒの学生のྲྀ動化をଅ進する Erasmus 計画のΞジΞ൛が
進行する中、これに参加しない本学が取り࢒されていくのも௧ײした。

こうして、広ใのターゲットは、競合大学が目を෇けていない֤国のトップߍではない大学΁とઓུ
的に移行して行った。これらの大学には、֤国のトップߍやւ外の大学でम࢜߸を取ಘしたがത࢜߸は
ະ取ಘである若手教員がҰ定਺いる。しかし、ަবにはڠ定క݁から࢝めるඞ要が生じている。ڠ定క
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݁にはマッίーϨー・ΞϨクαンμー、ύーιンζ・クϨッグ、ܓ࡚ࢁҰらがݙߩした。
IPh% मྃ生 2� 名の中、໿ 1/3 に当たる９名が大学の研究৬（ւ外８名、日本１名）、４名がଞの研

究機関やシンクタンクの研究৬（ւ外３名、日本２名）、１名が国際機関（世քۜ行）、３名がւ外の中
ԝۜ行と政෎機関、２名が日本の民ؒ企業、１名が日本の NPO にबいている。

IM"P（International M" Program in Economics）は、IPh% の 開設 と 同時 に MPE を ฼ମ に খ
規໛プログラムとして開設され、MPE のด࠯に൐い、2023 年にด࠯された。そのؒ、International 
Economics Path を中心に 23 名の学生がࡏ੶した。

मྃ生らに対するΞンέートௐࠪからは学生αポートがॆ実していた༷ࢠが࢕える。ੴ౉ࢠܓは、ཹ
学生୲当教員として IM"P、IPh% 生の日本での生活্の༷ʑなχーζに਌਎になって対Ԡした。ਂᖒ
঵ࢠの཰いる大学院学຿係৬員らのྗڧ、かつ、ॊೈなαポートなしには、開設४備と開設௚後の࠷も
೉な時期を৐りӽえることはできなかった。ྺ代の係৬員らのαポートに対する学生らの評価はとてࠔ
もߴい。࠷後に、ࡾҪ 7-net のϘランティΞの方ʑは、学生らにҟ文化ମݧの機会の਺ʑをఏڙし、日
本での生活の࣭をߴめることに大きくݙߩした。
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େֶӃࣾ会ਓઐमίʔεɾ

横浜ϏδωεεΫʔϧ（:#S）のల開

１ɽフΝイφンε・ΞΧウンティング専मίーεのվ組（2009 年）
200� 年４月、ܦӦ学専߈マωジメント専मίーε６名、会計・ܦӦシεテム専߈フΝイφンε・Ξ

Χウンティング専मίーε６名、合計定員 12 名のビジωεεクーϧが開設された。લऀは企業活動の
全ମ的౷合化にඞ要な知ࣝを持つ人材ཆ成を目指し、後ऀはフΝイφンε分野、なかでも企業年金問題
に関する専門知ࣝを持つ人材ཆ成を目指してきた。このうͪ、フΝイφンε・ΞΧウンティング専मίー
εの目的を 2009 年４月より「リεクの૿大に対Ԡして、フΝイφンεと会計の༥合ྖҬ（年金分野も
ؚΉ）でߴ度な専門ੑを発شする人材のҭ成」にมߋし、企業フΝイφンεを中心テーマとするίーε
に発లさͤることになった。これは、YBS の開設以来、ܧଓして「年金の専門Ոや、年金のことがわ
かるӡ用やࡒ຿の専門Ոのҭ成」をਤってきた݁果、その役割をे分に果たすことができたとߟえ、年
金分野をؚんͩフΝイφンεに関する幅広い知ࣝをमಘできるΧリΩϡラムにվฤするためである。

これに൐い、企業年金にಛ化したत業科目をٳ講し、2009 年ٴͼ 2010 年から新たに企業金༥関連科
目を新設した。また、企業フΝイφンεを中心テーマとすることに関連して、ॅ༑৴ୗۜ行ࣜג会社に
よるد෇講座のఏڙを受けた。

フΝイφンε・ΞΧウンティング専मίーεにおけるԋशの進め方は、それまでと同༷、１年࣍には
研究分野のҟなる２人の教員が共同して指ಋにあたるが、２年࣍からは中心テーマ（「企業フΝイφン
ε」）の΄か、関連テーマ（「ূ݊ӡ用」ຢは「企業年金」）もબ択Մ能とした。したがって、２年࣍の
ԋश୲当教員はબ択されたԋशテーマに分かれて֤教員が指ಋするମ制をとった。たͩし、中心テー
マである企業フΝイφンεについてはそのྖҬが広いことから、２年࣍も２名の教員による指ಋମ制
をとった。۩ମ的には、2009 年度１年࣍のԋशについては、ઙ野߂޾とेޒཛྷଇ෉の２名で୲当した。
２年࣍からر๬するऀについては、中心テーマである「企業フΝイφンε」ྖҬの研究に代えて、関連
テーマである「ূ݊ӡ用」（ઙ野߂޾୲当）ຢは、「企業年金」（ޱࢁम୲当）のྖҬの研究をબ択する
ことができるようにした。

２ɽマωジメント・専मίーε΁のҰ本化
2011 年当時、大学院のվ組において、将来的に会計・ܦӦシεテム専߈をܦӦ学専߈に౷合してͻ

とつにू໿するߏ想があり、YBS も実࣭的にίーεをͻとつにすることになった。
YBS のಛ௃は、研究テーマをಛ定した্で学生をืूし、ԋश重ࢹのগ人਺教ҭを行うという点に

ある。मྃ認定にඞ要な講義科目は 10 科目（20 ୯Ґ）とগないものの、म࢜論文に相当するプロジΣ
クトใࠂॻ論文のఏ出が義຿෇けられている。

また、YBS の学生に対するΞンέートやヒΞリングの݁果や、『日ܦΩϟリΞマΨジン』のビジωε
εクーϧ学生ຬ଍度ௐࠪ݁果（当時）から、２名の教員が組んでͻとつのԋशを୲当するೱີな指ಋମ
制はߴく評価されていると൑断できた。したがって、これら YBS の基本的な枠組みをҡ持しつつ実施
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していくඞ要があり、その中֩として２名の教員によるԋश中心のগ人਺教ҭはมߋすべきではないと
いう݁論にࢸった。

以্より、2012 年度以߱は、YBS ではフΝイφンε・ΞΧウンティング専मίーεをマωジメント
専मίーεに౷合し、ԋशテーマに基ͮくืूを行うこととなった。たͩし、受ݧ༧定ऀが計画的に出
をڙできるように、３年程度の期ؒ（ืू年度をؚΉ）について、ԋशテーマに関するద੾な৘ใఏئ
行うඞ要がある。このため、YBS のԋशに関しては、ืू年度より後の２年ؒについても、大枠のԋ
शテーマと開講責任教員（֤ԋशテーマにつき 1 名）をܾめておき、持ଓੑのߴい安定したӡӦを確อ
することとした。なお、テーマ公開のεέジϡーϧについては、ຖ年実施されていたΦープンΩϟンύ
εでのઆ໌会開催時期（８月）にর४を合わͤて、設定した。

これに൐い、2012 年度以߱の学生ืू要߲は、「専मίーεにはຖ年２つのԋशテーマを設け、学部
でඞずしもܦӦ学を学んͩऀのみを対象とͤず、多༷なバックグラウンυを持った社会人に広いࢹ野で
教ҭを行う」とվめられた。

֤講義科目についてはݪଇとしてෳ਺名が୲当Մ能なମ制としྠ൪制で講義を୲当（ຖ年開講科目）
する΄か、講義୲当ऀのෳ਺確อが೉しい科目については、講義ࣗମをִ年開講（ִ年開講科目）とし
た。たͩし、リαーチ・メιッυについては、ै来通り、ԋशを୲当する４名によって開講することに
なった。

３ɽランυマークタワーのαテライトΩϟンύεഇࢭ
ް生࿑ಇলによれば、2019 年 12 月 30 日に中国෢׽市においてݪҼෆ໌のウイϧεੑഏԌの発生に

関して෢׽当ہが発දを行った。2020 年１月 1� 日には日本国಺でॳの新ܕίロφウイϧεײછ঱ऀױ
が確認され、４月̓日には、新ܕίロφウイϧεײછ঱に関するॳのٸۓ事態એݴが発出された。

本学では全学的に、2020 年度、新ܕίロφウイϧεײછ֦大๷ࢭの観点から、ೖ学ࣜを中ࢭすると
ともに、य़学期のत業開࢝日を５月̓日 	 ໦ 
 にԆ期し、त業も当ॳは全໘的にΦンラインのみとなっ
た。その後、「ٸۓ事態એݴ」ٴͼ「ݝҬをӽえた移動のࣗॗ」ղআを受けて、「ଔ業・मྃ༧定ऀを対
象としたଔ業・मྃにඞਢなत業（実श・実ݧ౳）」について「୹時ؒ、分ࢄ化なͲにより対໘実施Մ能」（「ݝ
Ҭをӽえた移動ࣗॗのղআを受けた本学の対Ԡについて」６月 2� 日）となった。以্を受けて、YBS
のฏ日のत業もΦンラインとなり、ԋशについてはײછ঱対ࡦをしたうえで対໘によるԋशも実施され
たが、Φンラインによる参加もՄ能とした。

ྫ年３月に開催されるプロジΣクトใࠂ会は、YBS2 年生の研究成果ใࠂの場と、YBS मྃ生のަྲྀ
という役割を୲っている。しかしながら、ίロφウイϧεײછ対ࡦとして、2020 年度については、プ
ロジΣクトใࠂ会の対໘での参加は YBS2 年生とԋश指ಋ教員に限ることとし、そのଞの参加ر๬ऀに
ついてはΦンラインをซ用したϋイϒリッυによる開催となった。

また 2020 年度に、YBS1 年生にत業ܗ態のر๬についてΞンέートをとったとこΖ、講義科目につ
いては、対໘त業よりԕִत業のൺ཰がߴいことをر๬するճ౴が多かった。

また、ඇৗۈ講ࢣからはԕִत業であれば୲当Մ能というճ౴もあった。たͩし、ԋश科目について
は、対໘त業を๬Ή੠が多くあった。

以্より、2021 年度についてもҾきଓき、ฏ日のत業でみなとみらいΩϟンύεは࢖用されず、Φ
ンラインत業となった。なお、౔༵日のत業とԋशについては、ײછ঱対ࡦをしたうえで、ৗ൫台Ωϟ

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 9 9

େֶӃࣾձਓઐमίーεɾԣ඿ϏδωεεΫールʢ:#4ʣͷల։

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

第
2
章

経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
大
学
院
国
際
社
会
科
学
府
の
あ
ゆ
み

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 97



ンύεにおいて対໘त業を行った。またプロジΣクトใࠂ会については、2021 年度もϋイϒリッυに
よる開催となった。たͩし、ίロφウイϧεの状گがམͪணいてきたこと、ならͼに、YBS मྃ生のωッ
トワークをҡ持することをྀߟして、YBS मྃ生も対໘参加の対象にؚめることになった。

2022 年度のत業ମ制では、લ年度と同༷のମ制をҡ持することになり、みなとみらいΩϟンバεの
あり方について検討するඞ要が生じた。みなとみらいΩϟンύεは、YBS 創設以来、横浜ランυマー
クタワーにαテライトΩϟンύεとして設ஔされ、通学のརศੑもؚめ YBS を象௃する存ࡏであった
といえる。しかしながら、みなとみらいΩϟンύεをҡ持するために相Ԡのίεトがかかること、それ
にも関わらずίロφウイϧεがྲྀ行する以લから࢖用ස度が多いとはいえないこと、さらに当時はײછ
঱対Ԡもあり࢖用ස度がۃめてগないこと、「対໘でのσィεΧッションを重ࢹするԋश」をআく通ৗ
のत業はΦンラインで実施Մ能であること、Φンラインでのत業開講によって社会人学生がୀۈ後にみ
なとみらいΩϟンύεまで移動するඞ要がなくなることといった理由から、2023 年３月をもってみな
とみらいΩϟンύεをഇࢭした。

その後 202� 年現ࡏまで、YBS では、ฏ日月༵日から金༵日はΦンラインでのत業（1�:�0 ʙ 21:00：
１ίマ）、౔༵日のत業やԋशはৗ൫台Ωϟンύεで対໘त業（9:�0 ʙ 1�:00：３ίマ）を実施するମ制
となっている。

横浜ビジネススクール開講演習一覧（2004～ 2024年度）
年度 テーマ ୲当教員

200� 年度
Ӧઓུと業੷評価ܦ ٢઒෢உ、૔݈࢚ࢁ
企業年金のӡ用と制度設計 ઙ野ޱࢁ、߂޾म

200� 年度
知ࡒઓུと商඼開発 岡ాґཬ、୩஍߂安
企業年金のӡ用と制度設計 ઙ野ޱࢁ、߂޾म

200� 年度
価஋創造のためのઓུܦӦ ࢤपೋ、ໜ֞広ޱߔ
企業年金のӡ用と制度設計 ઙ野ޱࢁ、߂޾म

200� 年度
イノベーションܦӦとઓུ会計 中ଜത೭、ਅು੣࢘
企業年金のӡ用と制度設計 ઙ野ޱࢁ、߂޾म

200� 年度
Ӧઓུと企業มֵのマωジメントܦ 岡పࢁ、૔݈࢚ࢁ
企業年金のӡ用と制度設計 ઙ野ޱࢁ、߂޾म

2009 年度
Ӧઓུとܦ $SR ໜ֞広ࢤ、ീ໦༟೭
企業フΝイφンεと会計の༥合ઓུ ઙ野ेޒ、߂޾ཛྷଇ෉

2010 年度
イノベーションとマーέティングのઓུ的౷合 岡ాґཬ、୩஍߂安
企業フΝイφンεと会計の༥合ઓུ Ҫ্ప、ᜊ౻ਅ࠸

2011 年度
グローバϧ時代のマωジメント・シεテムߏ࠶ங：日本企業の࠶生 中ଜത೭、ϔラー・μχΤϧ
年金制度のӡӦ・企業ࡒ຿と年金会計 ೭޺म、ઘޱࢁ

2012 年度
Ӧઓུと組織のมֵマωジメントܦ 岡పࢁ、૔݈࢚ࢁ
事業࠶ฤにおけるࡒ຿ઓུ ৿ా༸、大༤ஐ

2013 年度
価஋創造のઓུ・組織と会計 ਅು੣࢘、ݡڮߴ
ビジωεイノベーションを設計する നҪࠤ、໌޺౻྄

201� 年度
グローバϧ化と日本企業 ࣲా༟通、ϔラー・μχΤϧ
企業価஋評価と会計・フΝイφンε رढ़༤、ҏ౻有ݪ
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201� 年度
イノベーションによる企業成長：ઓུと組織マωジメント Տ野ӳࢠ、ਅು੣࢘
価஋共創のためのઓུ的マーέティング・σータ分析 ௽ݟ༟೭、本ڮӬࢸ

201� 年度
化とマωジメント・シεテム・リσβインڧ業競争ྗの࢈ 中ଜത೭、ࢠಸԝࢤو
αεテφビリティ時代のܦӦઓུ ീ໦༟೭、ࣲా༟通

201� 年度
成ख़社会におけるビジωεモσϧ：組織、ઓུ、市場の࠶定義 ℧ేხ、大পխ໵
αプライチΣーンの競争ઓུとイノベーション দҪ美थ、ా名部ݩ成

201� 年度
組織イノベータの採用・ҭ成・活用：組織と社会のֵ新に向けて ෰部ହ޺、ਅು੣࢘
価஋創造ઓུのためのܦӦと会計 ϔラー・μχΤϧ、ݡڮߴ

2019 年度
グローバϧ・ビジωεのઓུとίントローϧ：その進化とల๬ ஛಺ཽհ、中ଜത೭
ফඅऀ行動とマーέティングઓུ―行動科学ˍࡁܦ学によるσϡΞ
ϧΞプローチ―

৿ా༸、ߴ本ࣉ

2020 年度
ֵ新のための組織とઓུᴷ I$T 時代の処方ᝦを୳る 安߂岡ప、୩஍ࢁ
価஋創造εトーリーの実現に向けたリεクマωジメント લࢁ政೭、大༤ஐ

2021 年度
社会的課題とイノベーション : 組織・ઓུの࠶定義 Տ野ӳࢠ、大পխ໵
σジタϧมֵとビジωε価஋ʙ認ࣝ科学と設計科学の౷合 ా名部ݩ成、∁ਢ༔հ

2022 年度
企業のμイバーシティˍインクϧージョン 	%�I
 ઓུ：人的資؅ݯ
理論 	)RM
 と組織行動論 	OB
 からのΞプローチ

ೋਆࢬอ、ࠤʑ໦लߝ

αεテφビリティ時代における価஋創造ઓུとίϛϡχέーション 大৿໌、ݡڮߴ

2023 年度
イノベーションのීٴઓུ ਅು੣࢘、横ᖒ公ಓ
日本ࣜΦϖϨーションの࡯ߟ࠶ ૔ాٱ、ླ໦定ল

202� 年度
持ଓ的な競争༏Ґのためのઓུと組織มֵ 岡పࢁ、ࢠҪ文ߴ
社会課題ղܾに向けた価஋共創ʵෆ確実ੑの時代におけるビジωε
シεテム

大༤ஐ、஛಺ཽհ
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՚౦ൣࢣେֶ（தࠃ）との.#"ϓϩάϥϜʹؔ͢Δ

֮ॻక݁ɺμϒϧσΟάϦʔڠఆక݁

全学的にもそうであるが、本学国際社会科学෎は中՚人民共࿨国（以下中国）から多くのཹ学生を受
けೖれている。その研究指ಋの成果としてमྃ生が฼国中国にて教員として活༂する事ྫもগなくない。
中国において重要ࢹされるߴ౳教ҭ機関のҰつ、՚౦ൣࢣ大学においても本学मྃ生が活༂しており、
。系、法཯系、国際社会科学研究院全ମにて活発なަྲྀがଓいているࡁܦӦ系に限らずܦ

こういった中、研究ऀؒのݸผ的なަྲྀや՚౦ൣࢣ大学 MB" 生の日本΁の関心のߴさをഎܠとし、
当時のܦӦ系長ീ໦༟೭ओಋの下 2009 年 12 月 1� 日に当大学 MB" 教ҭセンターと本学ܦӦ系とのؒ
で MB" 共同事業に関する֮ॻがަわされた。それは૒方のւ外研मの支援に関する共同事業であり、
大学から年度຤の時期ൣࢣ学、企業๚問がओな߲目である。この݁果、՚౦ݟにおける公開त業のߍ྆
に学生が来日し、Ұ方で本学からはळ学期開࢝௚લに学生が্ւに೿ݣされた。さらにڧい要๬の下、
本学ܦӦ系は事業のҰ部として্ւにおける出ு講義を実施している。՚౦ൣࢣ大学にてબൈされ来日
する学生は 20 人程度で、日本企業のビジωε΁の関心のߴさがうかがわれる。来日した学生のҰ部は
ӳ語のみならず日本語によるίϛϡχέーションྗもߴく講義や๚問ઌ企業との意׵ަݟにて活発なަ
ྲྀが行われている。本学から೿ݣされるܦӦ系の学生は਺がগないものの、ओに横浜ビジωεεクーϧ
の学生が９月の時期に研मに参加し、ٸ଎にม化するビジωεの現場࡯ࢹや関連講義に学生が೤心に参
加している。以্の共同事業に計 30 人ۙくのܦӦ系教員がݙߩしている。

Ӧ系長৿ా༸ओಋの下、学ܦまり、当時のߴに関心がܞい連ڧが進Ή中、྆大学ではҰ૚のྲྀަه্
生のࢹ野を広͛るとともに大学を通じた国際ྗڠをߴめるため、྆大学は 201� 年９月 22 日に MB" μ
ϒϧσィグリー・プログラムを実施することに合意した。学生の受けೖれ্限਺は２人とܾして多くな
いがొ࿥された学生はプログラム期ؒ中྆大学の学生となり、研究指ಋମ制も྆大学の制度をצҊした
ॊೈなシεテムとした。՚౦ൣࢣ大学はळに新学期、本学はय़に新学期が࢝まることから学຿্の技術
的ௐ整౳のඞ要もあったが、ܦӦ系学຿の৬員からのΞイσΞもあり、本学全学的制度と整合するプロ
グラムとなっている。プログラム開࢝以߱計 13 名の՚౦ൣࢣ大学 MB" 生を受けೖれており、年度͝
とでは 202� 年４月ೖ学の１人をআきຖ年্限の２名となっている。ύートタイム MB" であるੑ֨か
ら೿ݣは༰қではないが、日本からは横浜ビジωεεクーϧ生が１人 201� 年にೖ学、プログラムをम
ྃ後において教員として中国の大学΁のब৬を果たしている。
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೔ӽେֶେֶӃम࢜՝ఔӡӦ΁のࢀը

（؅ཧϓϩάϥϜۀا）

200� 年 7ietnamese-(erman UniWersity の開学、 2009 年の 7ietnam-'rance UniWersity ともݺばれ
る UniWersity oG Science and Technology oG )anoi の開学にଓき、201� 年にベトφム社会ओ義共࿨国

（以下ベトφム）のट౎ϋノイにて、日ӽ大学（7ietnam Japan UniWersity）が開学した。日ӽ大学は
౦ژ大学、大阪大学なͲ日本の大学がύートφーߍとしてそれͧれのプログラムӡӦにܞわる公立大学
である。本学国際社会科学研究院ܦӦ系もम࢜課程のҰつ、企業؅理プログラム（MB"）とݺばれる
ビジωεεクーϧのӡӦにܞわることとなった。ベトφムは当時ॾ外国との連ܞによってւ外のߴ౳教
ҭをಋೖし、グローバϧなߴ度৬業人およͼ研究ऀのҭ成を推進していた。日ӽ大学はそのҰつとして
日本とベトφム྆国の政෎ؒ合意により実現したものである。開学以߱しばらくのؒ、日本の֤大学は
国際ྗڠ機ߏ 	JI$"
 との業຿委ୗܖ໿によりプログラムӡӦ౳の業຿を行うこととなっている。

201� 年４月、国際社会科学研究院ܦӦ系はビジωεεクーϧに相当する日ӽ大学企業؅理プログラ
ム（MB"）のӡӦにܞわることをܾ定し、ܦӦ学専߈社会人専मίーε（横浜ビジωεεクーϧ）の
して定員規໛がܞを基に、ベトφムଆ専任教員と連ݟでഓわれた知ݧܦ 1� 名程度のプログラムをӡӦ
している。ベトφムでは新ڵ大学によりビジωεεクーϧが相࣍ぎ設ஔされ、その競争がܹ化している
が、そのような中、本学国際社会科学研究院ܦӦ系はύートφーߍとしてグローバϧεタンμーυを౿
まえた MB" 教ҭをఏڙするのみならず、Χイθンやものͮくりといった日本企業のݧܦや知ݟを学Ϳ
機会、日本企業の࡯ࢹの機会もఏڙしࠩผ化をਤっている。また日ӽ大学のݦஶなಛ௃として、学生は
２年࣍にインターンシッププログラムという名の下、日本に来日しҰ定期ؒύートφーߍで学Ϳことが
できる。企業؅理プログラム（MB"）では、学म中の日本語を実ફする場がఏڙされるとともに、日
本のビジωεやそのഎ後にある日本的文化も学ͿことがՄ能となっている。݁果、多くのमྃ生が日本
企業ベトφム現஍法人におけるब࿑ݧܦを持ͪ、若ׯ名ではあるもののҰ部のमྃ生が日本国಺で採用
されている。またത࢜課程進学をر๬するऀもおり、１期生मྃ生１名が本学国際社会科学෎ത࢜課程
後期をमྃした後教員として日本国಺ࢲ立大学΁のब৬を果たしている。202� 年 10 月１日時点では、
ผの１期生１名、５期生１名が本学ത࢜課程後期にࡏ੶し研究を進めている。日ӽ大学は当ॳは MB"
をؚΉ６つのम࢜課程プログラムのみでεタートしたが、その後ത࢜課程、２つの新しいम࢜課程プロ
グラム、学部の設ஔにより֦ॆが進んでいる。
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άϩʔόϧɾϏδωευΫλʔ E1開ߨ

国際社会科学෎のത࢜課程後期・ܦӦ学専߈では、グローバϧ・ビジωευクター EP（Education 
Program）を開講している。これは、国際社会科学研究科時代の 2009 年より、ܧଓして教ҭプログラ
ムとして実施されているものである。この実施にあたっては、社会人向けの大学院である、横浜ビジω
εεクーϧ 	Yokohama Business School� YBS
 での教ҭが大きく関連している。202� 年に 20 प年をܴ
えた YBS では、ຖ年、ത࢜課程後期進学ر๬ऀがおり、この EP 開࢝以લから、ത࢜課程લ期मྃ後
に進学して研究を行っていた。このような状گで、この EP 開࢝以લには、社会人のത࢜課程後期の大
学院生のためのମ系立った教ҭの࢓組みはなく、研究ऀをࢤ向するҰൠ大学院生と社会人大学院生がࠞ
で、講義や研究が行われていた。そこで、このような社会人であるത࢜課程後期の大学院生گする状ࡏ
の研究ྗ向্のための教ҭプログラムが、このグローバϧ・ビジωευクター EP である。

この EP の設ஔのझࢫとしては、有৬ऀߴ度専門৬業人のཆ成、すなわͪ、ビジωευクターをཆ成
し、社会に広く有ҝな人材を輩出することであった。このことにؑみ、ビジωευクターཆ成に向けた
教ҭの࢓組みがߏஙされた。ೖ試においては、実຿ݧܦを重ࢹし、論文৹ࠪ、ӳ語、ޱड़試ݧを課して
いる。本学の YBS मྃऀについては、಺部進学試ݧ（ίンプリϔンシϒΤクβϛωーション）を実施
して、ԁ׈なܧଓ的研究に向けた進学ができるようにしている。ೖ学ऀについては、当ॳのೖ学時点に、
3 年ؒの࠷୹のࡏ学期ؒと同Ұのत業ྉで６年ؒまでࡏ੶Մ能となる長期ཤम制度を推঑するなͲ、日
ৗ業຿を行いつつ、༨༟をもって研究をܧଓできる環境ͮくりに୲当教員がੵۃ的にྗڠしている。講
義科目のཤमにおいては、৬຿に関連した研究で୯Ґ取ಘできる、フィーϧυワークやリαーチ・プラ
クティΧムのੵۃ的受講をקめている。フィーϧυワークでは、国಺外でのௐࠪ、実श、研मなͲにより、
リαーチ・プラクティΧムでは׭࢈学共同研究、国際共同研究、ւ外フィーϧυワーク౳のプロジΣク
トܕの研究実ફにより୯Ґ認定される。このため、े分に৬຿ݧܦでಘた知ݟを研究に活用できること
となっている。このようなԁ׈な୯Ґ取ಘとෳ਺教員によるूஂ指ಋମ制により、ߴ度専門৬業人の研
究਱行能ྗの向্がਤられ、プログラム受講ऀࣗ਎を取りרく༷ʑな環境をྀߟして設定する研究εέ
ジϡーϧにԠじて、長期ཤमのࡏ学期ؒ中に、第１࣍中ؒใࠂ、第２࣍中ؒใࠂ、༧備৹ࠪをܦて、ത
࢜論文ఏ出による࠷ऴ৹ࠪを受け、ത࢜（ܦӦ学）がत与されている。

プログラム受講ऀは、有৬ऀとして研究を行っているが、ܧଓして所属企業での活༂を果たす学Ґ取
ಘऀがいるҰ方で、実຿Ո教員あるいはҰൠの教員として、大学において教ҭ・研究に取り組Ή学Ґ取
ಘऀもいる。グローバϧ・ビジωευクターとして理論と実຿をՍڮする存ࡏとなり、多方໘での活༂
がݟられる。本学の理೦の１つである、「実ફੑ」を۩現化する有意義な教ҭプログラムとして実施さ
れている。
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ӳޠ E1	 ೔ຊతܦӦ 
 開ߨ

国際社会科学研究科の 2013 年度のվ組により、ै来、ത࢜課程の大学院生は、国際開発専߈と企業
シεテム専߈の２つの専߈のいずれかに所属してܦӦ学を研究していたが、それをҰݩ化し、ܦӦ学研
究を行うത࢜課程後期の所属ઌは国際社会科学෎のܦӦ学専߈となった。それに൐い、վ組により国際
社会科学෎のܦӦ学専߈では、それまで存ࡏしなかった、教員がӳ語で講義、ԋशなͲ行う、ӳ語によ
る教ҭプログラム 	 ӳ語 EP
 の開講を 2013 年 10 月ೖ学ऀより行うこととした。このӳ語 EP である「日
本的ܦӦ 	Japanese Management
 」プログラムは、当時、世ք的に஫目される「日本的ܦӦ」を研究・
教ҭの中心にਾえた、ւ外からのཹ学生向けのӳ語による教ҭプログラムとして開講された。

教ҭ方਑は、グローバϧなల開をଓけるܦӦの実ફにࠜ෇いた現実ద合ੑのߴい理論的基൫を持つߟ
ߴӦ学のྖҬおよͼ関連ྖҬについて、国಺外においてܦ、能ྗを持つ人材ཆ成であった。すなわͪ࡯
く評価されるߴ度なܦӦ学の専門ੑを਎につけ、ਂくܦӦ事象の研究を目指す人材や国際的なܦӦ実຿
にܞわる人材のཆ成を目指した。そのためのೖ学試ݧでは、学科（ӳ語、専門科目）、ٴͼޱड़試ݧで
評価することとした。ೖ学後は、ඞम科目８୯Ґ、ԋश科目 12 ୯Ґ、合計 20 ୯Ґをमಘすることとし
た。࠷ऴ的な研究成果であるത࢜論文の完成に向けての指ಋプロセεは段階的に行い、第 1 ࣍中ؒใࠂ、
第 2 ࣍中ؒใࠂ、༧備৹ࠪをܦて、ത࢜論文ఏ出による࠷ऴ৹ࠪを受け、ത࢜（ܦӦ学）をत与すると
いうものであった。多くの大学院生は、このプロセεの中で、ւ外での研究ใࠂや研究論文の࡞成や出
൛をݧܦして、ത࢜の学Ґを取ಘしていった。

मྃ後に活༂が想定される分野としては、大学教員、企業のマωジメント૚、会計専門৬、্ڃ公຿
員なͲが想定されていた。このプログラムについて、多਺の೤意にあ;れた教員によるஸೡな教ҭが行
われた成果として、मྃ後、ւ外からのཹ学生が出਎国にؼ国して大学教員となるέーεが多かった。
そして、このӳ語 EP の学Ґ取ಘऀは現ࡏも幅広くグローバϧに活༂している。

このようにӳ語 EP	 日本的ܦӦ 
 はւ外からのཹ学生について、有ҝな人材ཆ成というܗでݙߩした。
しかしながら、Ұ時代をஙいた日本的ܦӦであったが、時代のมભにݺԠし、このӳ語 EP	 日本的ܦӦ 

は 202� 年度より国際プログラムと名শมߋされることとなった。
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ે੫法ɾ会ܭ E1開ߨɾഇࢭ

国際社会科学研究科の 2013 年度のվ組により、そのത࢜課程が国際開発専߈、グローバϧࡁܦ専߈、
企業シεテム専߈、国際ࡁܦ法学専߈の４専߈によるߏ成から、国際社会科学෎のത࢜課程後期のࡁܦ
学専ܦ、߈Ӧ学専߈、国際ࡁܦ法学専߈という３専߈΁と࠶ฤされた。このվ組にあたり、教ҭ・研究
を取りרく時代のม化にؑみて、新たな日本語による教ҭプログラムとして、ܦӦ学専߈と国際ࡁܦ法
学専߈という 2 つの専߈を横断するܗで、「ે੫法・会計プログラム」	 ે੫法・会計 EP
 が新たなε
タートをきることとなった。

このプログラムの教ҭ方਑は、社会制度্、ີ接に関連しているે੫法と会計について、その環境制
໿のม化のために、それらの関連ੑは࠶検討されるべき課題であること、また、実際にે੫に係るૌু
でも会計৘ใのղऍ౳の重要ੑが૿していることなͲから、ે੫法と会計の྆ऀを༥合的に研究できる
教ҭプログラムにより、当֘ྖҬに関わる有ҝな人材ཆ成を目指すこととされた。そのため、ೖ学ऀと
して想定する、求める人材として、੫理࢜や公認会計࢜なͲのે੫法や会計のྖҬに関わるߴ度৬業会
計人、ห࢜ޢ、企業や政෎・ඇӦར組織ମ಺部のܦ理୲当ऀ౳、さらに、それらを目指すऀであった。
ೖ学するത࢜課程後期の大学院生は、ܦӦ学専߈もしくは国際ࡁܦ法学専߈のいずれかに所属し、学Ґ
取ಘに向けた研究を行うため、中心となるඞम科目として、専門科目の൒期２୯Ґ科目である、ܦӦ学
専߈の会計制度研究、ࡒ຿ใࠂ研究、会計学આ࢙研究、さらには、国際ࡁܦ法学専߈のે੫法ಛघ研究ᶗ、
ે੫法ಛघ研究ᶘ、ે ੫法ಛघ研究ᶙから、指ಋ教員が୲当する科目２୯Ґを取ಘすることとした。また、
通年２୯Ґの「総合科目」が新たな科目として開設された。この科目については、ે੫法・会計プログ
ラム科目୲当教員が୲当ऀとなり、ूஂ指ಋを行うこととした。これらを合わͤて、मྃまでに 20 ୯
Ґを取ಘすることとし、国際ࡁܦ法学専߈とܦӦ学専߈の教員によるूஂ的、専߈横断的な༥合的指ಋ
を行った。্هの教ҭプログラムのझࢫから、指ಋ委員会は、ݪଇとして、当֘教ҭプログラム科目୲
当ऀの中から、ෳ਺の専߈を横断するように組織することとした。このような専߈横断的な教ҭの成果
として、࠷ऴ的にはത࢜論文を࡞成することで、৹ࠪの݁果に基ͮき、ത࢜（学術）がत与されること
とした。

このようなಛ௃ある教ҭプログラムとして、੫法およͼ会計の研究ऀである多਺の教員が専߈を横断
してે੫法・会計 EP に取り組んͩ。大きくม化する੫法や会計に対Ԡしつつ、ത࢜課程後期の大学院
生の教ҭを行った。しかしながら、ೖ学動向や教ҭ環境のม化を受け、このે੫法・会計プログラムの
命をऴえたことから、2023࢖ 年度には、ืूఀࢭによりഇࢭすることとなった。
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法ՊେֶӃ（େֶӃࣾࡍࠃ会Պֶ研究Պ

法૤࣮຿ઐ߈）の設ஔ

法科大学院は、1999 年̓月に࢘法制度վֵ৹ٞ会が಺ֳに設ஔされて以߱検討が進められた֤種の
࢘法制度վֵのうͪ࢘法試ݧվֵとҰମで行った、法૤ཆ成を目的とする学ߍ教ҭ法վਖ਼により 200�
年 � 月に֤஍の大学が設ஔした専門৬学Ґ課程（学Ґは法຿ത࢜（専門৬））で、大学院での専߈名は
さま͟まである（本学では「法૤実຿専߈」）。ै来の、ओに法学部出਎ऀに対するචه試ݧ重ࢹから多
༷なഎܠを有する学生΁の教ҭプロセε重ࢹの࢘法試ݧ΁と試ݧ制度をվֵし、かつ、Ԡ用的ෳ合的な
法཯問題の分析ྗを重ࢹするචه試ݧにより総合的な法的能ྗを備える人材をҭ成することで、ෳࡶ化
する社会の法཯問題にै来よりも多くの法૤が関与することを目指した。

本学は、横浜ߴ౳商業学ߍ設立以来、商学とີ接な関係を有する法学の学科目も設ஔしてきたが、ઓ
後の新制大学΁の౷合以߱も法学政治学関係ͩけで୯ಠの学部（法学部）を設ஔしたことはなく、関係
ऀにとっては「法学部設ஔ期成同ໍ」によって関係׭ிや஍ࡁܦݩքにಇきかけを行う΄Ͳ、学಺での
法学のମ系的教ҭ研究は੾実であった。զが国ॳのಠ立大学院である 1990 年の大学院国際ࡁܦ法学研
究科（म࢜課程）の設ஔによってかかる課題のҰ部はղফしたが、同研究科はै来の学部所属の法཯系
教員を฼ମとするもので഑ஔされる教員の専門分野の分෍はඞずしもମ系的なものではなく、ݑ法やܐ
法といった࿡法分野でも୯ಠの教員が教ҭ研究を୲当し、ٯに、教員総਺からすると重いෛ୲という΄
Ͳಛ定分野にෳ਺の教員が഑ஔされ、限られた教員਺にもかかわらず教員഑ஔはいͼつな状態で、学部
大学院での法学の教ҭ研究にはґવ、やや೉があった。これはそのまま、本学学部生・大学院生の法学
学शのਫ४に௚݁していた。

1999 年４月設ஔの国際社会科学研究科とくにത࢜課程લ期ࡁܦ関係法専߈は、2000 年８月の政෎「法
科大学院（Ծশ）ߏ想に関する検討会ٞにおけるٞ論の整理」の公දલ後から、同専߈を฼ମに法૤ཆ
成大学院を本学に設ஔすることのՄ能ੑについて検討した。国ܦ法系委員会は৿઒ढ़޹系委員長のもと、
2000 年６月の第 33 ճ系委員会以߱本֨的ௐࠪにண手し、લ系委員長ԁ୩फ़を委員長とする LS 検討委
員会を設ஔした。同年 10 月２日のྟ時系委員会では LS 検討委員会委員長（ԁ୩फ़）が࠷ॳの検討݁
果を系委員会にใࠂし、現有教員਺からする法科大学院の規໛（専任教員਺、学生਺、開講科目਺）や
௥加ඞ要教員਺なͲの試ࢉがࣔされた。そこでは、લ期国際関係法専߈をҡ持しつつલ期ࡁܦ関係法専
科目୯Ґ਺をװするとのલఏにおいて、基׵を法科大学院課程にస߈ �� ୯Ґとした場合にはマϧ合教
त、３年࣍୲当教員分をؚめ６名の教員を௥加するඞ要があるとੵݟもられた。当時の法཯系教員਺か
らすると６名の教員を௥加するඞ要は大きなนとなりそうであったが、学಺で教員਺にݟ合うポεトの
ఏڙを受け、લ期ࡁܦ関係法専߈をഇࢭし法科大学院を設ஔすることとなった。

国ܦ法系委員会は、LS 検討委員会を֩として関係機関の動向の৘ใऩू、米国ロー・εクーϧのΧ
リΩϡラムのௐࠪなͲを行い、野ଜलහ、ᜊ野඙໻ٴͼ઒୺߁೭が中心となってΧリΩϡラムҊࡦ定を
進めた。さらに、2003 年４月 1� 日第 �� ճ系委員会においては、200� 年設ஔत業開࢝を目指した大学
設ஔ৹ٞ会΁の法科大学院設ஔਃ੥を目ඪに͛ܝ「 LS ४備にかかるワーΩンググϧープ౳」の֤୲当
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委員が任命され、委員会に属する΄΅全教員がᶃ総合ௐ整、ᶄೖ試 8(、ᶅ LS 教຿ 8(、ᶆ対法૤ࡾ
ऀ 8(、ᶇ施設 8(、ᶈ広ใ 8(、ᶉ設ஔ৹資ྉ࡞成 8( を分୲してٸϐッチで४備࡞業を進めた。そ
の݁果、同年５月６日に開催されたྟ時系委員会では「ฏ成 1� 年度横浜国立大学法科大学院設ஔ計画
ॻ（ฏ成 1� 年５月 12 日）」（Ҋ）がঝ認され、それをݩに大学設ஔ৹ٞ会に対して設ஔਃ੥を行った。
同時に、ै来の検討委員会、ワーΩングは LS ४備ࣨにมߋし組織的に४備を進めつつ、஍ݩ法૤ք・
通のため公開講座「ロー・εクーϧの໛ٖत業ૄࢥք౳との意ࡁܦ in 横浜国大」を実施した。このࠒ
には政෎から LS ୲当のඞਢ教員ߏ成のྠֲが໌らかにされ、横浜ห࢜ޢ会とのؒで実຿Ո専任教員、
٬員教त（みなし専任）ٴͼ実຿Ոඇৗۈ講ࢣなͲの೿ݣを受けることが合意され、2003 年２月 20 日
には横浜ห࢜ޢ会法科大学院検討ಛผ委員会とのؒで「ਃし合わͤ」をక݁、教員഑ஔの大枠が整った。
഑ஔ教員਺から年࣍ೖ学定員は �0 名とした。�0 名のうͪ 30 名程度は法学部౳以外からのೖ学を想定
した。ߏ想のॳ期から法学ະशऀがա൒を઎める学生ߏ成を想定した法科大学院は、本学をおいてଞに
はなかった。

લঀの「設ஔ計画ॻ」は、本学に法科大学院を設ஔするඞ要ੑとして、ᶃਆಸ઒ݝのॅډ人ޱ਺にൺ
べてݝ಺で法学教ҭを行う大学（学生定員਺）がଞの大౎市（ۙݍـ、中部ݍ）にൺべて相対的にগな
く、ݝ下の法学教ҭのॆ実が求められていること、ᶄ法学部のない本学は、国際ࡁܦ法学研究科でٸ଎
にݦஶとなった教ҭ実੷からも、࢘法制度վֵでఏҊされた法科大学院ߏ想の理೦に࠷もۙく、学部法
学教ҭを受けていないଞ分野の既ଔऀを本学法科大学院で受けೖれるのにదしていること、なͲを͛ܝ
ている。લऀは、ۙྡ大学も法科大学院を設ஔしݝ下学部大学院で法学教ҭを受ける学生がඈ༂的に૿
加したという進าを਱͛、後ऀについては、本学法科大学院にೖ学する学生の多くが法学ະशऀで、社
会人学生にはܳ術系大学出਎ऀや現役ҩࢣもいるなͲ、多༷な学生がプロセεとしての法学教ҭにより
法૤を目指すこととなったことはಛචすべきである。本学法科大学院は当ॳから、౎市部大規໛法科大
学院とはҟなり、多༷なഎܠを持つଞ学部出਎ऀや社会人が多くを઎め、খ規໛ではあれ࣭のߴい法学
教ҭにより、࢘法制度վֵの理೦としての多༷な人材の法૤ཆ成という方向を۩現していたのである。

本学法科大学院の教員഑ஔは、ै来の国際ࡁܦ法学研究科基װ講座教員ٴͼࡁܦ学部・ܦӦ学部ྗڠ
講座教員からߏ成される法཯系教員からબばれた専߈専任教員と横浜ห࢜ޢ会、検࡯ிٴͼࡋ൑所から
の೿ݣ教員を合わͤて教त 20 名、ॿ教त６名の合計 2� 名（うͪ、みなし教員５名）とし、民事法・ܐ
事法を中心にෆ଍する研究ऀ教員の人事や೿ݣ教員の人બを行なった。Ұ方で、ࡁܦ学部ࡁܦ法学科以
来の教員の専門分野を活かしたཤमモσϧをఏࣔし、ᶃે੫法຿、ᶄ国際企業法຿、ᶅ市民ີணܕ法຿
の 3 つのཤमモσϧがΧリΩϡラムの۩ମ的ཤमߏ成をද現するものとしてのͪのೖ学ऀに活用され、
࢘法試ݧબ択科目「ે੫法」では全国ҰҐの成੷をಘる学生を生み出すにࢸった。

2003 年８月 31 日には「ฏ成 1� 年度法科大学院దੑ試ݧ」が実施され、本学も試ݧ会場として多਺
の受ݧ生がదੑ試ݧに௅んͩが、このࠒのマείϛの論ௐには、あたかも法科大学院で学शすれば༰қ
に法૤となることができるといったޡったものもݟられ、దੑ試ݧは、受ऀݧ਺こそ多けれ、さま͟ま
な受ݧ生がいて、その後の法科大学院制度のࠞཚを༧想さͤた。同８月 1� 日、文部科学লから法科大
学院୲当༧定教員৹ࠪ݁果が఻ୡされ਺名の教員ิॆがඞ要であるとの指ఠがあり、同９月５日にΧリ
Ωϡラム౳全ମߏ想に関する৹ࠪ݁果が఻ୡされた。同９月 29 日には大学設ஔ৹ٞ会分科会による໘
接৹ࠪが実施され、൧ాՅ޺学長やԁ୩फ़ LS ४備委員長なͲが本学の法科大学院ߏ想についてઆ໌し、
৹ࠪは଺りなく実施された。
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200� 年１月 20 日の系委員会ではా中ར޾を大学院国際社会科学研究科専門৬学Ґ課程法૤実຿専߈
のॳ代専߈長にબ出した。第 1 ճೖ学試ݧは第Ұ࣍બൈ（ॻྨબߟ）、200� 年１月 2� 日実施の第ೋ࣍
બൈ（খ論文）ٴͼ２月̓日・８日実施の第࣍ࡾબൈ（໘接）によって実施した。出ऀئは 9�0 名。本
学大学院ೖ試において 1,000 名ۙくにٴͿ出ऀئをಘたのは法科大学院ͩけである。第Ұ࣍બൈ合֨ऀ
�1� 名について第ೋ࣍બൈがࡁܦ R111、R211 ͼٴ R212 教ࣨを࢖って実施され 1�� 名を第ೋ࣍બൈ合
֨ऀとした。第࣍ࡾબൈでは �� 名が合֨、加えて若ׯ名の௥加合֨ऀをܾ定した。200� 年４月１日に
発଍した法૤実຿専߈に࠷ऴ的にೖ学したのは、学部からの進学ऀ 1� 名（６名）、社会人 �1 名（1� 名）

（Χッί಺はঁࢠ಺਺）の �� 名で、うͪ 11 名を既मऀと認定した。出਎大学・学部はट౎ݍのみなら
ず全国の大学にٴͼ、学部もまた法学部以外にҩ学部、޻学部、文学部なͲ、本学法科大学院の第Ұ期
ೖ学生は࢘法制度վֵの理೦通り多༷なഎܠを有する有ҝな学生たͪであった。このように࢝まった本
学法科大学院は、専任教員 1� 名、実຿Ո専任教員３名、法૤実຿٬員教員４名の合計 2� 名による教ҭ
ମ制に国際関係法専߈専任教員 12 名によるत業ମ制を整え、専任教員１名が学生２名に学श支援を行
う、学生にとってۃめてܙまれた環境であった。

本学法科大学院は、大規໛法科大学院にൺべるとऩ༰定員も࢘法試ݧ合֨ऀ਺もҰܻগないখ規໛な
ものであるが、200� 年には第Ұ期既मऀのうͪ 10 名が第１ճ新࢘法試ݧを受ݧし、第１ճ試ͩݧけで
５名の合֨ऀを出す޷成੷であった。൴らの多くは現ࡏ、ओに஍ݩ横浜でࡏ野法૤として市民社会に
௒をҡ持したことや、法૤ཆ成制度のࠞཚの中、2019ۉしている。その後の合֨ऀの割合は全国ฏݙߩ
年度には学生ืूをఀࢭし࠷ऴ的にดߍにࢸったことは多くのଞのࢴ໘で৮れられているので割愛する
が、1� 年༨の学生ืूによってৗ൫台の学ͼࣷで法૤となったमྃ生౳は 1�0 名を௒え、同時期の公
認会計࢜試ݧや੫理࢜試ݧの合֨ऀ਺をѹ౗的に྇կする。࢘چ法試ݧ時代であれば਺े年を要したで
あΖう法૤ཆ成を୹期ؒにୡ成したことは、ݝ下の法૤ध要に本学法科大学院が大いにݙߩしたことを
༤หにもの語り、ߴ商 100 年のྺ࢙の中でもಛචすべきことがらである。࢘法試ݧに合֨することがで
きなかったमྃ生もいるが、൴らはまた、企業実຿Ոや公຿員なͲ本学で学मした法的ߟࢥを活かした
৬業に進んでおり、本学法科大学院が୯なる࢘法試ݧ༧備ߍではなく、ࣗ由とਖ਼義、人ݖを͛ܝいまな
おզが国の法化社会の成ख़に大いにد与していることは確かである。
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ҭϓϩάϥϜ開設ڭ開ൃΨόφϯεࡍࠃ

201� 年４月、国際ࡁܦ法学専߈ത࢜課程લ期に国際開発Ψバφンε教ҭプログラムが開設された。
్্国の国ͮくりのࠜװである公共部門のΨバφンεのあり方について、政治学や法学の専門的ݟ஍か
ら国際開発にܞわれる専門人材をཆ成することを企ਤし、同プログラムは立্ͪ͛られた。日本が世ք
与国となったڙ大の援ॿ࠷ 1990 年代、横浜国立大学は国際開発の研究と教ҭの「౦の༤」として、్
্国開発にܞわる人ʑのؒで認ࣝされていた。それから໿ 20 年がͪܦ、同༷のίーεを立্ͪ͛た大
学が૿え、横浜国立大学において開発ྗڠが学べることはかつて΄Ͳಛ௃的ではなくなってきていたも
のの、国際ࡁܦ法学専߈の中では開発ྗڠ分野の教ҭがண実に行われていた。2010 年度からは、以લ
より人事ަྲྀのあった国際ྗڠ機ߏ（JI$"）から、課長ڃ৬員を学生に対して研究指ಋできるポεト
の教員としてটᡈするܗをとり、実຿と学術の྆方の世քから学生を教ҭできるମ制になった 1。国際
開発Ψバφンε教ҭプログラムは、実態としてすでにあった開発ྗڠ分野の教ҭମ制を、教ҭプログラ
ムとして؃൘として͛ܝたものである。

現ࡏ、్ ্国が௚໘している課題の多くは、Ψバφンεに起Ҽしている。్ ্国の開発の文຺において、
政治・行政のޮ果やޮ཰ੑ、ಁ໌ੑ、આ໌責任、手ଓき的ਖ਼౷ੑ、法の支഑なͲ、Ψバφンεのあり方
が問われ、ۙ年ではԟʑにしてυφー国の開発援ॿ政ࡦの中に੝り込まれるようにもなっている。当プ
ログラムは、開発におけるΨバφンεの知ࣝが、国際開発にܞわる実຿Ոにとっても研究ऀにとっても
ඞਢであるという、まさに時代の要੥にԊうܗとݴえるͩΖう。

国際開発Ψバφンε教ҭプログラムでは、通ৗの講義やԋशに加えて、開発の現場に৮れるݧܦを重
じるײは్্国の現実をഽで「フィーϧυワークྗڠ開発」している。ಛに、「ワークショップ」とࢹ
有用な機会となっている。それͧれ２୯Ґの科目でありながら、大学設ஔ基४で定められている時ؒ਺
をはるかに্ճって学生たͪは学म活動を行っている。「ワークショップ」は、ݪଇとして、「横浜国立
大学× JI$" 連ܞ講座 『現場からߟえる国際開発ྗڠ』」を受講することになっている。Ұ方、「開発ڠ
ྗフィーϧυワーク」は、ݪଇとして໿２िؒのྟ஍ௐࠪをフィリϐンで行うことが求められる。いず
れも、学生たͪが開発の現場にいる専門Ոたͪのڳをआりてߟࢥを行うو重な学मとして学಺外から評
価されてきた。

国際開発Ψバφンε教ҭプログラムは、日本語࿩ऀ、ӳ語࿩ऀの྆方に開かれており、202� 年３月
຤までに、19 名がमྃした。学मূ໌プログラムとして認定されてからは９名がमྃしている。当プ
ログラムをमྃしたऀの中には、現ࡏ、్্国の現場でಇいているऀも相当਺がؚまれている。

―――――――――――――
１202� 年 10 月時点では、JI$" 出਎の研究ऀ教員 2 名がࡏ੶している。
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άϩʔόϧϦʔΨϧαϙʔτηϯλʔの設ஔ

ᶗ　設立のܦҢ
横浜国立大学グローバϧリーΨϧαポートセンターは、201� 年に、横浜国立大学大学院国際社会科

学研究院にグローバϧ化社会における法的課題のղܾをଅし、それに資する人材のҭ成ٴͼ支援を行う
ために、設ஔされた。

本センターは、্هの目的をୡ成するために、（１）グローバϧ化社会にඞ要な法的素ཆを備えた人
材のҭ成と支援を目的とする教ҭ研究活動を実施し、そしてその成果を国಺外΁発৴し、さらに、（２）
国಺外の大学、研究機関、民ؒஂମ、国、஍方公共ஂମ、ࡏ外公ؗ、国際機関౳の外部機関とも教ҭ・
研究໘において連ྗڠ・ܞし、事業を推進してきた。

ᶘ　ओな事業
１ɽਆಸ઒ݝห࢜ޢ会との共催研म会

ਆಸ઒ݝห࢜ޢ会との共催研म会は、横浜国立大学法科大学院とਆಸ઒ݝห࢜ޢ会との共同事業とし
て、ਆಸ઒ݝห࢜ޢ会の研म委員会を中心に実施されてきた。学問としての໘നさを実຿Ոにもࢥい出
してもらうというझࢫにおいてもこの研म会は重要な役割を果たしてきた。ਆಸ઒ݝห࢜ޢ会において
も、この共催研म会の事業は法科大学院がなくなったのͪも、ห࢜ޢ会にとってはもはやなくてはなら
ない研म活動のҰ部をܗ成しているという評価もされている。

２ɽ「国಺のグローバϧ化」研究会
ਆಸ઒ݝにおける外国人Ո事支援人材の受ೖれをܖ機として、࿑ಇऀの法的課題を把握し実ફ的なղ

し「国಺のグローバྗڠ外公ؗとࡏ会外国人部会や࢜ޢหݝを検討することを目的として、ਆಸ઒ࡦܾ
ϧ化研究会」を立্ͪ͛た。この研究会は、行政や NPO 関係ऀの参加・ྗڠもಘながら、஍Ҭに฻ら
しಇく外国の人ʑの法཯問題を多֯的ࢹ点から検討して৘ใ共有と問題ղܾ΁のྗڠମ制を確立するこ
とをͶらいとし、ห࢜ޢのリΧϨント教ҭの役割も୲ってきた。また、フィリϐン人の࿑ಇऀの೿ݣの
問題についてもܧଓ的に研究会を開催しており、஍ݩにີணした外国人の問題を外部組織と連ܞしてղ
ܾを໛ࡧする取り組みであった。

３ɽ஍Ҭ課題法学ԋश
この活動では、実຿Ոを目指す法科大学院の学生と研究を目指す国際ࡁܦ法学専߈の学生がともに、

国಺における外国人ऀॅډが実際に๊え、ૺ۰する法཯問題を௚接知り、学Ϳ場として設定された。こ
のԋशでは、஍Ҭ社会において生起する市民の法཯問題について、NPO ౳外部からゲεトεϐーΧー
をੵۃ的にটいて、۩ମ的課題について࡯ߟし、ղܾࡦを検討し、外部組織との連ܞを行ってきた。

４ɽ横浜٢ా中学ߍとの多文化共生プログラム
横浜٢ా中学ߍでは、多༷なഎܠを持つ生ెୡがお互いを理ղできるように多文化共生プログラムを
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実施しているが、横浜国立大学は横浜٢ా中学ߍの多文化共生プログラムと連ܞして横浜٢ా中 %ST
プロジΣクトを実施した。

５ɽਆಸ઒ݝ「移民・೉民ジϡχΞ」社会౷合ௐࠪ
この活動では、任意ஂମ多文化まͪͮくり޻๪、NPO 法人 ME-net（多文化共生教ҭωットワーク

かながわ）、ಛ定ඇӦར活動法人日本語・教科学श支援ωットと連ܞして、共生社会の実現に資する政
を対象とした「移民・೉民ジϡχΞ」の社会౷合の実態をݝにつな͛ることを目指して、ਆಸ઒ݴఏࡦ
理ղし、そのଅ進・્害要Ҽを分析するௐࠪを実施した。

ᶙ　総ׅ
以্のように、グローバϧリーΨϧαポートセンターはその設立以来、さま͟まな活動を行ってきた

が、2020 年度຤に、その役割をऴえることとなった。
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L�3FQ 開設ʮࣾ会ਓϦΧϨϯτڭҭ΁のऔΓ૊Έʯ

I$T 技術の発లに൐うٸ଎なσジタϧ化や「人生 100 年時代」における৬業人生の長期化により、時
代のχーζにଈした知ࣝ・能ྗを向্さͤながら、ࣗ཯的・ओମ的にΩϟリΞをܗ成することの重要ੑ
が認ࣝされるようになっている。こうした中で、社会人を対象とするリΧϨント・リεΩリングを୲う
ことは大学にとっても重要な࢖命といえる。法学分野についていえば、༷ʑな法ྖҬにおける制度վਖ਼
や新たなࡋ൑ྫ΁の対Ԡが求められるのは໪論であるが、加えて、ྟচ法຿、༧๷法຿にཹまらないઓ
ུ法຿のࢹ点や ELSI（Ethical, Legal, and Social Issues、倫理的法的社会的課題）のࢹ点から課題に取
り組Ήことがඞ要とされるようになっている。また、社会において生起するෳࡶなॾ課題に対しては、
学際的なΞプローチが有用とされるとこΖ、法学以外の分野でݧܦをੵんできたऀが法学の知ݟをಘる
ことでより๬ましいղܾをಋくことや法学分野に新たなࢹ点からの学術的発లをもたらすことが期଴さ
れる。

国際ࡁܦ法学専߈は、্هのような社会のχーζにԠえるべく、社会人の科目౳ཤम生向けの教ҭプ
ログラムとして、L-Rep（Legal Recurrent Education Program）を 2022 年度に立্ͪ͛た。同プログ
ラムは、Φンラインで受講機会がಘられる点がそのಛ௃となっており、࢓事と学業を྆立するඞ要があ
る社会人のχーζにԠえるものとなっている。L-Rep におけるΦンラインत業では、ίロφՒにおける
されている。また、「社会人のための実ڙ෉が活かされた教材がఏ޻も౿まえつつ、֤୲当教員のݧܦ
ફ法学ೖ門」、「มわりΏく社会と法」なͲ、ෳ਺教員が୲当するΦムχバεࣜܗのत業も開講されてお
り、法学の基本的なߟえ方を఻えつつ、࠷ઌ୺の研究成果の঺հなͲも行うなͲ、多༷なχーζにԠえ
うる಺༰となっている。L-Rep で開講される֤त業には、民ؒ企業ۈ຿ऀ、公຿員、有資֨ऀ౳༷ʑな
バックグラウンυの方が、ਆಸ઒ݝ಺・ݝ外から参加されており、ウΣϒαイトでの広ใ౳を通じて、
受講ऀ਺もঃʑに૿加している。

202� 年度からは、社会人向けに法຿ΩϟリΞ開発ίーε（ത࢜課程લ期）、実ફ的法຿୳究ίーε（ത
࢜課程後期）をそれͧれ開講し、フϧΦンラインで、学Ϳ機会と論文ࣥචのための指ಋをఏڙしている。
法຿あるいはその関連分野にܞわってきた社会人が、実຿でഓった問題意ࣝを理論的・学術的に発లさ
ͤ、ίーεमྃ後には、ߴ度な専門知ࣝを生かし、法຿ྖҬで活༂することが期଴される。
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新規技術と法研究会（横浜 ELSI 研究会）の開設

2022 年８月、国際社会科学研究院に所属する法学・政治学系の教員を中心に、新規技術と法研究会１（横
浜 ELSI 研究会。以下「本研究会」とする。）が組織された。ELSI とは、米国ヒトゲノム計画（1990-2022 年）
において設けられたプログラム名（Ethical, Legal and Social Implications Research Program）に由来
を有する造語である。生命倫理分野に限らず、今日における新規科学技術の研究開発には、ELSI（倫理・
法・社会に与える影響）を分析し、想定される課題に対処することを通じて、社会や環境、将来世代に
対して責任ある姿勢でこれを推進することが求められる（第６期科学技術・イノベーション基本計画）。

法学や政治学が新規技術と接点を持つことは、これまでもとくに珍しいことではなかった。新種のワ
クチンやモビリティが実用化される際には、既存の安全規制や損害賠償法制との関係や新規立法の要否
が検討の対象となってきた。しかし多くの場合は、すでにある程度完成した技術や起こってしまった
事故について、研究開発現場の外部から事後的に評価を行うという関わり方にすぎなかった。「 ELSI 」
という問題把握枠組みの意義は、科学技術が萌芽の状態にある段階から、人文・社会系の専門知を取り
込んで同時進行的に研究開発を行う点にある。企画委員長である笹岡愛美は、ELSI 研究の専門人材と
して、本学の台風科学技術研究センター２における台風制御研究や台風発電船の研究に参加している。

もっとも、人文・社会系の専門知は相当に分化しており、研究開発に参加する限られた人材（笹岡の
場合は、商法・会社法が専門）が、すべての ELSI を検討するための専門知を備えることは現実的では
ない。そこで、ELSI 研究の推進においては、幅広い専門知を相互に共有することが重要となる。本研
究会は、そのためのフォーラムとして機能することを目指して設立されたものである。

2022 年９月には、本研究会のメンバーによる共同研究が ELSI 関連の競争資金（JST/RISTEX）に
採択された３。また、市民向けの公開講座４や、大阪大学社会技術共創研究センター（ELSI センター）
との共同研究を実施することで、学外においても ELSI 研究の拠点として認知されつつある。これらの
成果により、2023 年５月には、YNU 研究拠点（活動支援事業（若手））（ELSI 研究拠点５）の認定を受
けることができた。今後も、専門人材の輩出や成果の創出を通じて、「 ELSI といえば横国」という評
価を確立することができるよう、邁進していきたい。

―――――――――――――
１　https://yokohama-elsi.ynu.jp/
２　 https://trc.ynu.ac.jp/
３　その成果として、新規モビリティを素材に、分野横断的な観点から論点整理を試みた（「 MOBILITY ×

ELSI：輸送／移動／観光・法的課題論点マップ」）。
４　2023 年度は、「『総合知』における法学の役割」と題するシンポジウムを開催した。
５　https://ynu-rc.ynu.ac.jp/　　
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ӳޠʹΑΔڭҭϓϩάϥϜɿτϥϯεφγϣφϧ法੓ࡦ

2013 年４月に国際社会科学研究科が国際社会科学෎にվ組された際に、国際ࡁܦ法学専߈は、法学
と政治学をӳ語で学べるത࢜課程後期の教ҭプログラムとして、Transnational LaX and Policy（トラ
ンεφショφϧ法政ࡦ）プログラムを設ஔした。これは、ത࢜課程後期ೖ学から学Ґ取ಘまですべてӳ
語で教ҭと研究指ಋを行うものであり、世ք中から༏लな人材をݺͼ込めるプログラムとなっている。
国境をӽえて、モノ、ヒト、Χω、৘ใが活発に動く中、グローバϧ／ローΧϧでの政ࡦ分析や政ࡦ
立Ҋに関する専門能ྗ、あるいは国際的な企業や N(O で求められる法学や政治学の専門知ࣝに対する
χーζは年ʑߴまっている。国際機関ͩけではなく、日本の外で、ಛにグローバϧ企業や N(O でಇく
ためには、もはやम࢜߸ͲこΖかത࢜߸が求められることが多い。まさに、時代にԊったプログラムと
して本プログラムはεタートした。ଞのプログラムとはҟなり、本プログラムは、10 月ೖ学となって
いることもಛ௃として͛ڍることができる。

トランεφショφϧ法政ࡦプログラムの立্ͪ͛当ॳは、༄ְल、加౻ๆ෉、ߥ໦Ұ࿠、関;ࢠࠤ、
していた。しかしڙౡ༸美のみが講義をఏ׏ 202� 年度段階では、ୀ৬した教員に代わって新たにண任
した教員が講義をఏڙしている。また、ӳ語プログラムではなく、もともと日本語によるत業とされて
きたものであっても、学生のχーζにԠじてӳ語でఏڙされている講義もあり、ӳ語࿩ऀである学生た
ͪのબ択の幅も広がりつつある。そして本プログラム立্ͪ͛当ॳから、ӳ語で対ԠՄ能な事຿৬員が
社会系の係に所属し༷ʑな支援をしてきたことも本プログラムのڧみとݴえよう。

本プログラムはത࢜課程後期の学生がཤमऀであるため、講義といっても討論౳をؚΉ૒方向ܕのत
業ܗ態が多く、ཤमऀのメンバーによっては、ときに教員がいることを๨れているのではないかとࢥわ
れる΄Ͳ、活発で有意義な学術的ٞ論がల開されることもある。国੶や社会ݧܦ౳のバックグラウンυ
が多༷な学生たͪとのٞ論の中で、教員ࣗ਎が新たなͮؾきをಘることも珍しくない。2023 年度には
ΞメリΧ、202� 年度にはϧクセンϒϧクから受けೖれた外国人٬員।教तによるत業も、本プログラ
ムの学生たͪには޷評であった。今後も、ւ外から第Ұઢで活༂する研究ऀや実຿Ոを受けೖれながら
本プログラムがల開されていくことが期଴される。
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